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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　何か間違ったものが、僕たちの生活の基き盤ばんに忍び込んでいることがある。それは寄生虫のようであり、たまにテレビ番組の司会者や気き難むずかしい法律家の顔をしている。

　高いビルを建てようとしても、何か間違ったものが潜んでいるぶん、どこかで鉄骨が揺らいで上う手まくいかない。その結果、戦争や虐ぎやく殺さつが起きることもある。そのあと、何事もなかったような顔をしてやりすごそうとすると、何か間違ったものはますます大きくなっていく。

　一線を越えると、死者たちだって怒り出すんだ。やるならその前だ。何か間違ったものの排除、つまり僕たちが生活する社会的な基盤の修復作業がまだ間に合うとして──きみだったら、どうする？　とりあえずページをめくってみよう。最初に、四人の死者が出て一人が生き残る。「選ばれし勇者」が選ばれた。急いで時計を見て現在の時刻を確認しろ。もう一度言う。まだ間に合う。








　プロローグ




　部室に五人の少年少女がいる。

　冠かん葉ば原はら高校の暗殺部。部員同士の仲はすごくいい。学校を卒業しても友情は続いていくのではないかと全員がなんとなく感じていたし、そう願ってもいた。週末にはカラオケやゲーセンで遊んだり、たまには身内だけのボウリング大会を行ったり──夏には泊まりがけで海水浴にいった。

「マイケル・ジャクソンって映画のエンディングテーマ歌ってなかったっけ」

「たくさん歌ってるんじゃない？　八〇年代のやつとか特に」

「いや、そういうんじゃなくて……ほんのちょっと前にテレビでやってたような映画。予告編でもガンガン使われててさ。隕いん石せきが落ちてくるやつ」

　部長の桂かつら木ぎ宗そう谷やは、もう高校生なのに『コロコロコミック』を愛読している。ときどき近所の小学生とポケモンやベイブレードで遊んでいるような男だ。そんな子供っぽい彼なのに、〈いるか人間〉の腹をナイフで引き裂き、その臓ぞう物もつを素す手でで引きずりだすのだから、人間というものは難むずかしい。平面的でも直線的でもない、複雑怪奇な多面体だ。部員の一人、千ち葉ば詩しい舞まは、人間の心はテーブルトークＲＰＧで使う二〇面体ダイスに似ている、と思う。別に一〇〇面体でもいい。

「じゃあ、人格と空手は関係ない？」

「そう、空手は関係ない」

　部員の一人、若わか羽ば繭まゆ良らはちっちゃくてかわいい女の子だ。自分の幼さを強調するためか、茶色に染めた髪かみをツインテールにしている。あだ名は「まゆん」。顔だけでなくあだ名までかわいい。冠葉原高校暗殺部の爆発物担当。

　この暗殺部には、フランスからの留学生もいる。エディット・ポンポニャック。メガネをかけた一六歳の女子。驚おどろくほど肌が白く、驚くほど目が青い。文武両道の頼れるお姉さん、という雰ふん囲い気き。

「いいよね、ポンポニャックって名前。ちょうかわいい」

「そう？　私は日本人の名前のほうが好きよ。『まゆら』に『しーま』。どっちも素す敵てき」

「ポンポニャックって、マイナーな銃器とか車のメーカーっぽくないか？」

「あー、ちょっとわかる」

　最後に、條じよう島じま軍ぐん平ぺい。暗殺部だけでなく、かけもちで柔道部にも入っている。見上げるような巨漢。青々とした坊主頭で、無表情でいることが圧倒的に多い。見た目は怖いが、犬を三匹も飼っていて、とてもよく世せ話わをしているという。意外なことに、彼はエディット・ポンポニャックと付き合っている。二人がプライベートでどんな会話をしているのか、他の部員には上う手まく想像できない。




　若羽繭良はもう一人暮らしをしているので、彼女のマンションは溜まり場のようになっている。繭良の部屋には、千葉詩舞が持ってきたテーブルトークＲＰＧのルールブックやファンタジー系のフィギュアが散乱し、桂木宗谷が持ち込んだ子供向けの玩がん具ぐも大量にある。

　同じ部屋で多人数プレイを楽しむために、全員でお金を出し合って、テレビは二台、ＰＳ３とＸＢＯＸ３６０も二台ずつ購入してあった。『モンスターハンター』が突き刺さったままのＰＳＰが、常時三台か四台はベッドやソファの周辺に転がっている。部員の趣しゆ味みで、本も多い。カフカやフィリップ・Ｋ・ディックの本、ホルヘ・ルイス・ボルヘスやアレン・ギンズバーグの詩集──かと思えば本棚にはジャック・ヒギンズや上か遠ど野の浩こう平へいの本もささっていてジャンルはバラバラだ。

　もちろん、暗殺部としての実戦やトレーニングは厳きびしいものだが、冠葉原高校は日本でもトップクラスの精せい鋭えい揃ぞろいとされている。最近はほとんど苦戦もしなくなった。銃じゆうと弾薬は支給されるし、〈いるか人間〉を殺せば報ほう酬しゆうも手に入る。

　休日にはたっぷりお菓子とジュースを用意して、繭良の部屋で徹てつ夜やで遊ぶこともある。ゲームをしたり映画を見たりアニメを見たり、疲れてきたらだらだらと本を読んだり、夕食にはピザを注文する。朝食は近所のモスバーガー。全員が「このまま一生暗殺部の高校生でいいや」と思ってしまうのも、無理はない。

「ポンポニャックとシルベスター・スタローンには関係がある」

「ないわよ」

「いや、あるって。説明する。つまり──」




　──ある日、異様な戦闘の末に、冠葉原高校の暗殺部は壊かい滅めつした。生き残ったのは、千葉詩舞一人だけだった。救急車のなかで詩舞は「〈かげもず〉にやられた」と悪夢にうなされるように言った。「もっと死ぬ。このままにしておくと、もっともっと死ぬ。ぜんぶダメになる。誰かが〈かげもず〉を殺さないといけない」
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　冬休みまであと一週間を切った。正せい袈げ裟さ高校の終業式はクリスマス・イヴの二四日に行われる。暖冬に吹く風は、その温かさのせいか、消毒や殺菌が足りない感じがしてあまり好きになれない、と深ふか作さく零れい士じは思う。冬の寒さは、身を切る寒さであるべきだ。今年の一二月は息があまり白くならないし、雪は降る気配さえ見せない。

　関東で雪が降りやすいのは、一月中旬以降だ。センター試験に挑いどむ高校生に人生の厳きびしさを教えているとしか思えないタイミングで大雪が降るのだ。

　来年、という言葉が、零士にとっては遠い未来に感じられた。センター試験という言葉は、まるで外国で起きた悲ひ惨さんな事件のニュースのように頭のなかで反はん響きようした。しかしいずれ、自分も巻き込まれる。一生、暗殺部を続けていくわけにはいかない。部員はほとんどが大学を受験する。

　スポーツ特とく待たい生せいみたいなもので、受験時、暗殺部の活動は密ひそかに大学側で特別な内ない申しん点てんとして加算されるという。さすがにそれくらいの優ゆう遇ぐう措そ置ちがないと、殺したり殺されたりする活動に集中できなくなる。──それでも、レベルの高い大学を目指している部長の岡おか本もと鬼き一いちは、受験勉強と部活を両立させるためにひどく苦労しているようだ。

　そういえば、と零士の頭に疑問が浮かぶ。普通の部活だと、三年生はなるべく早いうちに次の部長を決めてしまうものだが、暗殺部はそういうことがなかった。卒業するまでは鬼一が部長を務めるらしい。それはまあ特殊な部活だからいいとしても、問題は次の部長が誰になるかだ。鬼一と小お沢ざわ晃こう生せいが卒業したら、二年は零士と原はら田だ魅み杏あんだけ。どちらも部長という柄がらではない。新入部員はちゃんと入ってくるのだろうか？




　自宅を襲しゆう撃げきされた零士は、一人暮らしをすることになった。通っている高校に近い、高層マンションの一室で、通例一五万円近いはずの家や賃ちんはすべて正袈裟高校暗殺部のスポンサーがかわりに払ってくれるという、破は格かくの待たい遇ぐうだ。零士の部屋は二〇階。初めて部屋に入ったとき、高級ホテルの一室みたいだと感想を抱いだいた。

　立派な部屋で高校生の一人暮らしなんてわくわくしそうなものだけれど、零士の場合は望んで始めたものではない。経験が乏とぼしいこともあり、食事を用意するのは面めん倒どうだ。どうしても、スーパーの弁当や外食が増えてしまう。ある程度上達しないと自じ炊すいを楽しむことはできない。逆に一人になって以前よりも楽しくなったのは部屋の掃そう除じだ。寝室、リビング、客間の順にクイックルワイパーにまずドライシートをつけて埃ほこりを集める。灰色の埃がびっしりついたシートを捨てるとそれだけで気持ちがいい。次に、ワイパーにウェットシートをつけて床を綺き麗れいに拭ふきあげる。うっすらと濡ぬれた床面に、零士の足あとが残る。掃除機はあまり使わない。自分の手で掃除をしている、という実感が好きなのだ。部屋にたまった空のペットボトルや瓶びんをまとめて捨てるのも快感だ。

　それが当然のことであるかのように、零士はまだ本調子ではない。未み但馬たじま裕ゆ佳か梨りのことは一生忘れることができないだろう。今は、人が死ぬ映画やゲームを楽しむことができない。コメディの海外ドラマ（観客の笑い声が入っているようなやつ）をＤＶＤボックスで買ってきて一気見したり、延々とパズルゲームをプレイしたりして気き分ぶん転てん換かんをしている。

　重要なのは、気分を停滞させないことだった。一度気分・感情の運動が停止すれば、そこからは暗あん鬱うつとした不必要な思考が滲にじみだす。心の傷も肉体の傷も、治ち癒ゆするのには「時間」がかかるという点では共通している。零士は、心を動かし続けねばならない。そして、意図的に時間を浪費せねばならない。

　時間だけがすべての問題を解決する鍵かぎだ。

　心・感情を動かすために本を読む。理由はよくわからないが、気分が落ち込んでいるときに「読める本」と「読めない本」がある。元気があるときには楽しく読めた本が、今はほんの数行で目が滑すべりだす。逆に、こんな状態だからこそすらすらと内容が頭に入ってくるものもある。それはたとえばＪ・Ｄ・サリンジャーであったり、カート・ヴォネガット・ジュニアだったり、竹たけ宮みやゆゆこだったり、フィッツジェラルドだったりする。

〈いるか人間〉との激しい戦いも、零士の気分を変えてくれる。血みどろの部活動こそが一番の「癒いやし」になっているかもしれない。人が死ぬ映画はダメなのに不思議なものだ。恐怖や脅きよう威いに立ち向かっていると、余計なことを考えずにすむ。できる限り危険な場所で、できる限り危険な位置で、銃じゆうを撃うちまくり、弾をまき散らし、敵の肉に弾だん痕こんを穿うがち、骨を砕き、血管を引き裂く。耳の奥には、断だん末まつ魔まの悲鳴と銃声が長く尾を引いて残っている。
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　冬休みが近い。期末試験も終わってしまった。さすがに試験勉強もくそもない状況で、零士は全教科白紙で提出したが、返ってきた結果を見るとそこそこの点数がついていた。暗殺部の優遇措置は大したものだ。今日も零士は消化試合のような授業を受けて、放課後には部室に足を運ぶ。

　窓が少ない、要よう塞さいのような卓球場が暗殺部の拠きよ点てんだ。零士は鋼こう鉄てつ製せいのドアを開ける。卓球場には数十の部屋があるが、一番よく使う大部屋に入ると、そこに正袈裟高校暗殺部の部長がいた。メガネをかけた大柄な三年生、岡本鬼一だ。鬼一はペットボトルのスポーツドリンクを飲みながら、備品のオフィスチェアに深々と座って、数学の参考書をめくっていた。うっすらと髪かみの毛けが濡れているような気がするので、すでに何かトレーニングをして、シャワーでも浴びたあとだろう。

　零士を見るなり鬼一は参考書を閉じて、

「千ち葉ば詩しい舞まがうちに来るらしい」

　と言った。この人はいきなりが好きなのだ。

「ちばしいま？」

　訊き返しながら、零士は鬼一の正面に腰をおろす。

「池袋にある冠かん葉ば原はら高校暗殺部のエース。点取り屋だな」

「エースが、うちの学校に？」

「そうだ。冠葉原高校の暗殺部は壊かい滅めつしたんだ。生き残ったのは千葉詩舞一人だけ。当たり前のことだけど、一人だけじゃ暗殺部は続けられない。そこで、転校ということになった。合流して戦力を整える」

「壊滅」と零士。「何人やられた？」緊きん迫ぱくしてつい、敬語を忘れてしまった。暗殺部は殺したり殺されたりする。大事な人を失う辛つらさに関しては、いまだに零士も整理できていない。一人犠ぎ牲せいが出てもそんな具合なのに、それが「壊滅」となると、どんなひどいことになったのか想像もつかない。

「四人」鬼一が答えた。「全員腕利きだった」後輩が敬語を使うのを忘れても、鬼一は特に気にする様子もなかった。

「彼女が病院に運ばれたって聞いたときは耳を疑うたがったもんだよ」

「部長、会ったことが？」

「一回だけね。正袈裟と冠葉原、二校合同作戦があった。そこで彼女の戦いぶりを見て、モノが違うと思った。千葉詩舞は強い。たぶん、日本国内の暗殺部でもトップクラス」

「それほどですか」

「千葉詩舞には海外留学経験がある。ホームステイだったっけな？　まあいいや。とにかく、そこでポール・キャッスルって人がアメリカで広めた新しい射しや撃げきスタイルを身につけた。速射、あるいはフルオートで弾丸をばらまくことに関しては、誰も彼女にはかなわない。空手有段で、接近戦もすごい。格かく闘とう術じゆつと射撃術を高次元で融ゆう合ごうさせた、エクストリームな近接戦闘ＣＱＣをやる」

「そんな彼女でも、勝てない敵が出てきた」

「……詳しいことは、まだよくわかっていない」

「どういうことなんですか？」

「生き残った詩舞の記憶が混乱している。『具体的には何も覚えていない』んだそうだ」




　話しているうちに、小沢晃生、原田魅杏と次々に集まってくる。

「……なあ、とてもかっこいい俺様は、昨日の夜もとてもかっこよかった、という話があるんだが、聞きたいか？　まあ、誰も聞きたくなくても話すんだけどさ」

　晃生は、部屋に入ってくるなり全開だった。

「聞いているうちにお前らが俺の魅み力りよくにメロメロになることはわかりきってるわけだし。『ああ、小沢晃生は顔だけじゃなくて話術も巧たくみなんだ』って」

「グッドルッキングガイの晃生さんが、しかもトークもイケてるなんてヤバすぎるよ……実にヤバいっすよ」言いながら魅杏は、うむ、うむともっともらしい表情でうなずいている。「将来は叶かのう姉妹とかと付き合っちゃうかもしれないね」

「すげえ、いきなり魅杏に褒ほめられた」

「今のはたぶん、本当はバカにされてんだと思いますよ」

「相変わらず零士はフナムシみたいなことばっかり言うな」

　晃生の言葉に、零士は眉をひそめた。──フナムシ？　海岸にいて、岩陰にびっしりとはりついているイメージが強い、大きくなったダンゴムシのようなあれか。自分の発言を思い返してみて、どこがフナムシっぽかったのか考えてみるが、なかなか答えが出てこない。そもそもフナムシっぽいとはどういうことなのか。

　まあいいや──真ま面じ目めに考えこむほどのことではない。

　この仲間たちでなければ、零士が部活を続けるのは難しかったろう。彼らは、傷ついた人間にどう接するべきかの完全な作法が身についていた。一見無神経なようで、それでいて他人への距きよ離りと自分が期待されている言動を正確に把は握あくしている晃生の性格には、実は零士もとても助けられている。

「……ぁ……ょ……」

　最後に姿を現したのが、石いし井い輝てる佳か。自分の意志をはっきりと言葉にすることができない、ふわふわの髪をした小さな女の子。授業中以外はほとんど、剣けん豪ごうのように日本刀を持ち歩いている。ちょっと訂正する。剣豪の「ように」ではない。見た目からは想像もつかないが、彼女は「まさに」現代の剣豪と言っていい。

　──これが、僕の学校の暗殺部だ。




　翌日、零士のクラスに転校生がやってきた。

「……千葉詩舞です」

　その声は、砂の粒りゆう子しを含んでいるかのように乾いていた。感情や抑よく揚ようが希き薄はくな棒読みの口調だったからだ。かといって、声質に魅力がないわけでもない。洋菓子の甘さと、組み立てたばかりの機械の危なっかしさが表裏一体になっている声だ。

　詩舞は背が高い。女子なのに、一七〇センチちょっとある。

　零士の身長は一五七センチ。零士は昔ほど──未但馬裕佳梨と出会う前のことだ──は自分の身長を気にしなくなっていたが、それでもうらやましいものはうらやましい。

「よろしくお願いします」

「……自己紹介、それだけでいいのかな？」担任が促うながす。

「よろしくお願いします」

　詩舞は、レコーダーのように同じ言葉を繰くり返かえした。……寸すん分ぶん違たがわぬ音量、寸分違わぬ調子で。これはこれで難なん易い度どの高いことのように思えた。

　詩舞は、少女漫画に登場する男性キャラクターのように中性的な美び貌ぼうの持ち主だった。胸がやたらと大きくなければ、遠目には美男子としか見えないだろう。腰高で、引き締まった太ふと腿ももの付け根に美しい隙すき間まがある。弛ゆるみのない硬そうな拳こぶしをしていて、なるほど空手有段者という雰ふん囲い気きだ。

　短い髪を金色に染めている。髪型はやや乱れていて、無む造ぞう作さな印象を人に与える。根元から黒髪が伸び始めているので、黒いカラメルのかかったプリンをかぶったようになっている。この状態はいかにも不ぶ精しような感じで、一歩間違えると見苦しくなりそうだが、詩舞の場合なぜかさまになっている。生まれてきたときからこういう髪だった、と言われても納なつ得とくするしかないような、不ふ思し議ぎな説得力を詩舞は有している。

　詩舞は無感情な目をしていた。荒野をさまよう疲れた象の哀しい目つきだ。

　零士はひと目で、彼女の瞳の奥に生きることへの倦けん怠たいがくすぶっていることに気づいた。詩舞の目は、何もかも見抜いているようなふりをして、実は何も見ていない。本人は、そのことに気づいてすらいない。零士にはわかる。まるで自分のことのようにわかる。ただし、彼女の記憶が混乱して失われているというのであれば、それは零士よりも重症だ。




　詩舞が暗殺部の部室にやってきた。

「よろしくお願いします」

　教室での挨あい拶さつの光景を録画していて、それを部室でも再生しただけという感覚だった。

　晃生はわざとらしく肩をすくめて、零士と魅杏は顔を見合わせる。鬼一はただ微笑ほほえんで詩舞を見つめて、腕を組んでいる。

「あんたが冠葉原高校のスーパーエース」そう言って、晃生はびっと詩舞を指さした。「そして俺が、正袈裟高校のスーパーエースだ」

　零士たちはもう晃生のナルシシズム全開の言動には慣れているので、あえて何も言わずに、ただ詩舞がどう返すのかだけが気になった。

「…………」詩舞は、珍めずらしい動物でも観察するような目で、晃生を見つめた。女の子にあんな目で見つめられたら、零士だったらほんの数秒ももたずに顔を背そむけてしまうだろう。しかし晃生は、正面から詩舞の視線を受け止めた。それどころか、晃生は不敵な笑みを浮かべていた。やはり大したものだ、と零士はうならざるをえない。

「あなたはたしかに強そうだ」と、詩舞は言った。「服の上からでもすごい筋肉だとわかる。なみの鍛え方じゃない。雰囲気で、場数も踏んでることが伝わってくる」それは、銀幕のアクションスターを褒める口調だった。

「正袈裟高校暗殺部にようこそ、千葉詩舞さん」鬼一が仕切り直した。「まだ転校してきたばっかりで大変だと思うけど、最近はどこの学校の暗殺部も人手不足でね。もちろん、うちもそうなんだ。経験者が加わってくれるなら心強い」

「はい……」と、詩舞は気のない返事。

「実戦に出るのが辛いなら、しばらくは訓練だけでもいい」

　鬼一は、彼女の心中を推おし量はかって言った。

「いえ……」詩舞は緩かん慢まんに頭を振った。「私にとって、次の実戦がどういうものになるのか、よくわからないんです。なにしろ、何があったか覚えていないので」

「〈かげもず〉の話は？」

　鬼一がその言葉を口にした瞬間、この大部屋の空気に微かなひび割れが走った。ぴしっ、という不吉な音が聞こえたような気がした。それはもちろん錯さつ覚かくだったのだろうが、全員が同時に感じたとするなら、それはただ錯覚として処理することはできない。不確定な要素は、いくつかの層として重なり合ううちに、やがて必然や真理を生み出す。

「救急車内でうわ言のように同じ話を繰り返していたそうですね」詩舞は、他人事のように語った。「……『〈かげもず〉にやられた。もっと死ぬ。このままにしておくと、もっともっと死ぬ。ぜんぶダメになる。誰かが〈かげもず〉を殺さないといけない』──」

「改めて質問する」と鬼一。「〈かげもず〉とは？」

　少し考えてから、詩舞は答える。

「……わかりません」

　その浅く沈んだ表情から、噓うそを言っているわけではないとわかる。

「〈かげもず〉と遭そう遇ぐうする前の記憶は大丈夫？」と魅杏。

「はい。……冠葉原高校暗殺部、最後の戦闘が始まる以前の記憶に関しては、なんの影響も受けていないと断言できます」

　詩舞は乾いた声で言った。

「仲間たちがいて、とても楽しくやっていました」
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　結局〈かげもず〉や冠葉原高校暗殺部壊滅の経けい緯いについてはわからないことだらけだったが、詩舞が「軽く射撃訓練をしたい」と申し出たので、地下の射撃場に場所を移した。頑がん丈じような仕切りとテーブルで射手用ブースが構築されている、火薬のにおいがしみついた広い部屋だ。壁かべや床には、無数の弾丸が埋まっているはずだ。

　詩舞は、鍵付きのケースに収納して拳けん銃じゆうとライフルを持ってきていた。ライフルは大きいので、このまま部室のガンロッカーに保管する。

　拳銃は、グロック18Ｃだった。世界的ベストセラーとなったグロック拳銃の、全自動フルオート連射が可能なモデルだ。一瞬で大量の弾丸をばらまくことができるのはいいが、フルオート時には著いちじるしく命中率が低下する。手のなかで、暴れ馬のように跳はね回まわるのだ。

　セレクターレバーでセミ（単発）かフルオートかを選択する。

　マガジンは、一九発入りか三三発入り。そして詩舞は、セミオート拳銃用のスピードローダーを用意していた。それはマガジンにかぶせる小さな箱のような部品で、弾丸をこめる際に力を入れやすくなる。親指で押し込むだけでいい。彼女はホッチキスで紙でもとめるような気軽さで、ガチャガチャとマガジンに弾丸を送り込んでいく。三三連マガジンが、あっという間に満杯になる。それを見ていた零士は驚おどろきと羨せん望ぼうで思わず「うへえ」と声をもらした。

「部長」と零士は話しかける。

「なんだい」

「僕もあれ、欲しいんですけど。スピードローダー」

「零士くんはまだダメ」

「えー、なぜでしょうか」

「弾込め作業も訓練のうちだから、だよ。零士くんと詩舞さんは同い年だ。ただし、彼女が射撃を始めたのは小学生のころ。しかも、射撃の本場と言っていいアメリカでだ。指も爪も弾丸に慣れている。たとえ真まっ暗くら闇やみのなかでも、弾込めや弾倉交換ができる。スピードローダーを使っていいのは、そういう中級者以上から」

「弾込めが訓練？」

「銃撃戦のときに、だ」と少し楽しそうに鬼一。彼は他人に何かを説明するのが好きなのだ。「使っている拳銃のマガジンが空からになったとしよう。まずいことに、予備のマガジンもない。ポケットに弾丸が何発かバラバラと残っているだけ……そういう状況だ。急いで拳銃からマガジンを抜いて、一発ずつ弾丸をこめないといけない。訓練が足りないと、このとき指が震えるかもしれない」

　僕の指は震えないだろう、と零士は思う。

「誰もが『自分の指は震えないだろう』と自信を持っている。でも、震えるときは震えてしまうんだな、これが」鬼一は、零士の心を見み透すかしたように言った。「それを防ぐためには、体が勝手に動くようになるまでの訓練が必要になる。暗殺部に入って一年たっていない零士くんにスピードローダーの使用を許可しない理由が、これでわかってもらえたかな？」

　そこまで言われたら、零士は納得するしかない。

　詩舞はホールドオープン状態だったグロック18Ｃに三三連マガジンをさしこみ、スライドを前進させ、薬室に初弾を装そう塡てん。

「あちこちカスタムしてあるねえー」と、魅杏がのんきな口調で言った。「そのこ、ちょうかわいいよ……！」

　魅杏の妙なテンションに困こん惑わくしつつも、詩舞はとりあえずといった感じで「ええと……ありがとうございます」と軽く頭を下げた。

　カスタム──ぱっと目につくところでは、まず照準器。通常のものから、Ｖ字型のナイトサイトにバージョンアップ。エジェクション・ポートの角を削けずって、排はい莢きよう不良の危険性を減らしている。さらに銃口には、ミートハンマーみたいにものものしい、格闘戦用の追加パーツまで。このパーツには色々な呼び方があるが、暗殺部ではとりあえず「マズルスパイク」と呼んでいる。これをつければ、多少乱暴に使っても銃口が傷つかないし、敵に密着させた状態からでも問題なく銃が稼か働どうする。

「あと、ストライカーとトリガー機き構こうに関する部品がいくつか、チタン製に交換してあります」

　ストライカーとは、弾丸の雷らい管かんを叩いて発火させるための部品のこと。チタン製は頑丈だが、そのぶん値ねが張る。多少費用はかかっても、フルオート連射時のマシントラブルだけは避さけたいのだろう。




　詩舞は、レールにセットされた人型標的を七メートルの位置まで近づけた。

　ロングマガジンが突き出た拳銃を構える。

　たしかに、詩舞の構えは変わっている。接近戦に特化した射撃スタイル、とでもいうのだろうか。ギリギリまで肘ひじを曲げて、銃を顔に近づけるようにして構える。銃を、上半身で包み込んでいるようにも見える。

　変な構えだと驚くと同時に、零士はなるほど、と感心もした。あの構えだと、狭せまい場所でも銃口を動かしやすい。そして、とにかく安定している。詩舞の体は、銃と骨を鉄骨でつなぎ合わせた、極めて堅けん固ごな砲座として完かん璧ぺきに機能していた。

「…………」

　零士たちは耳栓をつけた。それを確認してから、詩舞が引き金を絞る。バラランッ！　と凄すご腕うでのドラマーがアルミ缶を強く連打したかのような銃声が鳴り響く。制せい御ぎよが難しいフルオート拳銃を撃ったのに、詩舞の構えはほとんど崩くずれていない。銃に「息継ぎ」をさせるような間を置きつつ、一〇秒もしないうちに三三発を撃ち尽くす。

　詩舞がボタンを押して、厚紙製の人型標的を手元に引き寄せた。それを詩舞の体越しにのぞきこんだ部員たちは、口々に「へえ」「これは」などと感かん嘆たんの声をこぼした。

　三三発のうちで、標的にかすりもしなかったものは一発もない。それどころか、一〇発以上がプリントされた人間の頭部に、さらに一〇発以上が心しん臓ぞう部ぶに集弾されている。距離はそれほどのものではなかったとはいえ、使ったのがフルオートのマシンピストルだったことを考こう慮りよすると、驚きよう異い的てきな命中率と言えた。

「……っ！　ぁ……ぅ……！」

　輝佳が、賞賛の言葉を発せないかわりにぱちぱちと一いつ生しよう懸けん命めい拍手をした。

「ありがとう」と詩舞は輝佳の頭を優しく撫なでる。輝佳は、可か愛わいがられた猫みたいに嬉うれしそうな顔をする。この二人は、相性がいいのかも。

「ところで……標的に印刷されている人物、どうしてエディ・マーフィなんですか？」

「なんでだろうね」と鬼一も首を傾かしげた。「前の部長が決めたやつだし」

　零士もそれは密かに気になっていた。──が、相変わらず答えは謎なぞのままで、余計にもやもやしてしまう。

　詩舞が、ケースから取り出したライフルがまた凄すごかった。米軍制式ライフルの一つ、Ｍ４Ａ１カービンだ。トリジコン社製ＡＣＯＧスコープ、フォアグリップ、フラッシュライトなどがレイルを介かいして取り付けてある。そこまでは普通の追加部品であり、別段凄くはない。零士たちを驚かせたのは、銃剣バヨネツトだ。近代的なＭ４の先端に、わざわざ刃物をセットするなんて。零士はちょっとだけ呆れる──どんだけ接近戦が好きなんだ、っていう。

「ＦＢＩによると、市街において銃撃戦が最も起きやすい距離は『七メートル』だそうです」

　詩舞は、なぜか言い訳がましい口調だった。心の内側の動きを読まれたかのようだ。零士は怪け訝げんに思う。──さっき、鬼一に見透かされた件といい、自分の思考は外に漏もれているのではないか？

　詩舞は続けて言う。

「そして、突発的な戦闘では、銃を構えた警けい察さつ官かんがナイフを持ったチンピラに刺し殺されるというケースが多数報告されています。これは、警察が想定しているよりも『実戦の距離』が近かったために起きた悲劇です」

　鬼一はふむとうなずき、

「『市街での実戦の距離』……それに特化した戦法をきみは身につけている」

「そういうことになります」

「今の説明で把握した」と傲ごう慢まんな態度で晃生が言った。「あんたが使うという特異なＣＱＣスタイルだけど、たぶん俺にもすぐに修得できる。天才だから」

「あなたはひどいナルシシストですね」

　そう言った詩舞は、冗じよう談だんが通じなさそうな真顔だった。

「自分自身のことを過大評価も過小評価もしていないだけさ、ベイビー」

　と、晃生は人差し指で詩舞を指さす。

「……この人、大丈夫ですか？」

　零士のほうに向き直って、詩舞は訊ねた。晃生に気を遣つかってか、かなり小声だ。

「たぶん」

　零士はそう答えたが、自分の言葉は噓ではないか、と不安になる。彼が大丈夫ではなかったらどうしよう。大事な仲間には違いないので、大丈夫だと嬉しい。
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　重要なのは気分を停滞させないこと、時間を稼かせぐこと──それがわかっていても、心にはどうしても埋うめることのできない隙間があって、そこから入り込んできた暗鬱が理性を侵しん食しよくしてしまう。特に粘ねん度どの高い泥沼にはまった旅人みたいに、零士は突然身動きがとれなくなる。何の切っ掛けもないのに、死んだ彼女のことで頭も胸もいっぱいになる。

「…………」

　零士は、マンションのベランダに出た。そして落下防止の柵さくの上に直接腰かける。不安定な場所で、薄着の体を夜風にさらす。ひときわ強い風が吹いて、零士の部屋着がヨットの帆のようにふくらんだ。あと三〇センチも腰を前にずらせば、その体は二〇階の高さから真っ逆さまに落ちていくだろう。
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　現在、深夜二時三七分。冬の夜が深しん沈ちんと更ふけていく。脳が重い。体も重いのに上手く眠れない。眼下に静せい謐ひつな夜景が広がっている。こんな時間でも、明るい窓をちらほら見かける。漏れてくる光が送り火みたいに輝いている。──みんな、何をしているのだろう？　勉強をしたり仕事をしたりしているのだろうか。セックスしているカップルもいるのだろうか。それともセックスをするときには照明は暗くするものだろうか。

　こんな時間に起きている人間は、みんな死にたがっているような気がする。いや、そうであってほしい、と零士は願う。

　深夜に一人でいると、骨まで孤独がしみる。失ったもののことばかり考えてしまう。横浜へ逃げ出したり、裕佳梨のかたきとの戦いを経へて、結局零士はこれからも前に進んでいくと決めた。それは堅い決意ではあったが、だからといって常に理想的な心理状態を維い持じできるわけではない。人間の気分はそういうふうにはできていない。いくつものきつい坂道があるマラソンコースを走っているみたいだ。

　有名な詩人が書いていた。「愛する人が死んだときは、自殺しなければなりません」と。そうだろうな、と零士は思う。裕佳梨と再びつながるためには、ここから飛び降りるしかない。死後の世界があるとは思っていない。そんな話をしているのではない。裕佳梨との共通点を一つでも増やすのが重要なのだ。

「まったく……」

　零士は、鉛なまりが混ざっているのではないかというほど重いため息をついた。その姿は、「ため息をつく少年」という一個の芸術作品のようでもあった。

　──自殺は勢いだという話を聞いたことがある。

　本当に死ぬときは、柵の上に腰かけたりせずに、窓を開けるなり飛び出していくのだろう。ぼんやりと夜景を眺ながめている時点で、今日は「そういう日」ではなかったのだろう。




　零士は部屋に戻って、薬を飲んだ。裕佳梨を失って以降受診しているメンタルクリニックで処方された抗こう鬱うつ剤ざいだ。薬が効いてくるまで、零士はヘッドホンで音楽を聴きながらベッドの上で体を丸めて泣いた。泣いているときには、なぜかクラシックが合う。それはたとえば『ブランデンブルク協奏曲』だったり、『Ｇ線上のアリア』だったりする。読書ができる程度の気分まで回復できれば、あとはどうにかなる。















　フェルナンド・バルケロは狩野かのう隼しゆん太たと合流した。狩野は挨あい拶さつもなしに、いきなり仕事に関わる話を始めた。

「池袋のほうで〈かげもず〉というのが現れたそうです」

「〈かげもず〉……ですか？　すみません。それは初耳です。〈地域コブ〉の一種でしょうか」

「実はそれが、この私にもわからないのです」

　二人はどちらも〈いるか人間〉である。しかし、他の連中とは少し違う。

　人類の〈いるか人間〉に対する攻こう撃げきは、輓ばん近きんさらに強まっている。〈いるか人間〉はたしかに身体能力には優れているが、相手が組織的な戦闘を展開すると一方的に虐ぎやく殺さつされるということも多い。「このままではまずい」と、人間の脳内に住み着く〈いるかの子ども〉に始し祖そたる〈いるか〉から指令が飛んだ。人類側に対抗しなければいけない。そのためには、通常よりもさらに上まで潜在能力を引き出すことができる家か畜ちく人間が必要になる。

　人間社会がそうであるように、平均的な〈いるか人間〉もいれば、ごく少数の特別な才能に恵まれた〈いるか人間〉もいる（たとえばそれは少し前に死亡した玉たま城き西さい源げんだ）。人間形態を捨てて怪物化しなくとも、すでに十分怪物化しているタイプ。そういうタイプは平均的な〈いるか人間〉より知能が高く、協調性もあり、忍耐力を必要とする役目も嫌がらない。そんな彼らはいつの間にか〈ハクジラ戦闘類〉と呼ばれるようになった。

　バルケロと狩野は〈ハクジラ戦闘類〉に属ぞくしている。つまり、腕うで利ききの殺し屋だ。

「私たちを呼び集めた北きた島じまという人が関わっているプロジェクトらしい」

　そう言った狩野は、小さな目が左右に離れすぎている、カマキリのような異い相そうだった。メガネをかけているので、さらにその離れ目が際立つ。ブランドものの黒いスーツで、その細い体を包んでいる。ナイフで刻きざんだだけのように唇くちびるが細く、酷こく薄はくそうな印象だ。

　対して、バルケロは堂々とした押し出しだ。髪かみが短い初老のスペイン男。顎あごがたくましい、堅けん固ごな顔つき。胸が厚く、肩の筋肉が多く、腕も太く、しかし腹回りの肉はすっきりとしているボクサー体型だ。そこはかとなく映画俳優のリーアム・ニーソンに似ている。白いワニ革のトレンチコートを着込んで、襟えりを立てている。

　狩野は北海道から羽田空港に、バルケロは殺しの仕事があったギリシャから成田に。とりあえず新宿で待ち合わせて、空腹だったので肉汁たっぷりのハンバーグ専門店に入った。ジューシーな肉を何枚も平らげる。二人はそれぞれの母国語で会話しているが、脳内で〈いるかの子ども〉が勝手に翻ほん訳やくしてくれている。腹がいっぱいになったところで、タクシーで目的地へ。
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　北島は若い会社社長だ。若い、といっても三〇は過ぎている。髪を茶色に染めているが、顔全体──特に顎の周辺──に醜みにくい脂肪のかたまりがたっぷりとついているのであまり似に合あっていない。苦労知らずの子どものようなもち肌。人を騙だますことに長たけていて、他人を自分のために利用しても平気で、それでいて自分自身にはとびきり甘い人間特有の淀よどんだ目つきをしている。

「僕ははっきり言って〈ハクジラ戦闘類〉のことは認めていないんだからね」

　これがまあ、ペラペラとよくしゃべる男だった。

「そもそも〈ハクジラ戦闘類〉と呼ばれる存在を、〈いるか人間〉の勢せい力りよく圏けん拡大戦略において重要な位置においたのは回帰派の連中でね。人類文明の現代思想にたとえてみれば、彼らはハイデガーやサルトルみたいなもの。僕が所属しているビルギッソン・レイキャビク学派はレヴィ＝ストロース。主義主張に相あい容いれないところがある」

　バルケロと狩野は、思わず顔を見合わせた。あまりにもどうでもいい話だった。

〈いるか人間〉の世界に厳げん密みつな階級制度は存在しないが、「誰が指揮官なのか」というぼんやりとした序列は〈いるかの子ども〉を通して広く認知されている。このあたりの地域を仕切っている「指揮官」は北島だ。多少うるさくても、殺すわけにはいかない。同じ〈いるか人間〉でもある。気乗りしなくても、命令は聞く。

「すみません」命令は聞くが、話をすべて聞いてやる必要はない。バルケロが北島の話を遮さえぎって訊ねた。「我々は戦うためにきました。そのようにできている者です。派は閥ばつや思想には興味がありません。本題を」

　バルケロの言葉に、北島は「ああン？」と露ろ骨こつに不ふ愉ゆ快かいそうな顔をしたが、それでも怒り狂ったり同じ話題を強ごう引いんに続けようとはしなかった。

「……まあいい。じゃあ〈かげもず〉の話をしよう」

　もしも北島が普通の人間だったなら、舌を切断し、手の指の骨をすべて折り、足の指をすべてハンマーでつぶし、工作用カッターで切って膝ひざの皿を外しそこに釘くぎを打ち、じっくりといたぶってからナイフで喉のどを横に搔かっ切きり、喉の傷口に指を突っ込んで遊んでやるところだ、とバルケロは思う。顔には出さない。
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「どんな植物も、まず種がなければ実も花もつけることはない。最も大事なのは種だ。僕の仕事は、まず種を見つけることから始まったわけでね……。探し始めた段階では、種は『どこかにあるであろう種』でしかなかった。僕たちはそれを見つけた。その種にはすでに〈かげもず〉という名前がついていた。

　最初は実体をもっていなかったが、私たちはその種……すなわち〈かげもず〉を育てた。無論、目的は始祖たる〈いるか〉のために一人でも多くの人類を殺すためだ」

「〈かげもず〉は〈地域コブ〉や〈地球コブ〉とはどう違うのですか？」とバルケロ。

〈いるかのコブ〉は人間の恐怖と死によって膨ふくらむ。人間にとって無意味な死が、〈いるか人間〉にとってのみ大きな意味を形成していく。瘤こぶが破は裂れつしたあとに何が起きるのかについてはコントロール不可能だが、〈いるか人間〉の世界が正常化するのは間違いない。そのかわり、人間社会には歪みや怪異が現出する。

「〈かげもず〉は他のこぶとはね……違うんだな」

　故意ではないのだろうが、北島の口調は人の神経を逆なでする。

「だって、〈かげもず〉は人間どもにとって正しいものから生まれるんだ。正しいもの、美しいもの、純粋なもの。そういった感情を〈いるかの側〉に曲げていくのが重要なんだ。曲げるのは簡単さ。ちょっと叩いたり奪ったりすればいい。〈かげもず〉は人間の感情の過か剰じような部分を食って、大きく育つ。

〈かげもず〉はコントロールできないが、信じられないほど強い。しかも、今現在も少しずつだが成長を続けている。今回君たちを呼んだのは、〈かげもず〉の正体を調べに来る人間どもを返かえり討うちにしてほしいからなんだよ。……難しいのは、こちらもその正体を完全に把は握あくしているわけではないということ」

「よくわからないものを守るために、よくわからないものを調べに来る連中を殺す」

　確認のために、狩野がつぶやいた。北島はうなずく。
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　転校生、新しい仲間。向こうもまだ戸と惑まどっているのがわかるし、零れい士じもどう接すればいいのかわからない。他校の暗殺部が壊かい滅めつ？　生き残った少女は記憶が混乱している？　そして〈かげもず〉とは何かがわからない。零士は考える──そのうち僕たちも、〈かげもず〉と戦うのだろうか。

　学校からの帰り道、スーパーマーケットによって晩御飯を買った。豆入りのツナ缶、ローストビーフ、そしてトマトにキャベツ。野菜は水洗いして、オリーブオイルをつけるだけの簡単調理ですませるつもり。あと、ポテトチップスと炭酸飲料。菓子は夜中に、愉ゆ快かいな海外ドラマ──『フレンズ』か『フルハウス』のＤＶＤでも観みながら食べる。そうやってリラックスしてから、湯上りには念入りにストレッチをして体の緊きん張ちようをほぐしておかないと、零士は上う手まく眠ることができない。

　とにかく、まずは晩御飯だ。ローストビーフによく合う、ニンニクとタマネギがたっぷりのやや辛からめのソースがもう用意してある。何も問題はない。もっと正確にいえば、零士の「気分」以外は何も問題はない。一人ですませる夕食にもそろそろ慣れてきたところだ。

　そのはずだったが。

「どういうことですか、これは」

「よう、おかえりなさい」

　マンションの二〇階にある零士の部屋の前に、鬼き一いち、魅み杏あん、晃こう生せい、輝てる佳かが集まっていた。すごく楽しいイベントが始まる前の行列みたいな雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。零士がスーパーで買い物をしている間に、先回りされてしまったのだ。

「質問に答えてください」

「そういえば、ご近所さんに挨あい拶さつがまだだったなあ、と」

　鬼一が答えると、また別の疑問が生まれた。

「ご近所さん？」

「ちょっと言うのが遅れたけど」と鬼一。「俺と魅杏、そして晃生は、このマンションの別の部屋で暮らしてる。輝佳は違うけど、ここから歩いて五分もかからない」

「ぃ……のぁ……ぅ……ょ……」

　輝佳が何か言った。いつものようにほとんど声になっていないその声を、鬼一が翻ほん訳やくする。

「そう、輝佳は自宅の道場が好きなんだよな。もう他の門下生はいないけど、今でも一番落ち着く場所だって」

　輝佳は父親が古流剣術の道場主で、母親は薙なぎ刀なたの名人。どちらも彼女の目の前で〈いるか人間〉に殺されたのだという。そのショックで、輝佳は心に傷を負おい、ちゃんと言葉を発することができなくなった。たぶんその傷は、氷山が割れる前の大きな亀き裂れつに似ている。小さな輝佳が、広い道場でぽつんとひとりで稽けい古こをしている姿を想像して、零士はほろ苦いものを感じた。

「僕も含めて、暗殺部が四人もこのマンションに？」

「そういうことになるね。俺が六階、魅杏が一つ下の一九階だ」

「なんていうか……まるで寮りようみたいですね」

「家や賃ちんも優ゆう遇ぐうしてもらってるし、限りなくそれに近いと言える」

「さっさと家に入れろよ、バカヤロー」と偉えらそうに晃生。

「……今から鍵かぎは開けますけど、晃生さんは帰ってください」

「俺の美しさ、強さに嫉しつ妬としてそういう意い地じ悪わるを言いたくなるんだな……気持ちはわかるぜ」

　晃生の傲ごう岸がんな態度にはある意味裏表がなく、やりやすいといえばやりやすい。とはいえ、面めん倒どうくさい相手であることは間違いないので、家の前で言い争うよりはさっさと彼の要望を聞き入れるほうが楽だ。




　零士がドアの鍵を開けた。引っ越しからそれほど長い時間が過ぎているわけでもないので、部屋のなかにはまだものが少ない。初めて来たはずなのに、鬼一たちはもう自分の家のようにくつろいでいて、リビングのテーブルを囲んで座る。

「悪いですけど、おもてなしできませんよ。晩御飯は自分のぶんだけだし。あとは缶詰とプロテインくらいで、冷蔵庫はほとんど空っぽです」

「大丈夫」と鬼一は満面に笑みを浮かべる。「さっき、携けい帯たいでピザを注文しておいた。暗殺部のスポンサー企業の一つで、味も安全性も保証されてる」

「まったくもう、そんな勝手に……」

「さぷらーいず！」突然、魅杏が底抜けに明るい声をあげた。「これだよ！　これこそがサプライズ・パーティだよ！　零士！」

　めでたいことは何もない。「ご近所さんへの挨拶」だとすればやりすぎだ。納なつ得とくいかない思いを抱えつつも、とにかくインターホンが鳴ったのでピザは受け取らないといけない。ラージサイズが三枚。サイドメニューのフライドポテト、チキンナゲット、コーンサラダ。そして大量の飲み物も一緒だった。──仕方がない。買ってきたツナ缶とローストビーフは、明日の朝サンドイッチにでもしよう。

　これが本当にパーティと呼べるかどうかはさておき、腹は減っていた。ピザは一枚ずつ味が違って、一つはオーソドックスなマルゲリータ。トマトとチーズの爽さわやかな香りが食欲をそそる。もう一つは、カリカリのベーコンにジャガイモとバターを合わせたもの。最後に、辛口のキーマカレー味。皿を用意して食べ始める。

　零士はマルゲリータを一切れ手にとって、タバスコをかけて口に入れた。まだ熱いが、食べられないほどではない。まるで誰かが食卓に出すタイミングをストップウォッチで計っていたみたいに、ちょうどいい熱さだった。

「店員さんが、俺のためだけに作ったに違いない」

　一切れ食べた晃生が言った。

「さすが、ちょっと頭おかしいですね」あまりきつくなりすぎないように、零士はできる限り軽い口調で言った。彼の相手をするのは必要最小限にとどめたいので、すぐに話題を変える。「気になったんですが……もしかして、千ち葉ば詩しい舞まさんも同じマンション？」

「そうだよ」鬼一は首を縦に振った。「でも、引っ越し作業が遅れててね。暮らし始めるのは明日か明後日くらいから。今日は、駅前のホテルに泊まってる。このマンションで暮らす部員の五人目ってことになるね」ピザを一口飲み込んでから、さらに続ける。「彼女のための歓迎会は、また別に用意してある」

「それが一段落したら、次はクリスマス・パーティができるといいな」と夢見るように魅杏。

「クリスマス・イヴは二四日ですよね」

　これ、昔から疑問だったんですけど、と零士は言葉をつなぐ。

「クリスマスは二五日。パーティってどっちにやるのが正しいんですか？」

「キリストが生まれたのは二五日だね」と鬼一。「天使がこう言う。『恐れるな』と。『わたしは、民全体に与えられる大きな喜びを告げる。今日ダビデの町で、あなたがたのための救い主がお生まれになった。この方こそ主メシアである』」

「っていうか、聖書を全部暗記してるんですか？」

　零士は目を丸くして言った。

「まさか」鬼一は笑ってゆっくりと頭を振る。「好きなところだけ、ちょこちょこと、だよ。今のは『ルカによる福音書』の有名なとこ。一般的なのは、二四の夜から二五の朝にかけて祝う、って感じかな」

「お前ほんとそういうところあるよな」と、絡からみ酒ざけのような口調で晃生。「知識のひけらかしっていうかさ。衒げん学がく的てきすぎるんだよ」

「俺がやってるのはひけらかしとかじゃないよ」鬼一は心外そうに言った。「引用や説明が多いのは……そうだな、どう表現すれば伝わるかな」と少し考えて、「たとえば、二つの世界があって、その間には大きな川が流れている。俺は、川を行き来する船の舵かじ取とりみたいなものになりたい。啓けい蒙もうだったり、上から目線なんてのには興味が無い。俺は行き来するだけだ」

「わけわかんねぇよ」晃生が身も蓋ふたもない言い方をした。「もういいよ。それより俺のかっこよさについて語れよ」

「晃生はかっこいいし、とても強い。みんな頼りにしている」

　そう言った鬼一の顔には、わかりやすい作り笑いがあった。しかし晃生は鬼一の言葉を額がく面めん通どおり受け取って、満足気に「うんうん」とうなずいている。晃生にとってはおそらく、真意よりも「音になったもの」「形になったもの」のほうが大事なのだ。

　零士は思わず考えこむ──すべては本人の受け取り方次し第だいではないのだろうか。たとえ相手の本心からの言葉でも、「噓うそだ」「本音は違うはず」と決めつけてしまうことはできる。だとすれば、ありとあらゆる言葉を自分の都つ合ごうのいいように解釈するのは、ある意味とても賢かしこいやり方ではないのか？　もしかしたら晃生はそんな深いところまで考えた上で現在の性格を構築していったのではないか……いや、考え過ぎか。

　晃生の場合、「理想の自分」と「現実の自分」が乖かい離りしすぎて何か破は綻たんが起きるのではないかという不安もあるし。それはいつ起きてもおかしくないように思えるし。

「クリスマス・パーティもいいんですけど……」零士は釘くぎをさすように言う。「それまでに、冠かん葉ば原はら高校の件、どうにかしておきたいです」

　その一言で、部屋全体に冷たいものが走った。

「〈かげもず〉の正体は不明です。でも、推測でいい。部長の意見を聞かせてください」

　零士の言葉に、鬼一は少し考えてから、

「……〈かげもず〉という言葉からは、何か本質的に不健全なものを感じる」

「それはつまり？」

「俺たちの生活の基き盤ばんに仕込まれた、間違ったもの。それは構造的・制度的に、俺たちの目には見えないように巧こう妙みように隠されている。〈かげもず〉は、そういうものにつながっているような気がしてならない」
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　──最近、なんだか体がだるい。こういうのはたいてい、愛が足りないからだ。




　千葉詩舞は、駅前にあるホテルの、そこそこの部屋に泊まっている。彼女としては安めのビジネスホテルでなんの問題もなかったのだが、正せい袈げ裟さ高校暗殺部の部長──岡おか本もと鬼一とかいったっけ──が気を利きかせてくれた。

　ビュッフェ形式の朝食も、ホテルに入っている多種多様なレストランも美お味いしいし、ルームサービスも充実している。でも、いつまでもここにいるわけではないとわかっているし、あまり居い心ごこ地ちのいい場所とも感じていない。ここは通過点にすぎない。

「んー……」

　詩舞は、濡ぬれないようにビニールカバーをかけた電子書籍リーダー端たん末まつで、趣しゆ味みであるテーブルトークＲＰＧの英語版ルールブックを読みながら、かなりの長時間半身浴をしている。お湯につかっているのは、乳房の下まで。空手や射しや撃げきの練習の際、邪じや魔まで邪魔で仕方ない大きな乳房だ。

　脂肪率の低い体。腕を内側に折りたたむと力こぶができるし、背筋や腹筋も（男子の空手有段者ほどではないが）盛り上がっている。鍛きたえられた腹筋に囲まれた小さなへそは、何か重要な場所へと続く鍵穴のようにも見える。

　内部の筋肉が透すけるのではないかと思われるほど薄い肌が、全体的にうっすらとピンクに染まっている。詩舞は溶けた水みず飴あめのようにとろとろとした息を吐いた。




　半身浴を終えて、丁てい寧ねいに体を拭ふいて、スポーティな下着をつける。部屋の空調は完かん璧ぺきな温度を維い持じしているので、しばらくこれ以上服は着ずにくつろぐことにする。

　──〈かげもず〉とはなんなのだろうか？

　詩舞はもともとぼんやりした性格だった。〈かげもず〉の一件で記憶が混乱して以降、それがさらにひどくなったような気がする。詩舞は考える──記憶の混乱──いや、より正確にいえば、これは空白なのか？　何年も休まず続けていた自分のブログから、都合の悪い記事だけを削さく除じよしたような感覚。たぶんそれは、自分で、自分を守るためにやったことなのだ。

　詩舞はベッドに寝転んだ。ベッドサイドに設置された小さなテーブルには、ハリボーのグミキャンディの袋がいくつも積んである。詩舞の大好物だ。適度なかたさが癖くせになるグミキャンディを二つ口に入れる。

　空白を埋うめる努力──可能な限り「あの日」のことを思い出してみる。たしか、部長の桂かつら木ぎ宗そう谷やが大きな作戦があると言い出した。「敵の正体は不明だが、俺たちの力なら大丈夫」とかなんとか。詩舞も含めて、誰も不安がってはいなかった。小さくて可か愛わいい爆発物の専門家まゆん──若わか羽ば繭まゆ良ら。フランスからの留学生エディット・ポンポニャック。かけもちで柔道部にも入っていた條じよう島じま軍ぐん平ぺい──。

「おいちい」

　詩舞は思考を中断した。がばっと反射的に上体を起こす。

　今、頭のなかで雑音が混ざった。

　──誰の声だ？

　なんなんだ、今の声は？

　ガラスの板に爪を立てて引っかいたときに出るような、耳みみ障ざわりな音だった。あんな声、突然湧わいて出てくるものとは思えない。恐らく自分は、どこか別の場所で聞いたことがあるのだ。今の声を。もしかして、〈かげもず〉の声なのか？　とにかく、空白を埋める精神的な作業は早々と限界を迎えてしまった。口のなかで嚙かんでいたグミキャンディが、急にただのゴムのように思えてきて、吐き出さないうちに慌あわてて飲み込んだ。一瞬で体が冷えたような気がして、ぶるっと震えた。

　──こんな夜は、とても愛が足りない。

　私物のほとんどはダンボール箱に詰めて引っ越し業者に預けてある状態だが、詩舞は幼いころから大事にしているぬいぐるみだけは大きなスポーツバッグに入れて持ってきていた。ふかふかのぬいぐるみを取り出して、抱きしめる。それは何度もクリーニングされて、あちこちに補ほ修しゆうの痕こん跡せきがあるキリンだった。名前は「ガンダルフ」。大きさは七〇センチくらい。これは、生きものではない。だからこそ、本物以上に生々しい瞬間がある。
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　少し、気分が落ち着いてきた。贅ぜい沢たくをいえば、小さな女の子もそばにいてくれればもっといい。詩舞は、自分が中ちゆう途と半はん端ぱに背が高いせいか、昔から小柄な同性に愛着を覚える。自分よりもずっと小さい相手に甘えるのが好きだ。

　小さな女の子にぎゅっとしてほしい。小さな女の子の膝ひざ枕まくらで眠りたい。耳を優しく掃そう除じして欲しい。「大丈夫だよ」って頭を撫なでて欲しい。泣きたくなったときのために、可愛いハンカチを構えて隣に待機していてほしい。──誰か、私を見つけて。私の心を探して。




　　　３




　その日、昼食のために出かけた零士が、年末に向けて大売出しの助走に入ったにぎやかな商店街を歩いていると、少女の人影が視界の端に引っかかった。どこか見覚えのある姿。失った未み但馬たじま裕ゆ佳か梨りの幻影だと直感した。零士は幻影を追いかけた。──また会いたい。彼女に会いたい。

　幻まぼろしだとわかっていても、それはそれで嬉うれしいものなのだ。中年あるいは初老の買い物客が多い通りを駆け抜けて、裕佳梨の幻を探す。買い物客たちは、水すい槽そうのなかの熱帯魚みたいに商店街を回遊する。誰もが、ここでお金を使わなかったら一大事という顔をしていた。それは零士にとって恐ろしくつかみどころがない光景であり、決してもうたどり着くことのない平穏な世界であり、何もかもが夢のようにぼんやりとしている。

　幻を追いかけて、零士は商店街の細い路ろ地じ裏うらに入っていった。商品を搬はん入にゆうするための裏口が並び、業務用の大きなゴミ箱がいくつか設置してある。ほんの数メートル奥に進んだだけで人の数は急激に減り、まるで別世界に迷い込んだかのようだった。ぼんやりした夢の世界から、さらに深い夢へ。

「…………」

　そんな裏側の世界に、女の子がいた。零士が通っている高校の制服を着ている。

　導みちびかれてここまでやってきたようで、複雑な気分だった。──どういうつもりなんだ、裕佳梨さん？　この出会いには、どんな意味があるんだ？

　その少女は、昔、小学校で見かけた焼しよう却きやく炉ろそっくりの大きなゴミ箱の陰で、膝を抱えて、猫の死体をじっと見つめていた。

　茶色い猫だ。手足を投げ出して地面に転がっている。柔らかそうなおなかに、革かわ靴ぐつで踏みつけたような足跡がついている。これが、死因だろう。少女の仕し業わざではない。足跡は成人男性の大きさだ。なんとなく、酔っ払った男たちが面白半分で猫を蹴けり回まわす光景が零士の頭のなかに浮かんだ。それは、思い浮かべたことをその場で悔やむようなろくでもない光景だった。

　猫の死体の顔には、動物とはいえ、たしかに表情が残っていた。眉み間けんに力がこもっていて、とびきり悪い夢を見ているときの寝顔みたいだ。

　少女は、死んだ猫の右前足をつまんで、少し動かした。すると、前足だけでなく、猫の体全体が一緒に動く。心しん臓ぞうの動きが止まって、長い時間が経過したために、筋肉が固まっているのだ。突っ張ったままの四本の足は、断だん末まつ魔まの痙けい攣れんを連想させた。

　死後、筋肉は硬直しているのに、体毛だけはまだふわふわと柔らかい感じが零士にも伝わってきて、背筋に冷たいものが走って肌が粟あわ立だつ。なんだこりゃ、と零士は自分自身の感情に呆れた。〈いるか人間〉を山ほど殺してきた高校生の暗殺者が、猫の死体に怯おびえている。

　少女は肩にかけていたバッグの口を開けて、なかからコンビニの袋を取り出した。袋のなかには、少女の昼食らしきチーズ入りかまぼことイチゴ牛乳が入っていた。時間帯から零士は「昼食らしき」と推測したが、それにしても変な組み合わせだ。──チーズ入りかまぼことイチゴ牛乳？　とにかく少女はその二つをバッグに移して、空になったコンビニの袋にはかわりに猫の死体を入れた。

「その猫、どうするの？」

　さすがに気になって、零士は問うた。

　少女は振り向いて答える。

「ちょっとした雑木林を知っているから、そこにねこうめするの」

「え？」

「ねこうめしないといけないの。あたし変なこと言った？」

「いや……」何がしたいのかはすぐにわかった。が、独特の言い回しに戸惑ったのだ。

　その少女は、美しくはなかった。

　が、忘れられない愛あい嬌きようのある顔立ちだった。

　大型犬のような印象的な目に、野や暮ぼったい黒くろ縁ぶちのメガネをかけている。セミロングの黒髪はやたらと枝毛が多く、しかも寝癖みたいにあちこちはねていて、やや見苦しい。頰ほおにはそばかすが散らばっている。

「あなた、名前は？」と少女は訊ねた。

「……零士」

「ぜんぶ」

「深ふか作さく零士」

　答えると、少女の目が微かに丸くなった。──もしかして、初めて聞く名前ではなかったのか？　どこかで会ったことあったっけ？

　しかし、彼女はすぐに平静を取り戻し、何かをごまかすような笑顔で言う。

「じゃあ、ふかれいだ」

　略すほど長い名前じゃないだろう、と零士は思ったが口にはしなかった。

「あたしは征そ矢や芽め未み海み」

　変な名前だ、と零士は思った。

「あなた、今、へんなまだって思ったでしょう」と芽未海は言い、それから「にひひ」と子供みたいに笑った。袋に入れた猫の死体をどこかに埋めるために、芽未海は「またねえ」と歩き去っていく。

　変な女の子だ、とも零士は思った。
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　正袈裟高校暗殺部の岡本鬼一は、浅草の水上バス乗り場で一人の女性と待ち合わせた。これがデートの約束なら心が躍おどるところだが、あいにくとそんな色っぽい用件とは関係がない。相手は、他校の暗殺部の部長なのだ。暗殺部がある高校は、東京都内に三つ。鬼一たちの台東区正袈裟高校、壊滅した池袋の冠葉原高校──そして、六本木の蓬ほう栄えい女子高校。

　蓬栄女子の部長は大金持ちのお嬢じよう様さま、三み池いけ紗しや龍ろんという。華族出身の家柄もゴージャスなら、名前までゴージャスだ。正袈裟高校の「鬼おに軍ぐん曹そう」岡本鬼一。そして「六本木の龍りゆう」こと三池紗龍。二人はこの業界では有名だった。

　ちなみに二人とも、自分たちについた時じ代だい錯さく誤ご的てきな二つ名をまったく気に入っていない。誰が最初にこんな呼び方をしたのか、判明したら一発殴なぐってやりたいとさえ思っている。──名前についての不満を言い出すと、結果的には「鬼一」「紗龍」なんて名前をつけた親の責任も問われることになってしまうのだが──それはさておき。

　蓬栄女子の制服は、白いブラウスに赤い紐ひも状じようのネクタイ、焦こげ茶ちや色いろのジャケット、チェックのプリーツスカートというもの。さらに、紺色のオーバーニーソックスが学校指定となっている。ミニスカートとオーバーニーソックスという組み合わせは、それなりの脚線美がなければ似合わない。その点、紗龍は完璧だった。

　紗龍は、うっすらと赤く長い髪を、ピンク色のシュシュでポニーテールにしている。凄すごみと色気がある涼しい目。知的に引き締まった唇。ただ、良家に生まれただけではこうはならない。幼い頃から様々な稽古事をこなし、勉学に励はげみ、大量の本を読んできた女性のみが放つ風格がある。

　二人は水上バス乗り場の待まち合あい室しつで熱いコーヒーを飲んでから、東京都観光汽船の「ホタルナ」に乗り込んだ。傍はた目めには、ごく普通の高校生同士のデートにしか見えない。船の色はシルバー・メタリックで、ボディは流線形。扉はガルウィング、船体屋上には遊ゆう歩ほ甲かん板ぱん。宇宙船をイメージした外観の水上バスが、隅田川を下っていく。浅草から日の出桟さん橋ばしを経由し、お台場へ向かうルートだ。

「千葉詩舞なら、わたくしたちも欲しかったわ」

「あれほどの戦力だ。どこでも欲しいさ。たまたま、正袈裟の戦力が一番落ち込んでいた。それにしても、これから先、たった二校で〈いるか人間〉から東京都を守っていくのはかなり難しい。新しい高校に新しい暗殺部が必要だ」

「もちろん、先せん輩ぱいたちはそのつもりでしょうね。ただし、人が足りないの」

　そのあたりの事情は鬼一ももちろん理解している。年齢が上がれば上がるほど〈いるか人間〉になる可能性は高くなる。しかし、若すぎる兵士は兵士として役に立たない。いくらなんでも小学生や中学生は実戦に出せない。〈生命躍動剤エラン・ヴイタール〉と〈精神波探信音メンタル・ビンガー〉が使えて、さらに肉体的にも強い一〇代後半から二〇代前半の若者……数をそろえるのは容易なことではない。

「東京以外の……どこか落ち着いている地域から引っ張ってきてもらうしかないか……」

　そんな鬼一の言葉に、紗龍は少し不ふ愉ゆ快かいそうに眉をひそめて、

「わかってるでしょう？　落ち着いてる地域なんてどこにもないですわ」

「そりゃそうだが……」

　九〇年代以降、急激に状況は悪化しつつある。ろくでなしほど成功する社会の構図が完全にできあがってしまった。今を生きる少年少女は、すべて老人たちから「負ふ債さい」を押し付けられるだけの世代だ。こういう状況だと〈いるか人間〉たちは動きやすい。逆に、こちらは仲間を集めにくい。

「ヨーロッパのほうで大規模な作戦が進んでるって話は聞いたことあります？」と紗龍。

　鬼一は軽くうなずく。「噂うわさくらいは」

「苦しい戦いらしいですが、一段落したら留学生を何人か回してもらえるかも」

「それを期待して、今は俺達にできることをする」

「そういうことですわね」

「で、冠葉原高校暗殺部を壊滅させた〈かげもず〉の件」と鬼一。「しばらくは、正袈裟にやらせてもらおうかと思ってる。千葉詩舞もいるわけだし」

「応援が必要になったら、いつでも連絡をくださいな。うちも忙しいけど、〈かげもず〉は放っておけない」

「〈かげもず〉が人名なのか、それとも……もっと別の生きものなのか。今はそれさえわからない」

　水上バスから新名所のスカイツリーが見えた。隅田川にかかるいくつもの橋の下を通って東とう京きよう湾わんに出る。水上バス「ホタルナ」はあるアニメとタイアップしていて、船内アナウンスのほとんどがその声優たちによって行われている。

　水上バスは目的地のお台場に近づいていった。

　鬼一と紗龍は遊歩甲板に出た。紗龍の髪やスカートが寒風になびく。

　このあたりは土地の使い方に余裕があり、道路も幅広い。巨大な建築物が計画的に並び、個性的な外観のフジテレビがあり、レインボーブリッジがその威い容ようを誇ほこっている。タルコフスキーやスティーブン・ソダーバーグが好みそうな地域だ。

　お台場の風景には危うさがある、と鬼一はいつも思う。人工的な地じ盤ばんがどろどろと溶けて、すべての建物が砂浜の足あとのように波に消えていく幻を見る。地面はゼリーでできていて、地上には虚きよ飾しよくが並んでいる。一瞬で何もかもなくなる。それは単純に、少し前に読んだ福ふく井い晴はる敏としの小説のせいかもしれない。鬼一は自じ嘲ちようする──自分は本当に読んだ本に影響を受けやすいな。

「ところで、鬼一さん……」

「はい？」

「たまにはこう……部活の話だけでなく、私生活の話とかもしてみたくないですか？」

「私生活ですか。たとえば？」

「れ、恋愛とか」

　そう言った紗龍は無表情を装よそおっているが、肌は耳たぶまで真っ赤に染まっていた。

「そういうの、今はあんまり興味ないんですよね」

　遠くを見ながら、鬼一は微笑ほほえんで言う。

「自分ルールというか。『暗殺部を卒業するまで恋愛禁止』みたいな」

　鬼一は鈍どん感かんを装っていた。ある種の動物が、神経、痛覚を鈍にぶくすることによって生き延びるように。紗龍と出会ってもうすぐ二年になる。彼女が何を考えているのかはだいたいわかる。だからこそ、あえて避さけていく。

　紗龍は明らかに動どう揺ようしたあと、負けず嫌いの子供のように胸をはった。

「わ、わたくしもちょうどそんな感じですわ……！」















〈いるか人間〉たちは相変わらずだった。お菓子の家を見つけたヘンゼルとグレーテルみたいに、手当たり次し第だいに人の命を食い散らかしている。こちらはまず〈精神波探信音メンタル・ビンガー〉を打って敵の大まかな位置を探り出し、そこから監かん視しや尾び行こうによって〈いるか人間〉たちの活かつ動どう拠きよ点てんを特定していく。地じ味みで時間がかかる作業だ。〈精神波探信音〉の精度が高いのは零れい士じと輝てる佳か、監視が上う手まいのは魅み杏あん、尾行が上手いのは鬼き一いちと晃こう生せい。役割を分担して、すべてはチームワークで決まる。

　台東区の中心部にある正せい袈げ裟さ高校から少し離れた新宿区。今回発見した〈いるか人間〉たちの拠点は、西新宿のスポーツジムだ。二階建て、地下にプール施設。一階がトレーニング機器がそろったジムで、二階は健康グッズの売店とカフェになっている。やつらはそこに深夜集まって、拉ら致ちしてきた人間を色々な方法で殺している。

　零士は他の部員たちとともに、レーザー測そく距きよや赤外線映像の機能がついた軍用双眼鏡で敵の拠点を遠くから観察した。スポーツジムの〈いるか人間〉たちは、男が七人、女が八人。全員がレオタードかジャージ姿。真剣な表情で今話題のダイエット本を読みながら、油でぎとぎとのフライドチキンやフライドポテトを手づかみで食べていた。飲み物は大量の缶ビール。男の〈いるか人間〉のうちの数人はズボンの前から自分の性器を露ろ出しゆつさせていて、それらは毒性の強いキノコのように屹きつ立りつしていた。勃ぼつ起きした男性器を丸出しにしたまま、筋肉トレーニングやトレッドミルでの持久走に励はげんでいる。やはり、やつらが何を考えているのか、人間には理解するのが難むずかしい。

　深夜のスポーツジムに、いくつかの死体が転がっていた。救助が間に合わなかった、〈いるか人間〉の犠ぎ牲せい者しやだ。

　死体の一つは中年女性で、両手両足を厳げん重じゆうに紐ひもで縛しばられた状態でベンチに寝かされていた。その上に、プレートがたっぷりと追加されたバーベルがのっている。重すぎるバーベルが哀れな死体の胸部に深く食い込んで、胸骨を粉ふん砕さいし、心しん臓ぞうを押しつぶしている。恐らく最初はバーベルを軽い状態から始めて、被害者が苦しむ様子を楽しみながら、少しずつ重りとなるプレートを加えていったのだ。死ぬのには何時間もかかっただろう。〈いるか人間〉らしい殺し方だ。

　もう一つの死体は若い男性。懸けん垂すい用ようの鉄棒に逆さ吊りにされていた。その周囲には、小型のダンベルがいくつも転がっている。逆さ吊りの状態で苦しんでいるところに、〈いるか人間〉たちは寄ってたかってダンベルを投げつけて、なぶり殺しにした──そんなところか。死体の前で、〈いるか人間〉の女がダイエット本を大声で朗読していた。

「できる限り楽をして！　食べたいものは我が慢まんせずに！　楽しみながら短期間で！　この方法が一番効ききました！　本当に本当に一番効きました！　いくつもいくつも試してみたけどこれが一番効きました！」

　零士は思わずため息をこぼした──本当に、一体なんなのだろう、あいつらは。

　正袈裟高校の暗殺部は、制服にタクティカルベスト。ヘッドセットに骨こつ伝でん導どうスピーカー・マイク。いざというときの応急処置のために、ファーストエイド・キットも持っていく。

「残念ながら、人間の生存者はなし」鬼一が冷静な声で言う。「今日の部活から、千ち葉ば詩しい舞まさんも参加することになる」

「よろしく」

「魅杏はいつも通り狙そ撃げき位置」

「らじゃ」

「残り全員で突入。基本は二人一組。晃生と輝テ佳ル。零士と詩舞さん。互いの死角をカバーするのを忘れないこと。俺はいつもの単独行動。相手は一五人。出入口は二箇所。一階の窓も選せん択たく肢しに加えると三箇所。ええと、どう攻めようかな……」

　と、鬼一は少し考えてから続けて言う。

「零士のＳＧ５５２って、サプレッサーついてる？」

「持ってきてるんで、すぐにつけられます。Ｐ２２６にも」

「詩舞さんのグロックは？」

「あります。サプレッサー」

「よし。じゃあ裏口から零士と詩舞さんがステルスエントリー。スタングレネードを持っていってもらう」

　ステルスエントリーとは、なるべく音を立てずに敵地に潜せん入にゆうする突入方法のことだ。スタングレネードは、最近は映画やテレビドラマでもよく登場する、ピンを抜いて投げると凄すさまじい閃光と音量を発する非ひ致ち死し性せいの手しゆ榴りゆう弾だんだ。敵の目と耳を一時的に使えないようにする。

「二人に何かあったら、すぐに残り全員が突入。正面に晃生とテル。俺は窓から。上う手まくいったら、一番広いトレーニングルームへのスタングレネード投入が攻こう撃げきの合図だ。質問とか反対意見は？」

　質問も反対意見もあがらない。

　見た目はふにゃふにゃしているが、意外なほど腕力があってしかも身が軽い魅杏は、近くの交通標ひよう識しきに飛びつき、猿のようにするするとのぼっていった。そこから、適当な建物の屋や根ねに飛び移る。そこで「でぃーくん」ことＤＳＲ‐１スナイパーライフルを専用のケースから取り出し、設置する。サプレッサーに亜音速弾。ちなみにこの「でぃーくん」、以前よりさらにデコレーションが増えている。レシーバー側面にピンク色のプレート、ふわふわファーがついたストックなど、零士は理解に苦しむ。




　零士と詩舞はスポーツジムの裏手に回った。ジムの周辺にあるのはレンタルのテニスコートやフットサルコートといった深夜には無人になる施設ばかりで、それは恐らく〈いるか人間〉たちが思い切り楽しむために好こう都つ合ごうなロケーションであり、同時に暗殺部がその役目を果たすのにも好都合だったりする。

〈いるか人間〉たちは普通の人間よりも肉体的に強化されており、手て強ごわい相手だが、チームワークや作戦はデタラメだ。彼らは例外なく自己中心的で快楽最優先主義のため、「誰かが他人のために地味な役目を引き受けたり」「退たい屈くつな仕事を交替でこなす」ということがない。具体的にいえば、彼らの拠点の出入口にはまず見張りがいない。しかし、さすがにドアに鍵かぎがかかっていないということはほとんどないので、ステルスエントリーの場合、そこをどう抜けるのかが問題になる。

　スポーツジムの裏口のドアは鉄製で分厚かった。零士は、部活動の備品として支給されている、最新のハンドドリルのようなピッキングツールを使った。鍵穴に突っ込んで引き金を引くと、かなり強ごう引いんに穴を開けてしまう。ドアに使われている鍵の種類によっては役立たずになってしまう道具なのだが、今回は有効だった。大きな音を立てずに裏口からの侵入に成功する。

　零士は少し悩んだ末に、拳けん銃じゆうではなくＳＧ５５２──アサルト・カービン・ライフルを構えた。そして詩舞はサプレッサーとフラッシュライトがついたロングマガジンのグロック。まだ短い付き合いだが、銃撃戦における二人一組行動の基本は「相手が見ていない方向を見る」という単純なものだ。零士と詩舞はまずまずのコンビネーションで、慎しん重ちようにスポーツジムの通路を進んでいく。

　通路の途中にあった男子トイレから、〈いるか人間〉の一人がひょっこり出てきた。零士は危うく驚おどろきの声をあげそうになったが、我が慢まんした。詩舞も静かだ。見る見るうちにその〈いるか人間〉の目が丸くなっていく。急いで片付けねばならない。そのとき、先を進んでいたのは詩舞のほうだった。彼女は接近戦のエキスパートだと聞いている。零士にしてみれば、彼女の実力を自分の目で確かめることができるいい機会だ。

　ところが──詩舞は動かなかった。至し近きん距きよ離りに敵がいるのに、銃を構えたまま、凍りついてしまったかのように動かない。それとも動けないのか。

「──ッ！」咄とつ嗟さに、零士は詩舞の膝ひざの裏を思い切り蹴けった。膝ががくんと曲がって詩舞は転倒する。彼女の体が下がって射線がクリアになったので、すかさず零士はライフルを撃つ。軽く振った炭酸飲料の缶を開けたときの音に近い、サプレッサー越しの控ひかえめな銃声。ガチャガチャという金属音とともに排出される空から薬やつ莢きよう。

　まず、二発の弾丸がトイレから出てきた〈いるか人間〉の男の喉のどを粉砕。三発が胸の肉をえぐり、胸の骨を砕き、心臓まで露ろ出しゆつさせる。そうやって倒れた〈いるか人間〉に、零士はとどめとしてさらに二発。脳を破壊して確実に殺しておく。

　零士はライフルに安全装置をかけ、転倒した詩舞の肩をつかんで乱暴に床に押しつけた。そして、敵に聞かれないように声量を絞しぼりつつ、それでいてしっかりと怒りをこめて「おい！」と怒ど鳴なりつける。作戦中なので、こんなことをしている場合でないのはもちろんなのだが、このまま足手まといを連れて戦うわけにはいかない。零士に押し倒されても、詩舞はまだどこかぼんやりしている。

「なにやってんだ、死にたいのか！」という零士の叱しつ責せきに、詩舞は「はい」と即答した。それを聞いた瞬間、零士の思考は一時停止してしまった。怒りは矛ほこ先さきを失った。まずい答えを口にした詩舞は、すぐに「しまった」という顔になった。彼女にしても今の発言は「つい、うっかり」だったのだ。しばらく、二人はそのまま動かずに見つめ合っていた。しかしそこで感情が交こう換かんされることはない。不毛で虚うつろな視線の交こう錯さくに過ぎない。ようやく、詩舞が口を開く。

「すみません。そんなつもりでは」

「……じゃあ、どういうつもりだったんだ」零士は詩舞に背中を向けた。ライフルのセレクターレバーを動かして、再びフルオートで撃うてる状態にしておく。「何がエースだ。腕うで利ききだ。本当にろくでもない。いいか、お前はここで待たい機きだ。終わるのを待ってろ！」

　詩舞を残して、零士は一人で作戦を続行した。




　　　　　＊




「…………」男子トイレの前で、詩舞は膝を抱えて座っている。言われた通り、終わるのを待つことにする。スポーツジムの大部屋に、スタングレネードを投げ込んだ爆発音。部員たちの突入が始まって、銃声が鳴り響く。音だけで、作戦が成功したことがわかる。正袈裟高校の暗殺部は、ほとんど一方的に殺しまくっていることだろう。本当ならそこに、詩舞もいるはずだったのだ。

　詩舞は体育座りで考える──私は一体どうしてしまったのだろう。敵の姿を認めた瞬間、体が言うことを聞かなくなった。筋肉が痙けい攣れんし、関節は接着剤で固定したかのように動かなくなった。その間ずっと、全身から冷や汗が噴き出していた。生まれて初めて〈いるか人間〉を殺したときだって、こんなふうにはならなかった。

「なにをやってるんだろ、わたし……」

　思わず独り言をつぶやく。戦えない人間になってしまった。詩舞としては、まだやる気は残っているつもりだった。〈いるか人間〉との戦いから降りたくはない。──じゃあ、なぜあんなことに？　理由ははっきりしている。〈かげもず〉の正体はわからないが、〈かげもず〉が原因であることは疑うたがいようがない。何か、自分の体と精神に異変が起きている。

「なんなんだ、これ……」

　詩舞は無表情のまま、ただ両目から涙だけをこぼした。

　──これは、「泣いている」のだろうか？

　いや、違う。ただ涙が溢あふれているだけだ。この涙はまるで自動的だ。

「泣く」とはもっと感情的な行為ではなかったのか？

　上手く戦えないだけではない。詩舞は上手く泣けないようになっている。

　自分の心の奥で、わけのわからないものがくすぶっている。たとえば、視界の端を何か黒い虫が通りすぎていったような感じ。部屋に、たしかに何かがいた。生理的な嫌けん悪お感かんに肌が粟あわ立だつ。ぱっとあたりを見回してみても何も見つからないが、雑菌にまみれた害虫が部屋のどこかに潜ひそんでいるのを肌で感じている──。




　スタングレネードの投擲、爆発後、暗殺部は一番広いトレーニングルームに一斉に突入した。最初に飛び込んだのは零士だ。アサルト・カービンの弾丸を八つ当たりのようにばらまく。──腹が立っている。もちろん、その原因は詩舞だ。次に、晃生と輝佳もやってくる。そして、鬼一も。

　撃って撃って、撃ちまくる。一切、情け容よう赦しやはしない。流れ弾が筋肉トレーニング用の器具に当たって、激しい金属音と火花を生じる。バーベル用のプレートを支える台が倒れて、鉄のかたまりが落ちた衝しよう撃げきで床がへこむ。性器をぶらぶらと露出させた男の〈いるか人間〉に、ショットガンによって無数の弾痕が生じる。味方の弾に当たらないように上手い位置取りをしながら、輝佳が敵を切り刻んでいく。輝佳はまず、〈いるか人間〉の肘関節を狙う。柔らかい部分から突き刺して、腱や筋肉を切断する。余裕があるときは剣先を左右に走らせて、敵の両腕を使えないようにしておく。そうやって相手の攻撃力・防御力を大幅に低下させておいてから、確実に首をはねるのだ。彼女の戦い方を見ていると、零士は『ウィザードリィ』のニンジャを思い出す。

　少し熱くなりすぎていた──零士はアサルト・カービンを一弾倉撃ち尽くしたのに、ほんの一秒、そのまま引き金を絞り続けてしまった。弾切れに気づいて慌あわてて拳銃に持ち替えようとするが、その隙すきに特に筋肉質な〈いるか人間〉が飛びかかってくる。厄やつ介かいなことになりそうだと奥歯を嚙かんだ次の瞬間、その敵の頭部が吹き飛んだ。

　──魅杏の狙撃だ。

　使っている銃をデコレーションする趣味はさておき、彼女の技術は超一流だった。




　スポーツジムの戦闘は、突入開始からおよそ五分で終了した。

　正袈裟高校のほうに被害はなし。誰も、かすり傷さえ負わなかった。

　ただし、詩舞が戦力として使いものにならないことが判明。

　報告を受けた鬼一は、

「……やっぱり、〈かげもず〉の件を先に片付けておかないとダメか……」

　とため息交じりに言った。















　北きた島じまに呼ばれて、〈かげもず〉のために戦うといっても、その正体はまだ人類側には知られていないわけであり、二四時間はりついている必要はなかった。バルケロと狩野かのうは北島の指示を待ちながら、暇ひまつぶしを兼ねて自分たちの殺人欲求を満たすための散歩に出かける。〈いるか人間〉のゆうゆう散歩だ。

　二人は特に理由もなく、何キロも歩いて小こ綺ぎ麗れいな場外馬券売り場にたどり着いた。空港のロビーを思わせる空間で、天てん井じよう近くに多数のモニタが並んでいる。客は、申し合わせたように安っぽいジャケットを着込んだ中年、初老の男たち。半分以上が競馬新聞や雑誌を手に持っている。

　場外馬券売り場を出てすぐのところに、大声で独り言を叫ぶ男がいた。

「ふざけてんじゃねぇぞ。じろじろみてんじゃねぇぞ」「バランスがとれてねぇんだよ」「なんか悪いことしてるやつが勝つんだよチクショウ」

　誰も、その男とは目を合わせようとはしない。競馬で負けすぎて頭がおかしくなったのか、人生そのものに負けすぎて頭がおかしくなったのか。とにかくまともな人間ならあまり近づかないほうがいいタイプの人間だ。

　腹にスイカを隠しているかのような、独特の太り方をした男だ。世の中には「いい太り方」と「悪い太り方」がある。男は間違いなく後者だった。日焼けしていて、髪かみは伸ばしっぱなしで、歯が抜けている。服は薄汚れている。

「俺にはもうみんなわかってんだよう」男は壁かべに向かって話し続ける。「お前らはアマチュアだから読めてねえんだ。俺はプロだからわかってんだよう。スカイツリーってのはどう考えても間違ってんだ。金かね儲もうけのためだよ！　カ・ネ！　なんでこんな簡単なことがわかんねえんだ。ふざけんじゃねぇよ。バカ、ボケ、カス。なんだコラ」

　こういう人間は殺しても誰も探さない。仮に死体が見つかっても、警けい察さつが本腰を入れて捜査することはない。この国では毎年八万人以上が行方不明になり、三万人以上が自殺する。警察の検けん挙きよ率りつは低下し、不ふ祥しよう事じは増え、組織の身内優ゆう遇ぐうと隠いん蔽ぺい体質は悪化している。頭がおかしくなった男一人に構っていられない。

　バルケロと狩野は、スイカ腹の男を前後で挟はさんだ。

　男が「なんだよぅ」と威い嚇かくしてきたので、これ以上何も言わせないために、バルケロが男のみぞおちに抉えぐるようなパンチを一発。

「ぐぶッ」という呻うめき声ごえのあと、男の体から力が抜けたので、狩野が介かい抱ほうするように肩で担いで外に出て、人目のない路ろ地じ裏うらまで運ぶ。頭のおかしな男が手て際ぎわよく連れ去られたところで、気にする人間など誰もいない。

　バルケロと狩野は、男にハンカチで猿さる轡ぐつわをして、これ以上抵抗してこないように両手の指の骨を地面に押しつけてから踏み折った。男は猿轡越しに「んー！」と悲鳴をあげる。逃げられないように、足首を思い切り踏ふみ潰つぶしておく。

　スイカ腹の男は、バッグをななめ掛けにしていた。そのバッグの中身をぶちまけると、大量のクズ馬券と古い競馬新聞、数本の赤あか鉛えん筆ぴつが出てきた。

「鼻鉛筆、やりましょうよ」と狩野。

「いいですねぇ」とバルケロ。

　バルケロが男の髪の毛をつかんで持ち上げた。その鼻の穴に、狩野が一本ずつ赤鉛筆をさしこむ。奥までしっかりと。男は涙を流して、もうやめてくれと目で訴うつたえる。〈いるか人間〉はそういう目が好きなのだ。狩野が、男の顔面を思い切り殴なぐる。赤鉛筆の先端が折れて、鼻の奥に突き刺さる。その壮絶な痛みに、男は限界まで目を見開く。

「耳鉛筆、やりましょうよ」

「いいですねぇ」

　やり方は同じだ。両方の耳の穴に赤鉛筆をセットして、男の怯おびえる様子をたっぷり楽しみながら、「三、二、一……」と悪あく趣しゆ味みにカウントダウンして、掌しよう底てい打だで斜めに突き上げて脳に刺す。




　　　　　＊




　散歩を終えたバルケロと狩野は、北島の拠きよ点てんに戻った。その地下には、立派な拷ごう問もん部べ屋やがある。そこには常時、二〇人ほどの人間が監かん禁きんされている。深夜から早朝の池袋でつかまえた、仕事帰りの風ふう俗ぞく嬢じようやホスト、ホームレスや不良少年などだ。

　北島は、この拷問部屋を自分のためだけでなく、安全に長く楽しめる場所として他の〈いるか人間〉にも提供していた。そうすることで、北島は自分への支し持じをとりつける。〈いるか人間〉は束そく縛ばくされることを嫌うが「約束」と「感謝」は忘れない。

　バルケロと狩野がそこへ入ったとき、北島は風俗嬢らしき若い女を拷問していた。全裸にして天井から吊り下げて、じっくりといたぶっていた。拷問の道具は園芸用のこて、小型シャベル──いわゆる、スコップだ。ステンレス製で、刃は剣状。北島は、まだ生きている女の腕に、スコップを突き刺した。ガリッと骨に当たるまで、深く。それから肉を削けずっていく。簡単に殺してしまっては面白くないので、重要な血管は避よける。

「やあ、〈ハクジラ戦闘類〉」

　北島は拷問の手を休めた。

「楽しんでますね」とバルケロ。

「我々〈いるか人間〉にとって、人間の数を減らすのは最大の楽しみだろう。ちょっと奥でお茶でもどうかな？」

　バルケロと狩野に断る理由はなかった。奇妙に喉のどが渇いていた。

　北島とともに歩いていくと、二人は奇妙な穴を見つけた。

　直径五メートルほどで、深さは四メートル。底には、何日も風ふ呂ろに入っていないであろう汚いおっさんが二人、放り込んである。

「これは？」狩野が訊ねた。

「見ての通り。自力では決して這はい上あがることのできない穴に、人間の男が二人……」と北島。「何日も餌えさを与えていない。どちらの手にもスプーンが一本ずつ。そのうち殺しあって、どっちかがどっちかを食べるのを待ってる」

　それを聞いた狩野が舌を巻いた。

「これはマジでやばい」

　北島は鬱うつ陶とうしい男で、気に入らない点はとことん気に入らないが、彼の殺しのセンスはバルケロも認めざるを得ない。

　拷問部屋の別の場所で、北島はもう一人、体にタトゥーを入れた金きん髪ぱつの若者を拷問にかけていた。その若者の体には、びっしりと安全ピンが刺してある。樹液に虫がたかっている光景を連想させる。まぶたの肉や、唇くちびるや、ペニスや睾こう丸がんにまで食い込む針。流れ落ちる幾筋もの血のしずく。これではちっとも安全ではない、という北島のユーモアに〈ハクジラ戦闘類〉の二人は脱だつ帽ぼうだ。その若者が、「もうころしてぇ」「いたい、やめて」「もうさっさところしてぇ」と北島に向かって哀願した。すると──。

「この馬鹿ものが！」

　北島は突とつ如じよ激怒し、その若者に平手打ちを浴びせた。耳に当たって、鼓こ膜まくが破れる。

「何が『もう殺して』だ！　死に方を選べるのは強者の権利なんだ！」

　北島が吠える。

「弱者、愚おろか者もの、お前らのような虫けら、ゴミには、自分の死に方を選ぶ権利もない！　たとえばお前ら人間の世界には、金があったおかげで助かる命と、貧しさゆえに失われる命がある。貧しいものには、死を回かい避ひする選択肢はないのだ。そんな簡単なこともわからずに『殺して』とは……それを決めるのはこの僕だ！　馬鹿もの！　馬鹿もの！　馬鹿もの！」

　北島は、若者に何度も何度も平手打ち。その衝しよう撃げきで、まぶたや唇に刺さっていた安全ピンが壊れて飛び散った。若者の顔が赤黒く腫はれ上あがる。唇が切れて、歯も折れる。鼻血が逆流して呼吸を阻そ害がいする。若者はふごふごと「ずびばぜん……ずびばぜん……もうやべで……」と謝罪を繰くり返かえす。

「申し訳ないね、ちょっと熱くなりました」

　北島は、〈ハクジラ戦闘類〉の二人に向き直って言った。

「いえ、さすがです」

　バルケロは言った。お世せ辞じではなかった。

「僕の夢は、この世界を巨大な拷問部屋にすることでね」と北島。

　バルケロは密ひそかに感動した。ビルギッソン・レイキャビク学派──〈いるかインテリ〉っぽい発言だ。〈ハクジラ戦闘類〉にこういうセンスはない。北島は続けて言う。

「〈かげもず〉があれば、人間社会の崩ほう壊かいは早まる。夢にときめけ、だよ」

　そしてバルケロと狩野は〈かげもず〉と対面した。起動前の状態だと、とても最悪の生物兵器には見えない。
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「千ち葉ば詩しい舞まはやめさせるべきだと思います」

　零れい士じは、鬼き一いちに向かって言った。

「ふうん」鬼一は自分の拳けん銃じゆうを掃そう除じしながら、心ここにあらずといった態度だった。その態度を演じている、という感じがした。

　放課後、卓球場（暗殺部本ほん拠きよ地ち）の休きゆう憩けい室しつだ。二人きりで向かい合っている。

「これは、僕の個人的な怒りではありません。彼女のために言っているんです。ひいては部全体のために、ということになるかもしれません」零士は強い口調で続ける。「千葉詩舞をこのままフォワードにしていたら、早ければ次の任務で死にます。遅くても次の次の任務で死ぬでしょう」

「すごい剣けん幕まくだな」

　鬼一は、掃除・整備を終えた拳銃を手早く組み立てた。ホールドオープンしていてマガジンもさしこまれていない銃をテーブルの上に置いて、鬼一は冷蔵庫に向かい、中からグレープフルーツジュースを取り出し、零士に向かって投げた。

「…………」それを受け取った零士は、そういえばここ数時間水分をとっていなかったと思い出した。ペットボトルの蓋ふたを開けて飲む。飲みながら、しまったと思う。ようするに鬼一は「黙って俺の話を聞け」と言うかわりに、ジュースを投げて寄よ越こしたのだ。

「現実的な話をしよう。零士くん。君ならわかるはずの質問をする。君なら確実に正しい答えがわかる。──『心に傷を負おった人間を、次々と切り捨てていく戦闘集団Ａ』と、『心に傷を負った人間を励はげまし、治ち療りようし、戦線に復帰させる戦闘集団Ｂ』があるとして、長期的な戦いでよりよい戦果をあげるのはどちらだと思う？」

　零士は、ペットボトルから口を離して答えた。

「……後者です。戦闘集団Ｂ」

「そういうことだ。アメリカ軍が太平洋戦争で勝利した理由はいくつもあるが、そのうちの一つは、戦闘機においてパイロットの生存性を重視した設計を採用したということだ。経験を積んだパイロットは部品と違って替かえがきかない。例外はあるだろうが、『死にかけたパイロット』は『新人パイロット』よりも何倍も強い。地球中には何十億という人間が住んでいるのに、それでも人の命が貴き重ちようなのは、どの命も基本的には代替不可能なものだからだ」

「でも……」

「でも、なんだ」

「千葉詩舞の心は治癒不可能かもしれません」

「治癒不可能かもしれないし、治癒可能かもしれない。今のところまだわからない。予言者や超能力者じゃない限り断言はできない」

「今部長は、論点をずらしました。僕は、治癒する前に死ぬ可能性の話をしていたんです」

「そのときは、そのときだ。前回の戦いで、詩舞さんの心には何か深い傷があることがわかった。じゃあ、治癒のために必要だと思われることはなんでもやっていく。〈いるか人間〉を殺すことで彼女の気分が変わるなら、殺させる。荒あら療りよう治じが必要そうなら、仕方がない。命の危険は覚悟してもらうしかない」

「…………」

「いいか、死ぬ可能性は誰にだってあるんだ。死にそうな人間から死んでいくようなものじゃないんだ。……零士くん。君は千葉詩舞のことを心配しているんじゃない。死体が増えるのを怖がっているだけだ」

　痛いところをつかれた、と零士は思った。おそらく鬼一は正しい。最初に「詩舞のためにも」と言ったのは零士の狡ずるさだ。どうせ見透かされるのなら、正直に「自分の精神衛えい生せいのために、千葉詩舞に消えてほしい」と言うべきだったのだ。死体が増えるのが怖い？

「当たり前じゃないですか……」それでも、零士はまた一般論でごまかした。「誰であろうと、人が死ぬのはよくないことです」

「暗殺部は、そういう生ぬるい集団じゃない。わかってるだろ。俺たちはもう、煉れん獄ごくの暗い海に肩までつかってるんだ」

　わかっている。だが、それを認めるのが無む性しように悔しい。どうやら零士にとって今日は、どうしても部長に反抗したい日のようだ。これ以上続けても、今の零士に鬼一を論ろん破ぱするのは不可能だろう。──いや、絶好調時の零士だって、鬼一に議論で勝ったことなんて一度もない。どうしようもなくなって、零士は「もういいです」と吐き捨てて休憩室を足早に立ち去った。ちょうど出入口のところで、零士は晃こう生せいとすれ違う。
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　零士と入れ違いで、休憩室にやってきた晃生は、すれ違う際に軽く「よう」と片手をあげたが、零士はそれを無視した。晃生を一いち瞥べつすることもなかった。椅い子すに座った晃生は、さすがに憮ぶ然ぜんとした表情だった。

「なんだありゃ」

「お前が驚おどろいたりがっかりした感じの顔をするなんて珍めずらしい」

「どんな表情でもいい男はいい男のままだ。で、あの小僧とは？」

「ちょっとした口論だよ。部活動にはありがちなやつだ」

「かっこいいだけでなく頭もいい俺様が、鬼一と小僧がどんな口論してたか当ててやろうか？」

「たぶん、お前が思ってる通りで正解」

　そう言って、鬼一は指をピストルの形にして晃生に向けた。何年も続いているクイズ番組の司会者が、スタート時からずっとレギュラーの回答者を指差すような所作だった。

　晃生は満足げにうなずき、

「答えも聞かずに正解とか……ここはさすが俺、というところかな」

「そろそろ長い付き合いだしな。以心伝心ってこともあるさ」

　成立しているようなしていないような、内容があるようなないような、ふわふわとした会話を交わす。鬼一は、晃生の扱いも慣れたものだった。

「こんな小さな集団でも、完全に機能させるのは難むずかしい」

　鬼一は独り言のように続けて言う。

「……チンパンジーの社会集団の大きさは五〇匹ちょっととされている。人間の大だい脳のう新しん皮ひ質しつのサイズから割り出された、適切な社会集団の大きさは一五〇人。厳げん密みつな組織構造なしで統とう制せいできる人数の限界もそれくらいだとされている。軍隊でも、個人と個人の関係のなかで忠誠心や信頼感が涵かん養ようされるのは中隊規模まで。逆にいえば、その人数までは一個人の統率力でどうにかなるはずなんだ。それなのに俺は、たった五人の部員もまとめられない」

「お前は、妙なところで俺よりナルシシストだな」

　晃生の口調はやや呆れていた。

「そうかな」心外だ、と鬼一は思う。

「そうだよ。完かん璧ぺき主義はナルシシズムの変形だ。俺たちはチンパンジーではないし、軍隊でもない。軍隊にはかなり近いけど、同じではない。そもそも一五〇人なんて、普通の部活動の数字じゃないだろ。高校の超ちよう強きよう豪ごうサッカー部だって部員数はせいぜい一三〇くらいだって聞いたことがある。そういう部には、顧こ問もんの他に専門のコーチもいたりする。部長一人で切り盛りしてるうちとは違う。妙ちきりんな知識ばっかり頭に詰め込んでるから変なことを言い出すんだぞお前は」

「俺は完璧主義なんかじゃない……と思う」

　話しているうちに、自信がなくなってきた。

「完璧主義ではないにしても、お前の衒げん学がく的てきな性格はやっぱりナルシシズムに関わっている」

「お前にそこまで言われちゃあな……」

「とにかく、例の千葉詩舞のことなんだろ？　零士はあいつのことが気に入らないわけだ。子どもみたいに駄だ々だをこねてる」

「本音をいえば、零士くんの気持ちもわかるんだよ。あんなことがあった後だ」

　鬼一の言葉に、晃生の顔にも翳かげが滲にじんだ。

「……戦死者が出るのはつらいからな」

「いつまでたっても慣れることはないし、慣れていいものでもない。だが、零士くんの個人的な感情を優先するわけにはいかない。それは結果的に、裕ゆ佳か梨りさんを墓から掘り起こすようなよくない行為につながる。零士くんはこれから先を裕佳梨さんのために戦うべきではないし、詩舞さんは裕佳梨さんのために辞やめるべきではない。彼には次の段階に進んでもらう。死者は適切に埋まい葬そう、供く養ようしなければいけない」

　晃生は顔をしかめて、

「すでに裕佳梨さんの葬そう儀ぎは行われたし、ちゃんとした墓もある」

「それだけじゃあダメなんだよ」と、鬼一はかぶりを振った。

「晃生、ゾンビの映画は観みたことあるか？」

「もちろん。大好きだ。俺がゾンビ映画のなかに入ったら、主人公としてクレバーに立ち回る。最高にカッコ良く生き残る」

「お前はどんな映画に入っても主人公になるつもりだろうが。ええと、まあいい。話を戻そう。考えてみてくれ。──どうしてホラー映画では、何度倒してもよみがえって襲おそい掛かかってくるような理り不ふ尽じんな敵がよく登場するのか。ゾンビみたいな『死ねない死者』と戦う話型が繰くり返かえし作られるのか」

「『面白いから』以上の理由が思いつかない」

「それも当然あるだろうが……一番深い根っこにある理由は『その問題が切実だから』だよ」

「切実」

　晃生は、意外そうにその単語だけを反はん復ぷくした。

　鬼一は小さくうなずき、

「『死者を正しく埋葬しないと祟たたりが起きる』というタイプの伝承は、とてもよくできた教訓なんだ。つまり、真実を含ふくんでいる。死者に敬意を払うことができない人間は、無意識のうちに生きることをも軽んじるようになる。──天才的な批評家でありラカン研究の重要人物でもあるスラヴォイ・ジジェクはこう言っている。『死者の帰き還かんは、象徴的儀式、すなわち象徴化の過程が乱れていることを示す徴ちよう候こうである。死者は、未払いのままの象徴的借金を取り立てるために戻ってくるのだ』──わかりやすく言おう。死者を適切に埋葬できない社会集団は、形而上的な借金によって破綻する。煉獄に良き人がいるべきではない。そこには、俺たちのような殺人者がいればいい」

「お前の言いたいことはなんとなくわかった」と言った晃生は苦笑している。「結局、鬼一の衒学空間に巻きこまれてしまったのが少し悔しい……」

「うるさいな。衒学空間って……やな言葉を思いつきやがって」




　晃生が、コーヒーを二人分注ついだ。

「注いでやったので、ありがたく飲むがいい」

「ありがとう。ちょうどコーヒーの気分だった」

「……どうでもいいんだけどさ」

「ああ」

「鬼一は小僧のことを『零士』と呼び捨てにしたり『零士くん』と呼んだりするよな。あれは何か、使い分けてるのか？」

「なんとなく。たぶん、戦闘状態だったり説教してるときは呼び捨てが増える」

「すごい当たり前の理由で安心した。またお得意の難なん解かいな理論が展開されるんじゃないかと不安だったんだ」

「時々、お前のことが大嫌いになりそうになる」

　鬼一は満面の笑みを浮かべて言った。

「『なりそうになる』だけだろ？　長い付き合いなんだからわかってるよ。実際には嫌いになれない。俺はナイスガイだから」

「本当に晃生はすごいな。ある意味無敵だな」

「だろう？」

　と胸をはった晃生の顔があまりにも自信に満みち溢あふれていたので、鬼一は少しうんざりして、「長い冬になりそうだな……」と強ごう引いんに話を変えてしまった。よりにもよって気候の話題でごまかすなんて我ながら適当だな、と鬼一は思った。
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　教室にいると、千葉詩舞と顔を合わせることになる。なので、零士はできる限り教室外で休み時間を潰つぶすことにする。一番いいのは本を読むことなのだが、ちょうどいい場所がなかなか見つからない。人目につくところでこれ見よがしに読書をすれば、嫌味なやつだと思われてしまう。

　結局零士は、廊ろう下かに出てからスマートフォンでダウンロードした電子書籍を読むことにした。気分が落ち込んでいるときは文字を読むのも大変だが、昼間はさすがにそこまでひどい状態には（滅めつ多たに）ならない。今、表示されているのは京きよう極ごく夏なつ彦ひこだ。窓枠に寄りかかった姿勢で読書しつつ、イヤホンをつけてソーシャルゲームをプレイしているふりをする。

「…………」まるで、自分には関係のない学園ドラマを見ているかのようだった。離り人じん症しようみたいだ。目の前を通りすぎていく生徒たちに現実感がなく、すべてが造り物であるようにしか感じない。その結果、自分自身の存在も希き薄はくになっていく。

　普段よりも狭せばまった零士の視界に、違い和わ感かんが引っかかった。さらに読書に集中すれば、その違和感もすぐに気にならなくなるだろう。視野を狭くすればそれでいい。しかし、零士はなぜかそうしなかった。渦に引き寄せられるように、顔を上げてイヤホンを外す。

　引っかかったのは、大きなビニール袋を両手に一つずつさげた女子生徒だった。猫の死体を持っていった変な少女──征そ矢や芽め未み海みだ。

「ふかれいだ」

「……どうも」

「あたし、あのあとちゃんとねこうめしたよ」

　と言い、芽未海は誇ほこらしげな顔をする。なぜか零士の胸が微かに痛む。

「君は……パシリやらされてるの？」

　零士は、彼女が持っているパンパンに膨ふくらんだビニール袋を見て言った。明らかに、一人分ではない大量の菓子パンと飲み物が入っていた。

「へへへ、みんなのぶんもおつかい」

　芽未海は笑った。その笑顔がどこまで無理をしたものなのか、それとも本当にごく自然に出てきたものなのか、零士は彼女の胸中を推おし量はかった。すると教室の廊下に面した窓から、「グズグズしてんじゃねーぞぉ！」とガラの悪い女子の声が飛んできた。「芽未海ぃ、廊下でダベってる暇ひまがあんのかコラァ」「買ってきたんならさっさと戻ってこいよノロマー」派は手でめの女子グループが口々に芽未海を嘲ちよう弄ろうする。そのことに対して、零士は無性に腹が立つ。

「あ、ごめんねぇ」

　芽未海はやはり笑顔で、謝罪の言葉を口にして、教室──零士の隣のクラス──に戻っていった。その背中に、零士は「……平気なの？」と声をかけた。芽未海は顔だけ振り返って、「だいじょうぶだいじょうぶ、またそのうちねぇふかれい」と言い、足で器用にドアを開けて（両手は袋でふさがっている）、女子グループに買ってきたものを届ける。

「そのふかれいって、あんまり好きじゃないんだけどな……」と零士は独りごちる。




　放課後、また芽未海と会った。彼女はｉＰｏｄで音楽を聞いていた。

「征矢芽未海さん」

　零士が話しかけると、芽未海は耳からイヤホンを外す。

「芽未海だけでいいよぉ」

　階段の踊り場で目が合って、それからなんとなく少し話そうかという空気になって、ひとけのない教室の前まで移動した。夕暮れ時、薄い残照が窓からさしこんでくる。校舎内を満たす暮ぼ色しよくに、遠くから部活動の生徒たち──野球部やバレー部──の声が聞こえる。芽未海は指でくるくるとイヤホンのコードを巻いて、ずいぶん古いモデルのｉＰｏｄを片付けようとしている。

「何を聞いてたの？」

「もらいものなんだけどね……学習教材なの」

「教材？」

「ちょっと聞いてみる？」

　何かの切っ掛けになればいいと思って、零士は首を縦に振った。コードを再び長く伸ばして、零士はイヤホンをはめる。芽未海が操そう作さして流れてきた音楽は、まったく意味不明のものだった。よくいえば個性的、悪くいえば異常で不ふ愉ゆ快かい。ノイズ系とでもいうのだろうか、あるいはひび割れて破は綻たんしたヒップホップか。壊れたロボットが恐ろしいほどの早口でラップをやっている感じ。零士は苦い顔をしてイヤホンを外した。

「もういい」

　芽未海はｉＰｏｄのコードを丸めてポケットに入れた。気まずい空気が漂ただよう。こんな時間が長く続いたのではたまらないので、多少強引とは思いつつも、零士はいきなり本題を切り出した。

「芽未海さん。君は、いじめられてるの？」

「うーん……」芽未海は腕を組んで考える。「あたし、とってもくさいんだって。みんなに迷めい惑わくかけてるから、そのぶんみんなのために働かないといけないんだって」

「そんな……」

「あたしんち、お母さんしかいなくて、すごく貧乏なんだ。使ってるソープもシャンプーも安物だから、なかなかきれいにならないのかな」

　そう言って、芽未海は自分の手首のあたりの匂いを嗅かいだ。くんくん、と鼻を動かす。自分でも気づかないうちに、零士は手を出していた。芽未海の手首をつかんだのだ。そのことに、彼女よりも零士のほうが驚いていた。

「君は汚くなんかない。変なにおいもしない」

「そうなの？」

「あんな連中の言うこと聞く必要なんかない」

　今日の自分には驚くことばかりだ、と零士は思う。つかんでいた芽未海の手首から手をはなす。──何をむきになっているんだ？　僕は。

「ふかれいは、裕佳梨ちゃんに似てるね」

「……え？」

　零士は一瞬、息をすることすらも忘れた。魔女に、「その言葉」を聞くと体が動かせなくなってしまう呪いをかけられてしまったみたいに。
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「裕佳梨ちゃん……って？」ようやくそんな疑問を絞しぼり出だした。

「未み但馬たじま裕佳梨ちゃん。この前、死んじゃった」

　芽未海の目が寂しげにしぼんだ。それでも、唇くちびるは無理をして笑みの形を保っている。

「友達だった……と思う」

　好きな人だった、と零士は思う。

　芽未海は続ける。

「裕佳梨ちゃんは無口で無表情で、クラスで孤立気味だったの。あたしは昔から、ほら、こんな感じで……裕佳梨ちゃんと一緒にいるのがすごく楽だった。ふかれいのことも、名前だけは聞いてたよ」

「僕のことを？」

　頭の芯しんが熱くなった。みぞおちのあたりに鉛なまりを流し込まれたような気分になった。寒くもないのに震えそうになる。運命を感じるほど重々しく（しかしそれは零士の錯さつ覚かくにすぎない）、芽未海の唇が動く。

「『最近、ちょっといい感じの男の子と仲良くなった』って」

　──やめてくれ。

　──そんなことを言わないでくれ。また、彼女に会いたくてたまらなくなるから。

「裕佳梨ちゃんがいなくなって、何かがおかしくなり始めたんだ」

　唇だけ笑みの形のまま、さらに芽未海の表情が曇くもった。

　零士の膝ひざから力が抜ける──言われなくてもわかってるよ、そんなこと。

「……本当は、もっと前からおかしくなってたのかもしれない。それをどうにかするチャンスはあったのかもしれない。でも、裕佳梨ちゃんが死んでそのチャンスは失われてしまった」

　限界だった。零士は、逃げるように芽未海から離れた。

「ふかれい、どうしたの？」

「気分が悪い……帰る。また今度。そのうち」

　芽未海は泣きそうな顔になった。

「あたし、何か変なこと言ったんだね、怒らせちゃったんだね、ごめんね」

「そうじゃない……そうじゃないんだ」

　何が「そうじゃない」のか、零士にもよくわからない。
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　晃生、魅み杏あん、輝てる佳かは地下で訓練に励んでいる。そして鬼一は、詩舞を卓球場の大部屋に呼び出した。二人きりで話がある、と。やってきた詩舞は、表面的には何も考えていないように見える、そこはかとなく危うい表情だった。

「何の用でしょうか」

「最近、部室に顔出してくれないね」

「……ひどい失敗をして、気まずくて」

「あの一件で君は零士くんに嫌われた」

「はっきり言いますね」

「ごまかしたほうがいいものと、そうじゃないものがある。今の情報は『そうじゃない』やつだった」

　鬼一と詩舞は向かい合って座った。すでに、二人分のコーヒーが用意してある。

「はっきり質問する。はっきり答えてほしい」

「はい」

「もう、暗殺部辞めたい？」

「それはないです」詩舞は即答。

「じゃ、敵を殺せなきゃマズイよね」鬼一は苦笑した。

「やっぱり、そうなりますよね」

「笑い話ができなくなった落語家を寄よ席せには出せない。どうして戦えなくなったのか、その理由は自分ではわかってるのかな？」

「……自分では、やれると思っていたんです」

「でも、やれなかった」

「急に、自分の体が言うことを聞かなくなったんです。金かな縛しばりみたいに。原因が、前にいた高校の暗殺部の壊かい滅めつに関わることなのは間違いないんですが……それ以上は」

「『知っているがゆえに、知らない』」

「はい？」

「フロイトだよ。『理性は小声でしゃべる』──千葉詩舞さんに必要なのは、俺みたいな部活の先輩じゃなくて、専門家のカウンセリングだね」

「精神科医、ということですか」

「そうだ。受診しなさい。部長命令だ」




　その日のうちに、鬼一と詩舞は二人で都内の病院に向かった。東京メトロで、上野で降りる。電車内で、鬼一はこれからどういう先生に会うのかを説明した。信用できる先生で、ドイツ帰りの医学博士。犯罪、社会、臨りん床しよう──様々な分野の心理学に精通。鬼一自身が何度もカウンセリングを受けた。今では部長としてなんとかやっているが、〈いるか人間〉との戦いを始めたばかりのころは情じよう緒ちよ不安定で、その先生なしではとてももたなかっただろう、と。もちろんその先生は〈いるか人間〉のことも承知している。

　目的地であるメンタルクリニックは、ビルの八階にあった。天てん井じようが高く、床には厚みがある絨じゆう毯たんが敷しかれ、北ほく欧おう風ふうの間接照明が室内を温かい光で満たしている。どうやらここでも暗殺部は「特別扱い」されているようで、待合室にはそこそこ人がいたにもかかわらず、すぐに一番大きなカウンセリング・ルームに通された。

「俺は廊下で待ってる。本でも読んでる」

　と鬼一が言い、部屋のなかに入ったのは詩舞一人だ。

　カウンセリング・ルームには、このクリニックの院長である女医が待っていた。

「どうも、院長の小お野の寺でら式しき子こです」

　経歴を考こう慮りよするとそれなりに歳を重ねているはずなのだが、見た目は若い。海外──南洋の強い陽光の下で育ったかのような褐かつ色しよくの肌が、白衣との対比でより鮮やかに見える。セクシーに目尻が上がっている。ロングの黒くろ髪かみで、肩幅が広い。トレーニングやスポーツで自分の体を徹てつ底てい的てきに管理して、体脂肪率を理想の数値に抑えておかないと気が済まないタイプ。筋肉質な太ふと腿ももに、タイトなミニスカートがよく合っている。

「千葉詩舞さん」

「はい」

「アメリカでホームステイ。英語とフランス語に堪たん能のう。空手有段。趣しゆ味みはファンタジックな小説を読むこと、映画鑑賞。そして何よりもテーブルトークＲＰＧ」

「調べたんですか」

「調べたのは鬼一くん。私は報告を受けただけ」

　普通の診察室ではなく、メンタルクリニックのカウンセリング・ルームなので、ベッドのように大きなソファが設置してあった。腰をおろすと適切な弾力で反発してくる。その弾力は、生物的ですらあった。

「なるほど。例の事件後に戦えなくなった、と」

　それから詩舞は、式子に「そのソファに寝そべっていい。なるべくリラックスしてほしい」と言われて、その通りにした。瞼も閉じて、軽く睡すい魔まに誘さそわれながら、式子からの質問に次々と答えていった。

「〈かげもず〉という言葉を聞いて、詩舞さんはどう思いますか？」

「……わかりません。嫌な響きだな、というくらいしか」

「〈かげもず〉と聞いて何を連想しますか？　正確な記憶に基づくものではなく、ただのイメージでいいので。ぱっと浮かんだものを、なんでもいいので」

「鳥……でしょうか。黒い鳥」

「〈かげもず〉と遭そう遇ぐうする前、あなたは何をしていましたか？」

「……すみません。記憶が曖あい昧まいで……」

「記憶がはっきりしている最後の瞬間、あなたは何をしていましたか？」

「武器を持って……いえ、武器の準備かな？　他の部員たちと一緒に」

「それはなんのための武器ですか？」

「〈いるか人間〉の拠きよ点てんを襲しゆう撃げきするため、です」

「どんな拠点だったか、覚えていますか？」

「すみません……わかりません」

「では、想像してみてください。あなたが仲間とともに突入するのは、どんな拠点であるべきでしょうか？」

「堅けん固ごな……砦とりでに似た……色々な種類の欲望にまみれているような場所です」

「〈かげもず〉と遭遇して、あなたの記憶は混乱しました。その混乱が収まったときのことを覚えていますか？」

「……気がついたら、病院のベッドの上でした。そのときにはもう、だいぶ落ち着いていたと思います」

「目を覚ましたあと、最初の行動を教えてください」

「吐き気が」

「はい？」

「起きたあと、すぐに気持ち悪くなって、そのまま床に胃の中身をぶちまけました」

　式子による細かい質問と詩舞の受け答えが、このあとさらに一〇分ほど続いた。

「あなたにとって銃とはどんなものですか？」

「初めて銃を撃ったときのことを覚えていますか？」

「最近、セックスをしましたか？」

「同性とのセックスに抵抗はありますか？」

「〈いるか人間〉を殺すことについてどう考えていますか？」

「ええ……」「なるほど」「ふうむ」

「……それは本当に罪の意識ですか？」
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　式子先生と話しているうちに、どうしても冠かん葉ば原はら高校の暗殺部の仲間たちを思い出してしまう。こんな話をしているのに、思い出さないほうがおかしい。

　──今年の夏、部活のみんなで、泊まりがけで海水浴に出かけた。そこは、鎌倉にある別荘地だ。都内の暗殺部が予約制で使っている旅館風の保ほ養よう施し設せつがあって、歩いて五分で海岸という好立地だ。海岸は、暗殺部のスポンサーが用意してくれたプライベートビーチだ。〈いるか人間〉との戦いは、人材は不足しているが資金には余裕がある。

　敵に洗脳される危険が少なく、〈精神波探信音メンタル・ビンガー〉と〈生命躍動剤エラン・ヴイタール〉が使えて、しかもそれぞれの部で行っている厳しい入部テストをクリアできる若者、高齢になればなるほど〈いるかの子ども〉に対する抵抗力は弱まる──条件が多すぎるので、なかなか暗殺部は人が増えない。そのため「戦闘機はあるがパイロットが足りない」といった状況に陥おちいる。そのぶん、条件を満たして活動中の暗殺部員は様々な場面で優ゆう遇ぐうされるのだ。

　夏のど真ん中にもかかわらず、プライベートビーチなので他の利用者は一人もいなかった。しかし波打ち際には、近くの海水浴場で捨てられたゴミがいくつか流れ着いていた。空からのペットボトルや、やきそばやかき氷の空容器だ。地上と海の神聖な境界線に異物が紛まぎれ込こんでいるのは不ふ愉ゆ快かいなことではあるが、同時にいかにも人間らしい感じがして、それほど悪くない光景だと詩舞には思えた。一点の曇りもないほど完全なビーチではないけれど、大事な仲間たちと一緒に遊ぶには文句のない場が出来上がっていた。

　空は噓うそっぽいほど青い。はるか遠くで、軽く刷は毛けではいたような雲が流れている。




　桂かつら木ぎ宗そう谷やは、ゆったりとしたボクサーパンツ風の水着姿だ。

　宗谷はなにしろ冠葉原高校暗殺部の部長なので、鍛きたえ抜ぬいた体は見事な筋肉質だが、それでも巨漢の條じよう島じま軍ぐん平ぺいと比べるとさすがに霞かすんで見える。軍平は大きく、そして太い。二の腕が幼児の頭部のように膨ふくらんでいる。ぴっちりとしたフィットネス系の水着をはいている。

　小柄で可か愛わいいツインテールの若わか羽ば繭まゆ良ら。彼女は、その華きや奢しやでいたいけな雰ふん囲い気きにぴったり合う花柄のワンピース水着を着用。腰には鮮やかな色彩のパレオを巻いている。

　留学生のエディット・ポンポニャック。露ろ出しゆつ狂きようなのか、自分の体によほど自信があるのか、彼女の水着は大だい胆たんな黒のマイクロビキニ。それを着こなしてしまうのだから大したものだ。白い扇をひろげたような背中から、扇せん情じよう的てきな丸みを帯びたヒップにかけてのラインが、過激な水着によってポルノグラフィ的に飾り立てられている。エディットは軍平と付き合っている。二人が水着姿で並んでいると、男女の体の関係が連想されてなんだか生々しくて、詩舞は誰にも気づかれないように赤面した。

　詩舞の水着は黒白縞しま模も様ようのタンクトップビキニ。水着だと、自分の体のあまり好きではない部分──大きすぎる乳房──が、嫌でも目立ってしまう。むっちりと、はち切れそうに膨らんでいる。繭良は「うらやましい」と言うが、詩舞は繭良の愛らしさのほうがうらやましい。詩舞は不ふ思し議ぎに思う──たっぷりトレーニングして、たるみを引き締めつつあちこちに筋肉をつけているのに、どうしてこの胸は薄くならないのだろうか。

「最近の水鉄砲はすごいんだぞー！」

　宗谷が楽しそうに叫んだ。彼はこのビーチに、大量の玩がん具ぐを持ち込んでいた。そのうちの一つが、大型のタンクがついたポンプアクション式の水鉄砲だ。普通の水鉄砲よりずっと高性能で、つららのような水のかたまりが「びゅっ！」とものすごい勢いで飛んでいく。

　宗谷が撃うった水が、繭良のおなかに炸さく裂れつした。

「いたた！　けっこう痛い！　こらぁ！」

「水鉄砲はちゃんと人数分用意したから！　撃ち返してこい、兵士ども！　戦場は地じ獄ごくだぜフゥハハハーハァー」

「おもちゃにはホントお金を惜しまないんだから……」エディットが呆れていた。

「やったなぁー、お望み通り反はん撃げきしてやるー」

　高校生にもなって、ビーチで水鉄砲を撃ちあって、大はしゃぎしている。両手からこぼれ落ちるように楽しい時間が過ぎていく。




　エディットと軍平が最も寄よりの海の家まで食べ物を買いにいった。宗谷はバカみたいにやたら遠くまで泳いでいる。残った詩舞と繭良は、一休みの気分に。レジャーシートとビーチパラソルで、休む場所が作ってある。パラソルの傍かたわらには、飲み物やアイスが無む造ぞう作さに突っ込まれたクーラーボックスがどんと置いてある。

「繭良まゆんの膝枕で休みたい」

「いいよー」

　ちょこんと女の子座りをした繭良の太ももに頭をのせて、詩舞は胎たい児じのように体を丸めた。そんな詩舞の髪の毛を、繭良が「よちよち」と優しく撫なでる。

「詩舞しーまはおっきいけど甘えんぼーさんだねー、まったく」

「うん」素直に認める。「いつだって愛が足りない。生まれてきたときからずっと」

「ポップなミュージックの歌詞みたいなこと言うんだから」

「……だって、ほんとのことなんだもん」

「へへへ、じゃあ愛をあげよう」

　そう言って、繭良は詩舞の頰ほおにキスをした。薄桃色の唇は、幼顔の彼女のイメージを崩くずすことなく柔らかくて、蝶ちようが花の蜜みつを吸ったあとのように濡ぬれていた。

「どう、元気でた？　しーま」

「うん、ちょっとだけ」

「ちょっとだけかあー。このぜいたくものめ」

　詩舞は昔読んだランボオの詩を思い出す。

　また見つかった、

　──何が、

　──永遠が、

　海と溶け合う太陽が。
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　明後日はもう終業式、クリスマス・イヴだ。正せい袈げ裟さ高校暗殺部の原はら田だ魅み杏あんと石いし井い輝てる佳かは、電車で錦きん糸し町ちようのオリナスまで買い物に出かけた。錦糸町は、二人が暮らす町の近くでは、上野の次に大きな繁はん華か街がいだろう。錦糸町の一駅隣はスカイツリーがある押おし上あげで、一帯はにわかに盛り上がっている。オリナスとは、北口側にある商業複合施設──いわゆる日本型のショッピングモールで、上の階には映画館まで入っている。四層吹き抜け構造だ。

「じんぐっべー、じんぐっべー、鈴がーなるぅー。今日はーたっのしー」

　オリナスのエスカレーターで移動しつつ、魅杏は上じよう機き嫌げんで歌っていた。町全体が浮かれているので、女の子がほどほどの声量で歌っているくらいでは目立たない。

「クスリ売ります、じゃなかった、クリスマス♪」

「…………」

「いつも静かなテルだけどさ、あたしと二人きりだとさらに反応が薄くなるね」

「……ぉ……ぃ……」

「えー、そんなにあたしうるさいかなあ。」

「……ぅ……トコ……ぅぇぃ……」輝佳は目の前で両親を殺されて、人とまともに会話できなくなった。小さな声は出せるが、それが単語になることはほとんどない。それを聞き取るには、努力と鋭するどい直感が必要になる。

「うええ！　あたし晃こう生せいさんに似てないよ！　失礼だなあ！」

　ちょっとおなかがすいていたので、二人はオリナスのフードコートに入った。飲食店がいくつも集まっている。クレープの店があったので、そこに決めた。魅杏はチョコバナナのクレープ、輝佳はストロベリーと生クリーム。一緒にアイスティーも注文。適当な席を選んで、頰ほおをいっぱいにしてもぐもぐと食べる。

「クレープ、マジやばいね」と魅杏。

「……ぅ……」輝佳はこくこくとうなずく。

　クレープの生クリームがはみ出して、輝佳の鼻の頭についた。魅杏は「ひょい」と手を伸ばしてついたクリームを指で拭ふき取とり、そのまま自分の口に運んでしまった。それを見ていた輝佳はかあっと顔を赤くする。

「うへへ、かわいいのう」

　輝佳は「ぷいっ」とすねたように顔を背そむけた。




　おなかがくちくなったので、魅杏と輝佳は本来の目的を果たそうとする。クリスマスに必要そうなものを買っておくのだ。

「もうすぐ冬休みだってのに、うちの部はなかなか落ち着かないね。部長は詩しい舞まさんと一緒にどっか行っちゃったし」

「…………」

「零れい士じくんはずっと大変そうだし……」

「……ぅん……」

「無事に、クリスマス・パーティできるといいんだけどなあ。いつでも変わらず元気なのは晃生さんだけだね」

「……ぁ……ぉ……」

「ああ、たしかにあたしも元気か。って、似てないって！　何度も言わせないでよ！　あたしは密かに晃生さん苦手なの。だーかーらー、同どう属ぞく嫌けん悪おでもないんだってば！」

「ぁ……ぃ……な……」

「まあ、たしかに……晃生さんのことがすごく得意、って人もあんまり想像できないけどさ……」

　クリスマス・ツリーは一昨年買ったものが部室の倉庫に眠っていて、まだ使えるはずだ。必要なのは、パーティ用ケーキの予約と飾り付けの道具類。室内イルミネーション用の電池。サンタやトナカイの衣い装しよう。クラッカーやバルーンといったパーティグッズも忘れてはいけない。

　一通り買ったあと、輝佳は「駅前のヨドバシカメラにも行きたい」という意思を魅杏に伝えた。魅杏は首を傾かしげて「いいけど、どうしてヨドバシ？」と訊ねる。プレゼント交換のために買っておきたいものがあるのだという。

「なるほど。プレゼント交換。『誰に何を渡したい』とかぼんやり決まってたりするの？」

「……ぃぁぃ……ま……」

「そっかあ、千ち葉ば詩舞と友だちになりたいんだ」

　魅杏の言葉に、輝佳は子どものように素直にうなずく。

「詩舞さんみたいなかっこいい人に憧あこがれる？」

「……ん……」

「かっこいい、なんていっても、あたしよりってことはないでしょう」と、魅杏は親指を立てて自分の顔を指さす。そしてかっこいい瞬間を「決める」ために爽さわやかな笑顔。しかし──。

「…………」輝佳は、何を言っているんだこいつは、という冷たい顔をした。

「やめてぇテル、その顔やめて……心が折れそう……！」
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　上野にあるメンタルクリニック。そのカウンセリング・ルーム。式しき子こ先生による質問の時間がようやく終わった。詩舞は、思い出せる範囲でなるべく細かく答えた。

「……お疲れ様です。なんとなく、どういう状態なのかわかってきました。このまま引き続き、治ち療りようのほうに入りたいのですが、よろしいですよね？」

「治療、ですか」詩舞は驚おどろいた。今日はカウンセリングだけだと思いこんでいた。事実、式子の質問に答えるだけでも、詩舞のなかで何かが変わり始めていた。重要なのは自分が何を考えているのかではなく、何を考えないようにしているのか、ということ。

「本当はね、私だって乗り気じゃないんですよ」と式子。「精神医療はね、気長にやることが大事なんです。急いじゃ駄だ目めだし、はっきりと目に見えるような効果を期待してもよくない。ゆっくりと、経過を見ながら慎しん重ちように、というのが理想的」

　でも、と式子は言葉をつなぐ。

「鬼き一いちくんから、急ぐように頼まれてるんですよ。なにしろほら、君たちは命がけの戦いに身を投じている。一日でも早く、千葉詩舞さんを戦力として復帰させたい、ってね。ここが戦場だとすれば、多少の例外はあってしかるべきでしょう……」

　カウンセリング・ルームには、さらに奥へと通じるもう一つの扉があった。式子は詩舞にソファから立ち上がるよう促うながす。

「部屋を変えましょう。一つ、試してみたい療法があります。時間は……早ければ一時間ほどですかね」

「部長を待たせておいて大丈夫ですか？」

「今日は、最初から彼もそのつもりでやってきたはずですから。分厚い本を何冊も用意してきていると思いますよ」

「その、『試してみたい療法』に部長が同席するのはまずいんですか？」

「人の心は、量子力学みたいなところがあってね」と式子。「誰がどう観測するかによって、結果に影響が出るんです。精神分析は、第三者の視線が加わるだけで結果が変わってしまう。そこに共通点を見出して、一部の思想家や哲てつ学がく者しやは現代物理学にコミットしました」




　移った部屋は、病院の診察室ともカウンセリング・ルームとも雰ふん囲い気きが違った。一番近いのは、子供向けの遊ゆう戯ぎ場じようといったところか。柔らかい色調の部屋に、大きな棚とテーブルが設置されている。

　棚にはびっしりと、ゲームの駒こまや人形、建物や車両のミニチュア、動物や昆虫のぬいぐるみなどが用意されていた。人形は、リアルな造形のものから美少女アニメ系まで多種多様だった。

　テーブルはヒノキでできていて、まるで組み立てられたばかりのように木の香りがする。その上には、砂が薄くはってある箱が置いてあった。

　箱のサイズは五四センチ×七二センチ、高さ七センチ。

「この大きさが一番適当だといわれてるんですよ」

「この箱が？」

「今から、箱庭療法をやります」

「なんとなく名前は聞いたことがあります。でも、自分が受けるとは思ってもみませんでした」

「ローエンフェルトの世界技法をベースに、日本では河かわ合い隼はや雄おが一九六五年に導入し、広めていきました。発展させたのはユング派の心理学者たち。個人的には『フロイトに還かえる』べきだと思うんですが、箱庭療法はとても気に入っています」

「具体的には、私は何をすればいいんでしょうか？」

「簡単です。この箱庭の砂を使って島や地面を設定し、そこに詩舞さんが好きなように人形や玩具を配置していくんです」

「それだけですか？」

「それだけです」

　これは詩舞は知らないことだが、この部屋にある棚の中身は、普段よりもファンタジックなもの、戦闘的なものの比率が高くなっていた。それは、事前に式子と鬼一が相談した結果だった。少しでも、詩舞の失われた（ように見える）記憶を掘り返しやすくするためだ。そしてこのようなやり方は、式子にとって不本意以外のなにものでもなかった。クライアント──詩舞が抱えている特殊な事情さえなければ、こんな乱らん暴ぼうな診しん療りようは絶対に行わないところだ。人間の精神に関わることについては、どんなに慎重にやっても慎重すぎるということはない。

「この箱庭療法も、一回やっただけですぐに分析ができて、治療効果が期待できるようなものではありません。何度も繰くり返かえしますが、とにかく時間をかけなければダメなんです。そこで今日は、予あらかじめ『無理をする』と言っておきます」

　式子は続けて言う。

「ラカン風に言えば、現在『あなたは何かを知っている。しかし、自分が知っているということを知りたくないので、あなたは知らない』という状態です。その徴ちよう候こう、症状として戦うことができなくなっている。その抑よく圧あつを、なんとか取り除きたい」




　詩舞はまず、箱庭を作った。決められたサイズに区切られた、小さな世界に没入していく。子どものころに戻ったような、見習いの神様になったような奇妙な気分だ。

　あまり深く考えずに、まず建物から配置していく。城や砦とりで、壁かべのミニチュアを並べて、迷宮らしきものを構築していく。これは私が純粋にファンタジー好きだからだ、と詩舞は思う。剣を構えた女の子のフィギュアがあったので──これは、自分自身を投とう影えいしているということになるのだろう──これも使う。女の子の隣には、キリンのフィギュアも置いておく。

　女の子が武器を持っているということは、つまりそれは敵と戦うためのものであり、だとすれば箱庭には悪人っぽい人形やモンスターも置くべきだろう──。はっきり「置きたい」と思ってそうしたものもあれば、壁の裏側や城の陰には自分でもなぜそれを選んだのかよくわからないものもたくさんある。

「この箱庭のなかに、自分自身を意識して置いたものはありますか？」

　式子先生から質問がきた。詩舞は剣を持った女の子のフィギュアを指さす。

「なるほど。ところで、女の子の隣に置いてあるキリンには何か意味が？」

　ぬいぐるみのことを答えるのには（恥ずかしくて）抵抗があったが、相手はプロで、しかも自分を治療してくれるであろう人間なのだ。詩舞は正直に、詳細に答えた。

「壁の裏側に蛇へびが置いてありますね？　蛇は苦手な生きものですか？」

「この城にはモンスターが多く配置されていますね。どういう意味だと思いますか？」

「では、この城のなかにいる敵で、一番手て強ごわいやつはどれでしょう」

　式子は次々と質問してきた。答えていくうちに、詩舞は自分でも忘れていたような過去の出来事や、絶対に秘密にしておこうと心に堅かたく誓ちかった思い出まで披ひ露ろうしてしまった。




「さっき、私は無理をする、と言いましたね」と式子。

「はい」詩舞はうなずく。

「今回は箱庭療法だけでなく、オーストリアの精神科医モレノがまとめた『サイコドラマ』の手法も取り入れていきます」

「それは？」

「演劇とロールプレイングで内面、自己を見つめなおす精神分析、心理療法です。わかやすくいえば、詩舞さんが作った箱庭を舞ぶ台たいに、私と二人で『ごっこ遊び』『テーブルトークＲＰＧ』をやる、という感じでしょうか」

　詩舞は、急に自分の趣味の話が出てきたので眉を動かして驚いた。

「また、箱庭を作ってもらいます。ただし、次は最初から巨大な敵がいる迷宮をイメージしてください。あなたはそこに挑いどむ冒険者です」

「それだけだと、まだ『無理をする』という感じではありませんが」

「……私が今から提案するのは非常に危険なやり方です」今日初めて、式子がためらうような表情を見せた。「あなたが拒否するというのなら、治療はここで中断します。あなたにはそれを選択する権利がある」

「どういうことですか？」

「箱庭のなかに、前回の戦いで死亡した、あなたの学校の暗殺部をイメージしたフィギュアを置いて欲しいのです」

　詩舞の顔から一切の表情が消えた。しばらく、式子が言ったことの意味を頭のなかで転がしていた。すごくかたい食べ物を、口のなかで嚙かみ続つづけるみたいに。

　数秒か数十秒して、詩舞は式子の提案を完全に理解し、承しよう諾だくした。




　　　３




　式子の注文通りに、新しい箱庭を作り、死んだ四人の仲間のフィギュアを選んだ。部長は映画に出てくるチェーンソーの殺人鬼（なぜこれを選んでしまったのだろう？）。繭まゆ良らはふわふわの大型犬のぬいぐるみ。エディットはアニメ系のバニーガール。軍ぐん平ぺいは、ロボットに変形するドリルつきの装そう甲こう車しやの玩具。

「できました」

「それで大丈夫です。いきましょうか」

　式子は、小型のデジタルメトロノームをポケットから取り出した。そのデザインは、デジタルカメラに少しだけ似ている。スイッチを押すと、円筒形のスピーカーから「ピッ、コッ、コッ、コッ、ピッ」と硬質な音が流れて、規則正しいテンポを刻きざむ。

「メトロノームの音を数えながら、私の指先を見てください」

　式子は、危険な領りよう域いきに踏み込んでいた。精神分析、心理療法では「よほどのことがない限り使うべきではない」とされている催さい眠みん術じゆつを使ったのだ。催眠術の効果はマンガやドラマで描かれるほど便利なものではないが、サイコドラマとの相性は抜群だった。

「これを持っていて」

　さらに式子は、白衣の下から拳けん銃じゆうを抜いて詩舞に手渡した。

「……これは？」

「モデルガンです。ただし、いわゆる発火銃です。マガジンにはキャップ火薬がセットしてあるので、そこそこの銃声が出ます。でも、この部屋は防音だから大丈夫です。さあ、銃と箱庭に意識を集中してください……瞼まぶたを閉じて、体から力を抜いて……」

　丁てい寧ねいに誘ゆう導どうする。催眠術が効きいてきたタイミングを見計らって、式子は箱庭に黒く塗ぬった鳥のフィギュアを追加した。これが〈かげもず〉の役目を果たすはずだ。そしてもう一つ、詩舞を代理するフィギュアの横に、式子を代理する猫のフィギュアをそっと置く。いざというときのための、安全装置みたいなものだ。




　──いつの間にか、詩舞は夢のなかにいた。暗く、じめじめとした敵の城の地下を進んでいく。石の床や壁からは、かびのにおいがする。詩舞は冠かん葉ば原はら高校の制服の上に薄汚れた鎧よろいを着て、一メートルほどの長さの剣を両手で構えている。詩舞が先頭で、二番手が部長。三番手に繭良、四番手にエディット、最後尾が軍平というフォーメーションだ。仲間たちはそれぞれ詩舞が選んだ人形や玩具の姿をしていた。チェーンソーを持った殺人鬼が話しかけてきても、詩舞にはそれが桂かつら木ぎ宗そう谷やだと認識できる。詩舞、殺人鬼、ぬいぐるみ、バニーガール、装甲車という奇妙なパーティ。

　通路を進んでいくと、敵と遭そう遇ぐうした。凶悪なモンスター系のフィギュアの群れ。しかしそれが、詩舞には〈いるか人間〉の下っ端として映る。どうということはなく、殺せる。パーティは問題なく機能している。

「大したことないな」と宗谷。

「全然楽勝っぽいね」と繭良。

　詩舞たちはさらに城の奥へと進んでいって、突然開けた場所に出た。まるで密林のような中庭だ。木々や蔦つたが、命を飲み込もうと待ち構えている。詩舞の呼吸が苦しくなった。血が凍いてつく感覚。寒気が止まらない。動けなくなる。

　密林の影が何か異様な力によって命を吹き込まれて動き出した。それは影絵のようであり、煙のようでもあった。その影はたちまち黒い鳥の形になる。

　そして、襲おそいかかってくる。

　天敵に狙ねらわれた子羊の気分だった。慄りつ然ぜんとして手足がすくむ。手足がぴくりとも動いてくれない。心しん臓ぞうの鼓こ動どうさえ敵に制御されているような気がする。圧倒的に強い力を持った敵に対して、詩舞の意志とは裏腹に、全身の細胞が裏うら切ぎりをはかった。

　──あれは本物の〈かげもず〉ではない、と詩舞は理性では判断している。はっきりと覚えているわけではないが、本物の〈かげもず〉はもっと恐ろしい形をしていた。鳥に似ていたが、絶対に鳥ではなかった。そのはずなのに──詩舞の体はなぜか、あの黒い鳥を本物と感じている。式子の特殊な療法の影響に違いない。

　黒い鳥の長いくちばしが、詩舞の頭上を飛び越えて、宗谷の胴体をつまんだ。殺人鬼のフィギュアに大きなヒビが入る。黒い鳥──〈かげもず〉──はそのまま上昇し、中庭で一番大きな木の枝に宗谷を突き刺す。そこでぴくぴくと痙けい攣れんする、殺人鬼──宗谷？　生々しい血のにおいが詩舞の鼻び腔こうによみがえる。わかっていたことだ。彼が殺されるのを見るのは、これが初めてではない。

〈かげもず〉は次に、エディットを狙った。鋭するどいくちばしの先端が、バニーガールの首筋を切り裂く。失血死するまで、時間をかけてエディットを苦しみ悶もだえさせる。

　詩舞の体が動かない。ただ恐怖で体がすくんでいるだけではない。筋肉が鉄に変わってしまったようだ。超能力、念動力で体を固定される感覚とでもいうのだろうか。とびきり悪趣味なやり方で、仲間の死を見せつけられる。誰か助けて。お願い助けて。

　まるで魔法のように、一匹の猫が詩舞の目の前に現れた。その猫は紫とピンクの縞しま模も様ようで、『不思議の国のアリス』に登場するチェシャ猫みたいだった。猫は詩舞の肩にとびのって、式子先生の声でしゃべった。

「大丈夫!?　詩舞さん！」

「〈かげもず〉が来ました。みんな、殺される」

　そう言った詩舞は、一人で首を横に振る。

「違う、私だけ死なない……！」

　繭良も、軍平も殺されていく。想像を絶する無残な殺され方。詩舞の精神が限界を迎える。意識と記憶に激しい雑音。それを完全に思い出してはいけない。思い出せば、罪の意識に押し潰されてしまう。黒い鳥が人間の声で言う。『おいちい』

「お願い〈かげもず〉、私も殺して！」詩舞は絶叫した。「お願い……」

「ダメよ！　あなたは戦うの！」猫も叫ぶ。

「こんな剣じゃ〈かげもず〉は殺せない！」

「それは剣じゃない、銃よ！　ちゃんと〈かげもず〉を殺せるように、特別な力を持った弾丸が装そう塡てんされている拳銃なの！」

「──ッ！」

　猫の言葉通り、詩舞の手のなかで、一瞬のうちに剣が銃に変わっていた。式子先生の声でしゃべる猫は、幼いころからずっと大事にしてきたキリンのぬいぐるみに変身していた。詩舞は左手でぬいぐるみを抱きしめて、右手だけで拳銃を連射した。悲鳴に似た銃声。目ま映ばゆい光が黒い鳥を切り裂く。
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　催眠術で強化されたサイコドラマの世界から、現実のカウンセリング・ルームに戻る。

　詩舞がモデルガンを撃った瞬間、式子は〈かげもず〉を代理していた黒い鳥のフィギュアを叩き壊した。すかさずデジタルメトロノームを停止し、詩舞の手からモデルガンを奪うばい、箱庭をひっくり返し、催眠術を解とく。

「……私は……」

　詩舞は呆然とつぶやいた。

　眠っていたわけではないが、悪夢から覚めたときの顔をしていた。詩舞は口を半ば開けたまま、双そう眸ぼうから紅こう涙るいを絞しぼり出だす。詩舞は声を出さずに、ただ泣く。胸の内側で激情が膨ふくれ上あがっているのに、出口が見つからずに無音でくすぶっている状態だった。

「ごめんなさい……必要なことだったとはいえ……」

　式子は詩舞を抱きしめる。続けて彼女は、こんなものは心理療法とは呼べない、と言い訳めいた口調で言った。詩舞は、正しいやり方とはどんなものだろう、と思う。トラウマの世界に正解なんてあるのだろうか？　少なくとも詩舞は、式子のやり方で変わることができた。そう──何かが善よい方向に変わった。

　部屋に、拳銃を構えた部長──桂木宗谷ではなく、岡おか本もと鬼一だ──が飛び込んできた。

「どうしたの、血相を変えて。鬼一くん」

　式子は驚いて目を白黒させた。

「銃声が聞こえたので……」

　と言い、鬼一は式子が詩舞の手から奪い取った拳銃を見て、

「なるほど。発火式のモデルガンですか」

「この部屋は防音のはずなのに」式子はまだ驚いている。

「でしょうね。はっきりと聞こえたわけではありませんでした。でも、微かに……。俺は、火薬の爆発音だけは聞き逃しません」

「いい耳をしているんですね」

「……詩舞さんはどうですか？」と、鬼一は視線を式子から詩舞に移した。詩舞はまだ機械的に、極めてオートマチックに泣いている。

「反則技をいくつも使ったけど……」と式子。「彼女は〈かげもず〉に対して発砲することができました。今日使ったのはモデルガンでしたが、実戦でも本物の銃を撃てるようになっているはずです」

「……そうなんですか？」

　詩舞は訊ねた。何よりも、自分自身のことがわからない。

「あなたは撃てる。あなたは戦える」と力強く式子は言う。「そのために、アドバイスとおまじないがあるんだけど……」次は戦力として働くために。式子のアドバイスとは、詩舞が大事にしているぬいぐるみに関わることだった。そして、もう一つのおまじないとは──。















　冠かん葉ば原はら高校暗殺部の壊かい滅めつ。その穴を埋うめるために、急きゆう遽きよ周辺の大学に存在する暗殺部の精せい鋭えいによってチームが組まれた。残念ながら、大学暗殺部は高校暗殺部の二軍と言っていい。普通とは逆になるのは、主に〈生命躍動剤エラン・ヴイタール〉のせいだ。二〇歳を超えたところで、およそ半数の暗殺部員が〈生命躍動剤〉を使うことができなくなる。三〇歳を過ぎると、その比率はさらに低くなる。〈精神波探信音メンタル・ビンガー〉の精度も加齢とともに目に見えて落ちていく。

〈生命躍動剤〉は、その数は少ないものの、戦闘においてはまさに切り札だった。高い確率で使用者に超人的な特殊能力を与え、即死級の傷を負おっていない限り一瞬でどんなひどい状態からも回復させる。〈いるか人間〉は普通の人間よりもはるかに強きよう靭じんな肉体を持っているので、〈生命躍動剤〉がなければ戦いはあまりにも苦しい。また、命を危険にさらす暗殺部員にとっては、この薬が「使える」という安心感も重要なのだ。

　それでも、大学生の暗殺部には「経験」という強い武器がある。訓練に時間をかければかけるほど、兵士たちの力量は刃物のように研とぎ澄すまされていく。その日集まったのは、武装した大学生の男女七人。なかには、中学生のころから暗殺部をやっている強つわ者ものもいた。彼らの目的は、冠葉原高校の暗殺部が最後に向かった〈いるか人間〉の拠点らしき場所をもう一度洗い直し、手がかりを見つけ出すことだ。

　現在、冠葉原高校の暗殺部がどこでどう壊滅したのかはほとんどわかっていない。実は、殺されたという四人の死体はまだ全部は見つかっていない。唯一の生き残りである千ち葉ば詩しい舞まは、仲間の血を大量に浴びて、さらにバラバラに千切れた指や足首を両手で抱えている状態で発見された。詩舞の仲間が皆殺しにされたのは間違いないが、体の他のパーツがどこへいったのか、彼女一人だけがどうやって生き残ったのかはまだ謎なぞのままだ。詩舞の頭のなかに〈いるかの子ども〉が仕込まれたのではないか、と危き惧ぐするものもいたが、最新の医療設備や〈精神波探信音〉を駆く使ししてもその形跡は見つけられなかった。

　今日、正せい袈げ裟さ高校の岡おか本もと鬼き一いちが、千葉詩舞をメンタルクリニックに連れて行ったが、真相は明らかにならなかったそうだ（鬼一は、どちらかと言えば真相究明よりも詩舞の心の傷を癒いやすことを重要視していたという）。結局、普通の殺人事件のように、現場（と思われる場所）を片っ端から捜索するしかなかった。




　　　　　＊




　北きた島じまは敵の動きを読む能力は非常に優れている。その点だけは、〈ハクジラ戦闘類〉と呼ばれる武闘派エリートに属するバルケロと狩野かのうもまったくかなわない。

　北島の予測通り、人類側の刺客は現場の再捜索に現れた。そこにはすでに〈かげもず〉が待たい機きしている。

〈かげもず〉のことは、それを作り出した北島にもわからないことが多いという。バルケロと狩野の仕事は「よくわからないものを守るために、よくわからないものを調べに来る連中を殺す」こと。二人は、現場を見下ろせる建物の窓際にいる。バルケロが狙そ撃げき銃じゆうを伏ふく射しやの姿し勢せいで構えて、狩野は狙撃を補ほ佐さするためのスポッティングスコープをのぞいている。

　バルケロの狙撃銃は、ＳＲ‐25ライフルをベースにカスタムしたセミオートスナイパーシステムだ。口径は七・六二ミリ×五一。箱型弾倉に二〇発。サプレッサーつきで、リューポルド社製のスコープを、ナイツ・アーマメントのマウントに搭とう載さいしている。あちこちに街灯があるので、暗視スコープは必要ない。もともと〈いるか人間〉はかなり夜よ目めが利きく。

「残しますかね」とバルケロ。

「どうですかね」と狩野。

　人類側の刺客たち──数は七人──が、〈かげもず〉と遭そう遇ぐうした。

〈かげもず〉は前回、敵を一人だけ逃してしまったのだという。北島は、それが〈かげもず〉のミスなのか、それとも故意なのかを知りたがっている。だから、バルケロと狩野がわざわざこうして頭上から監かん視ししているのだ。

〈かげもず〉は強い。〈いるか人間〉の目から見ても異常な強さだ。人類側の刺客たちはかなりの精せい鋭えいのようだが、それでも戦いは一方的だった。それは、無む邪じや気きな子どもが積み木の家をあっという間に破壊する光景に似ていた。そして──理由はわからないが、〈かげもず〉はやはり一人だけ生かした。殺さずに、逃した。

「ああ、わざとなのか」バルケロはつぶやく。

「警けい告こく役やくを一人残すのかな……？」と狩野。「自分の恐ろしさを広めるために」

「さあ……そういうことを考えるタイプには見えないんですけどね、〈かげもず〉」

　北島からの指示は二つあった。一つは〈かげもず〉の行動を確認すること。もう一つは、敵を一人も生かして帰さないこと。「最後の一人」を〈かげもず〉が殺さないのなら仕方がない、かわりにバルケロがセミオートスナイパーシステムの引き金を絞しぼる。抑よく制せいされた銃声。弾丸がおよそ二〇〇メートルを飛翔。唯一生き残った人間の頭部を撃うち抜ぬく。

「ヘッドショット、さすがですねバルケロ」

「この距きよ離りで外すわけにはいかんでしょう」
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　バルケロと狩野は殺さつ戮りくの現場に移動した。

「派は手でに食い散らかすもんですね、〈かげもず〉は」狩野がつぶやく。

「でも、すぐに綺き麗れいになりますよ」とバルケロ。

　殺しの証しよう拠こを消す専門家集団〈掃そう除じチーム〉が、死体の後片付けと痕こん跡せきの消去を開始していた。塩えん酸さんと漂ひよう白はく剤ざいを使って、血けつ痕こんさえも現場には残さない。前回──冠葉原高校の暗殺部との戦闘は、北島にとっても予想外のことで、〈掃除チーム〉の投入が間に合わなかったそうだ。

　バルケロは、自分の足元に人間の爪が落ちていることに気づいた。まだ血がついている、肉から剝はがされたばかりの爪だ。バルケロはそれを拾って、「これ、落ちてましたよ」と一番近くにいる〈掃除チーム〉のメンバーに渡した。

「ああ」渡された男は慌あわてて頭を下げる。「すみません……！」

「いえいえ」自分が拾わなくても、いずれ〈掃除チーム〉の誰かが気づいただろうとは思う。
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　正せい袈げ裟さ高校の暗殺部は、東池袋で待ち合わせた。全員、「部活用具」持じ参さんの上で、昼の一二時に集合。終業式前日にみなで授業をサボって部活とは、なんとも因いん果がな学生生活だぜ、と一番最初に到着した鬼き一いちは小声でぼやく。

「しまったなあ……」

　待ち合わせ場所は、地下鉄の出入口から四丁目方向に少し歩いたコンビニの前だった。

　今日は、鬼一にしては珍めずらしく緊きん張ちようしていたのか、電車のなかや待ち時間に読むための本を忘れてきてしまった。鬼一には活字中毒なところがあり、ただぼんやりと突っ立っていることが苦痛で仕方ない。時間を確認すると、こういう日に限って約束の時間より三〇分も早く到着してしまった。慌あわてて近くの本屋に飛び込む。何かいい本はないか、と探す。残念ながら、あまり鬼一好みの本をそろえている本屋ではなかった。鬼一は海外文学と現代思想が好きなのだ。目を皿にして探して回ると、パオロ・バチガルピの『ねじまき少女』があった。そういえば気になってたんだよな、と鬼一は買おうとしたが、上下巻の下巻しかない。いくら探してもない。店員さんに訊ねてみたけど、やっぱりない。なんなんだよもう。

　それでもレイ・ブラッドベリの『華氏４５１度』があったので買った。昔図書館で読んだだけだったのでちょうどよかった。近くにある区立中央図書館まで行かずにすんでよかった。鬼一は待ち合わせ場所まで戻って、適当な建物の壁かべに寄りかかりつつ、文庫本のページをめくる。目から文字が流れ込んできて、午前中のコーヒーみたいに頭がすっとする。

　そうやって本を読んでいるうちに、魅み杏あん、輝てる佳か、晃こう生せい──そして千ち葉ば詩しい舞まの順番で部員たちが集まってきた。

「よう、部長。本なんかを読んでる場合かよ」

「晃生にはわかんないだろうけど、『本を読んでる場合』なんてものは存在しない。だからこそ読むんだよ。まあ、それはさておき……」

　零れい士じがちょっと遅れているようだ。




　零士は東池袋駅の地下通路で、例の変な女の子──芽め未み海みとばったり出会った。「こんなところでも会うなんてすごいねえー！」と芽未海が笑う。零士は笑えない。学校内で出くわすのならそれほど違い和わ感かんはない。高校はそれほど広い場所ではないからだ。しかし、これから〈いるか人間〉を殺す部活に向かう途中に、ということになると、これはただの偶然ではすまされない気がしてくる。何かおかしい。何か引っかかる……。

「それは？」芽未海が、零士の大荷物に目をとめた。

「部活の道具」零士は答えた。噓うそではない。

「今から部活なんだ。学校をサボって？」

「学校をサボってるのはそっちも同じだろ」

「にへへ」芽未海は幼い男の子みたいに笑う。「サボって部活。さぼかつだ」

「そっちは、何をしてたんだ。こんな時間に、東池袋なんかで」

「北きた島じまさんがやってる仕事の手伝いだよ」

「北島さん？」

「あ、ごめん。知ってるわけないか。あたしの親しん戚せきのおじさん」

「なんの仕事？」

「あたしにもよくわからないんだ」

　仕事を手伝いにわざわざこんなところまでやってきて、何をやったのかは本人も「よくわからない」という。違和感が膨ふくらむ。このまま放っておいてはいけない気がする。しかし、待ち合わせの時間にはもう少し遅れているくらいだ。

「今日の夜、会おう」零士は強く言った。

「へ？」

「ちょっと話したいことがある。大事な話だ」

「いいけど……なんだか急だねえ、ふかれいは」

「そのふかれいって呼び方あんまり好きじゃないんだって。とにかく、あとは夜にまた」

　携けい帯たいのメールアドレスを交換する。あとで必ずメールする、と言って、零士は芽未海と別れた。大急ぎで待ち合わせ場所に向かう。

　なぜこんなに引っかかるのか──零士は自問した。芽未海と零士には、大きな共通点がある。裕ゆ佳か梨りを失った、ということ。零士は、彼女が裕佳梨とどの程度の友人だったのかを知らない。芽未海も、零士と裕佳梨の関係を知らない。──もしかして、芽未海ともっと話をしたいのか。聞き出したいのか。零士が知らない、裕佳梨のことを。

　それは心の傷口に塩を擦すり込こむような行為なのか、芽未海と傷をなめ合うような行為なのか──それとも、これから先の人生を進んでいくために必要な儀ぎ式しきなのか。目の前に現れた分ぶん岐き・選せん択たく肢しは、失敗すれば致命的な何かにつながるような気がして、零士は尻込みしてしまう。




　気持ちを切り替えなければいけない。芽未海のことはたしかに引っかかることばかりだが、それは今晩改めて彼女に直接質問すればいい。零士がここで悩んでも、芽未海について新しい事実が出てくるわけもない。

「遅いよ、零士くん」顔を合わせると、鬼一にそう言われた。

　他の部員はすでにそろっていた。千葉詩舞もいた。彼女は、やたらと大荷物だった。大きめのリュックサックにスポーツバッグが二つで、両手がふさがっている状態だ。海外遠征に行くわけじゃないんだから多すぎるだろ、一人でキャンプでもするつもりか、爆弾や対人地雷でも持ってきたのか……と零士は訝いぶかる。

　零士も含めて六人。これが正袈裟高校の暗殺部の戦力。集まるときはバラバラだったが、帰りには「ドライバー」の車を使う。彼女は暗殺部が契けい約やくしているプロの運び屋だ。本名は不明。依頼し、前金を振り込んだら、確実に仕事をしてくれる。どんなルートでも、たとえカーチェイスがあろうと、必ず時間通りに車を走らせる。すでに、近くに待たい機きしているはずだ。

　移動しながら会話を交わす。

「昨晩深夜──日付の上では今日の午前一時か二時ごろ、大学生の暗殺部員たちが現場の再捜索を行った」鬼一が説明する。

「現場？」思わず聞き返す晃生。

「冠かん葉ば原はら高校の暗殺部が壊かい滅めつした地点、正確には千葉詩舞さんの発見地点」

　そうだった。零士は戦せん慄りつした。詩舞は東池袋で、四人の仲間を失ったのだ。そう考えると、彼女が置かれた状況は過か酷こくなものだった。零士は自問する──自分に、彼女と同じことができるだろうか？　できないような気がする。

　急に詩舞のことを見直した。裕佳梨を失って、零士は自分の街から逃げ出した。そのあとジェットコースターに飛び乗ったみたいに激しい戦闘が起きて、仇かたきを討うち、勢い任せで前線に復帰することができた。彼女は違う。表情が乏とぼしいのでわかりにくいが、詩舞も内心は必死なはずだ。いくら記憶が混乱していても、恐怖は体に刻きざみ込こまれる。そのことを零士はまさに身体で知っている。それを克こく服ふくするのには、強い意志の力がいる。

「で、その大学生のチームがどこかで襲しゆう撃げきされた。死体はまだ見つかってないが、全員と連絡がとれない。誰も生存していないか、生きていたとしてもすでに廃人同様だろう。〈いるか人間〉は捕ほ虜りよを信じられない方法でいたぶる。どの道長くは生かさない」

「『どこかで襲撃された』……つまり、正確な場所はまだわかっていない」と詩舞。

「その通り。しかし、手がかりはある。冠葉原高校暗殺部が向かった地点、唯一の生き残りである詩舞さんが発見された地点、それぞれの暗殺部が連絡を絶った地点……点と点を結んで範囲を限定し、さらに〈精神波探信音メンタル・ビンガー〉での絞り込みの結果、〈いるか人間〉の拠きよ点てんがほぼ特定できた」

　鬼一は足を止めた。

「その拠点っていうのが、ここだ」

　閑かん静せいな住宅地のど真ん中だった。周囲はアパートやマンションが多く、少し離れた場所を都電荒川線が走っている。鬼一が〈いるか人間〉の拠点だと言った建物は、外観は大きめの図書館に似ていた。塀へいで囲まれていて、広い庭がある。正門には「青少年グローバル・マインド育成センター」という看板があがっている。暗殺部の部員たちは、目立たないように曲がり角や自動販売機の陰に身を隠している。昼間なので、露ろ骨こつに「人目を避さけている」という感じがしないように、高校生が行くところもなくだらけているようなさり気なさを装よそおっている。

「育成センター？」ピンとこなかったらしい、魅杏が首を傾かしげる。

「隠かくれ蓑みのだね」と鬼一。「それも、かなり完成度の高い隠れ蓑だ。〈いるか人間〉たちはこの施設に疑うたがいの目が向かないように、執しつ拗ような偽ぎ装そう工作を行っていた。この周辺で〈いるか人間〉が事件を起こしたことはほとんどない。今なら、それが逆に不自然だと思える。池袋はやつらの活動が比較的活発な地域だからだ。

　このセンターは学がく習しゆう塾じゆくの進化形みたいなやつでね。社会学や経済学の基礎、語学、そしてマーケティング理論なんかを学生向けに教えているらしい。いくつもの大企業がスポンサーになっていて、ここで優秀な成績を収めると、そのまま就職に有利になるということもあってすごく評判がいい。目指すは高収入。ビジネス用の英語もしっかりやって、グローバルな人材を育成するとかなんとか……。ちょっとネットで調べたくらいだけど、俺はどうにも気に入らない」

「気に入らない？」と零士。

「ああ、社会学や語学を、金かね儲もうけの手段としか考えていない感じがする。『グローバルな人材』って言葉も、俺はうさんくさいと思う。『英えい語ご圏けんの文化や人間には興味がないが、そこで金を稼ぎたいだけ』という本心が透けて見える。『就職に有利』という宣伝文句も、人間の牧場みたいに感じる。子供たちにビジネスマインドを教えます、政治経済塾です、ビジネス用の英語です、これからはグローバルです──『一見正しく見えるが、根源的に邪悪な団体』だ」

「部長は根っこがチェ・ゲバラだから」そう言って晃生が皮肉っぽく笑う。

「俺は武装革命なんて興味ないよ」鬼一は苦笑する。「高学歴高収入を目指してはいる。お金のことを憎んでいるわけでもない。ただし、お金──通貨の本質を理解しようとしない人間が多すぎるのは、ちょっとどうかと思うんだ」

「お金の本質？」引っかかった。

「気になる？　零士くん」

「はい、少し」

「長くなるから、今回の作戦が終わったらその話をしよう」

「はい」話の先が気になる。この作戦で死ぬわけにはいかなくなった、と零士は思う。
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「私はこの建物に入ったことがある……」

　詩舞が、ここではないどこかを見ながらつぶやいた。

「そうだ」鬼一はうなずく。「冠葉原高校の暗殺部は壊滅した日、このセンターに密ひそかに潜せん入にゆう。偵てい察さつしていた。しかし、そのときは『特に何も発見できず、空振り』という報告をしている。この建物を調べたあと、冠葉原は襲撃された」

「敵はつまり、冠葉原の動きを読んでいて……」零士は考えながら言う。「潜入、偵察には気づいていたが、あえてこのセンターでは襲撃しなかった。ここが重要な拠点だと露ろ見けんするのを嫌がって、冠葉原が離れていくまで待った」

「ぉ……ぅ……ん……ょ……」輝佳がもごもごと何か言った。

「どうして冠葉原の動きが読まれたんでしょう？」と、魅杏が翻訳。

「どこかの屋おく上じように、敵の見張りがいたのかもしれない」鬼一が答えた。

「〈いるか人間〉が見張りを立てますかね？」零士は疑問。

「最近、〈いるか人間〉のなかにも戦闘エリートがいることが確認された」と鬼一。「そいつらは、高度に計画的な戦闘を行う。見張りくらいは不ふ思し議ぎじゃない。それに、ビルギッソン・レイキャビク学派と呼ばれる集団もいるらしい。〈いるか人間〉の知的エリート層を自称しているとかなんとか。彼らがどの程度知的かはさておき、レイキャビク学派の指揮官がいれば、手て強ごわいのは間違いない」

「このセンターの責任者が、そのなんたら学派の〈いるか人間〉？」と魅杏。

「まだ確定じゃないが、その可能性は高い。センター長の名前は北島佐さ斗と司し。まだ若いが、他にもいくつか会社経営に関わっている」

「すみません」

「ん？」

「今の名前を、もう一度言ってください」

「北島佐斗司」

　聞き間違いではなかった。部長は「北島」と言った。零士の足元がぐらついた。芽未海は「北島さんがやってる仕事の手伝い」だと言っていた。同一人物なのだろうか？

　──「あたしの親戚のおじさん」「よくわからない仕事」

　同一人物だとすれば、今まで芽未海とすれ違ったのはすべて、偶然ではなく必然だったということになる。いやいやいや、待て待て、と零士は自分自身の思考にブレーキをかける。北島という苗字は、よく見かけるということもないが、珍しいというほどでもない。あとで芽未海に「親戚のおじさん」の下の名前を聞いてみればいい。それではっきりする「どうした？」鬼一が零士の異変に気づいた。「まさかとは思うが、知り合いか？」

「いえ……たまたまかもしれません。あとでちょっと調べてみます」

「無理はしないように」

「はい。今は、作戦に集中します」

　仮に、これから殺しにいく「北島佐斗司」と芽未海の「北島さん」が同一人物だとしよう。それでも、芽未海が〈いるか人間〉のことを知っているとは限らない。ただ単に彼女がこのセンターに通っていて、手伝った仕事というのも〈いるか人間〉とはまったく関係ないことかもしれない。彼女が何も知らないのなら、それでいいのだ。




　朝のうちに、部員たちには施設の見取り図がＥメールに添てん付ぷという形で行き渡っていた。青少年グローバル・マインド育成センターは、二階建て、地下一階構造ということになっているが、それは偽装工作の一つで、本当は地下も二階まであるらしい。暗殺部をバックアップしてくれている大人たちが必死に調べあげてくれた結果だ。残念ながら、冠葉原高校の暗殺部は地下二階のことを知らなかった。敵はそこに身を潜ひそめて、〈かげもず〉とともに奇き襲しゆうの機会をうかがっていたのだ。

「どう突入します？」と零士。

　具体的な作戦立案になると、やはり鬼一が頼りになる。

「出入口は、大きなものは三箇所。正面・強化ガラスの自動ドアと裏口のスチール製ドア。そして、シャッター式の職員用荷物搬はん入にゆう口ぐち。ガラスを割って窓から、というのもある。カメラ、防犯装置は動いているだろう。スピード勝負になる」

「冠葉原や大学生のチームみたいに、待ち伏せ、奇襲を食らう可能性は？」

「大学生がやられたのはまだ昨晩のことだ。またすぐに仕掛けてくるとは向こうも思ってないはずだ」

「敵がもう逃げた可能性は？」

「敵はまだ、拠点の偽装工作が見抜かれたことを知らない。敵は恐らく、それほど慌あわてる必要はないと考えている。ここに勝機がある。俺たちは六人。二人一組のチームを三つ作る。今日は、魅杏も狙そ撃げきではなく近接戦闘だ」

「オッケー、あたし、そっちも超イケるよ」

　そう言ってから、魅杏は舌をぺろっと出して急に可か憐れんさをアピール。

「俺と晃生。テルと魅杏。詩舞さんと零士。これで三つに分かれる」

「僕と詩舞さんですか？」零士は思わず反発。

「俺はね、いいコンビになると思うんだ。二人は」

　そして鬼一は幼い弟妹を見守る兄のように微笑ほほえんだ。

「…………」いいコンビになる？　その言葉が、零士にはなんだか絵空事だと思えた。綺き麗れいな円盤と円盤を組み合わせても、かっちり嚙かみ合あうことはない。傷ついた円盤は「歯車」のようにでこぼこして、歯車同士ならば上う手まくはまることもある。鬼一が言いたいのはそういうことだろう、と零士は解釈した。だが、たとえ歯車同士でも、あまりにも凹凸の形が違うと悲ひ惨さんな故障を招く。悲鳴のように軋きしんで最後は粉々になるのだ。

「俺たちは正面玄関に近い窓からいきたい。テルと魅杏は裏手の窓から。詩舞さんと零士は……二階の窓からって、いける？」

　──気軽に言ってくれるよ。

「いけます」零士より先に詩舞がＧＯを出した。

　目もく撃げき者しやが出ても、よほどひどい失敗をしない限り、警けい察さつが隠いん蔽ぺいしてくれる。それぞれ武器を取り出し、無線をつける。主しゆ武ぶ装そうのライフルやショットガン。副武器は全員サプレッサーつきの拳けん銃じゆう。薄手の防弾ベストとタクティカルベストを重ね着する。ベストには予備弾薬の他に、閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんを用意。ドライバーの車──トヨタのミニバン、最大八人が搭とう乗じよう可能──が近寄ってきてくれたので、装備を運ぶために使ったバッグなどを預ける。

　昼間なのでゲートが開いていた。抜けると、すぐに警けい備び員いんの詰所──いわゆるガードマンボックスがあった。その名前通り、箱のように独立した建築物だ。小さな交番・派出所にも似ていて、なかに警備員が三人いる。隠しているが、全員銃を持っている。ここまで近づけば、あとは表情と気配でわかる、〈いるか人間〉だ。

「時間を合わせて。窓を割るまでは一応銃声は鳴らさずに行こう」

　零士と魅杏はサプレッサーつきのＳＩＧ・ＳＧ５５２コマンドをしっかりと構えた。詩舞のＭ４Ａ１カービンライフルも、今日はバヨネットではなくサプレッサーが先端についている。他の部員たちは、主武装にサプレッサーをつけていないので、副武器の拳銃を構える。

　全員で一斉に発砲する。

　大量の弾丸が、ガードマンボックスの壁を貫通して警備員たちに襲いかかる。軽快な音を立てて壁に次々と穴が開き、吹雪のように破片が飛び散る。箱のなかはたちまち血の海。着弾とともに警備員たちは痙けい攣れんし、肉片が弾ける。〈いるか人間〉たちはタフなので、体──特に頭部──を徹てつ底てい的てきに破壊しないと安心できない。結局、一いつ斉せい射しや撃げきが一段落したところで鬼一と晃生がガードマンボックスのなかに入り、倒れた警備員たちの頭部に三発ずつ撃ちこんでとどめを刺す。

　鬼一は拳銃の弾倉を交換しつつ、

「ここで三組に分かれるぞ」
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「なんてこった、人間どもはしつこいな……」

　北島は苦い顔で〈ハクジラ戦闘類〉の二人をセンター長室に呼び出した。バルケロと狩野かのうは、この施設で寝泊まりしている。

「敵てき襲しゆうですか」バルケロはあくびをした。「ここ最近慌ただしいですな」

「すでに警備員が三人やられた。部下の〈いるか人間〉たちを要所要所に配置している」

　三人減っても、このセンターには北島の部下が一五人はいる。

「〈かげもず〉なしじゃ、あの連中で人間側の精せい鋭えいを相手にするのはきついでしょう」狩野は言った。あの連中とは、普通の〈いるか人間〉たちのことを指している。「人数で勝っていても、どうにもなりません。一人一人が好き勝手にやりたがっている。適当にやって勝てると思っている」

「〈かげもず〉は一日に何度も使えるもんじゃない。今日は君たちに活かつ躍やくしてもらう」

「もちろん。少し退たい屈くつしていたくらいですので」

　バルケロが白い歯を見せて笑った。その笑顔はあまりにも爽さわやかすぎて、逆に笑顔には見えなかった。ティラノサウルスが狩りを前にして笑っても、人間にはそれが笑顔だとはわからない──そんな感覚だ。

　バルケロと狩野はすでに武装を整えていた。バルケロは、ＰＫＰペチェネグ機き関かん銃じゆうを脇に抱えている。口径七・六二ミリ×五四Ｒ。ベルトリンク二五〇発を箱型弾倉に収納。機関銃をアサルトライフルのように軽々と持ち歩くのは〈いるか人間〉の特とく徴ちようだ。さらにバルケロは、カランビットと呼ばれる接近戦用ナイフも隠し持つ。その小型ナイフは、敵の急所・動脈を的確に切り裂く猛もう禽きん類るいの爪だ。

「やっと殺し合い、待ちかねた殺し合い、今日はすごくいい日……」

　突然、狩野が歌い始めた。北島が目を丸くする。

「なんなんだ」

「歌です」とバルケロ。その落ち着いた声が、狩野の行動が初めてではないことを示していた。「〈いるかの歌〉〈いるかソング〉〈Ｄドルフイン‐ポップ〉〈いるか人間名曲コレクション〉〈いるかヒップホップスタイル〉……狩野は楽しくなってくると歌が抑えられないんですよ。そういう性しよう分ぶんですね。私がたまに男を犯したくなる衝しよう動どうを我が慢まんできないのと同じです」

「我慢できないのか？」

「はい。気がついたら大変なことになっていることが多いですね」

「〈ハクジラ戦闘類〉は見かけによらないな……お前に犯されたらどうなる？」

「はい。興こう奮ふんしすぎて、ついうっかり肛門から縦に引き裂いたことがあります。『うっかりバルケロ』と呼んでください」

　狩野は歌い続ける。「会いたかったのに会えなかったのはずっとそこに検問があったから残念だね刑務所も警察もなければ二人はもっと自由だったのにねあっても人は殺すけどねだって殺し合いはすごく楽しいからね……今日はすごくいい日晴れ時々曇くもり……争いのない世界を想像殺し合うための武器を創造世界各地で紛争と騒動」

　狩野の主武装はＡＫ１０３アサルトライフルのカスタムモデル。レイルシステムやダットサイトを追加後、バヨネットまでつけている。口径七・六二ミリ×三九。狩野もバルケロと同じく、接近戦用の武器を装備。それは腰にぶらさげたいくつかのナックルダスター（メリケンサック。拳こぶしにはめて使う金属製の武器）だ。二人とも接近戦が好きなのだ。

〈いるか人間〉は総じて敵の血を浴びるのが好きであり、できる限り近い距きよ離りで敵を殺すことを望み、それに関しては〈ハクジラ戦闘類〉の二人も例外ではない。

「いい歌だな」

　北島が褒ほめると、狩野は急に歌を止めた。台本を棒読みするような調子で言う。

「上手いでしょう？　ふふふ」




　　　４




　三組に分かれたあと、零士は詩舞と行動している。零士はまだ納なつ得とくしていない。していないが、それでも一度作戦が始まったらとにかく皆に迷めい惑わくをかけないように体を動かすしかない。それにしても、部長は「荒あら療りよう治じだったみたいだよ」と言っていたが、たった一回だけ精神科に通ったくらいで、あれほど深刻な症状が治ち癒ゆするものだろうか。詩舞がまた戦闘中に硬直したら、もうフォローできない。そうなったら、彼女は無惨に死ぬのだ。──裕佳梨さんみたいに。

　部長の言葉を思い出す──君は千葉詩舞のことを心配しているんじゃない。死体が増えるのを怖がっているだけだ。

　ひどい言い草だ、と思う。しかし、痛いところをつかれたのも事実だ。零士は詩舞のことを信頼していないし、詩舞を仲間と認めていない。簡単に言えば足手まといであり、ただ零士に新たなトラウマを植え付けるためだけにやってきたように感じている。

　これが逆の立場だったなら、さぞかし腹が立つことだろう。すべてを自分中心に考えているようでもある。当たり前の話だが、詩舞は零士のために生きているわけではないし、零士のために死ぬはずもない。彼女は自分の意志で〈いるか人間〉と戦うためにここにいる。

「ごめん」

　ごく自然に、零士の口からその言葉がこぼれた。

「はい？」と詩舞が訊き返してくる。

「なんでもない」

　──自分の目で、たしかめてみよう。本当に荒療治が上手くいったのかどうか。




　青少年グローバル・マインド育成センター。地上二階、地下二階構造。零士と詩舞はその建物の側面に回り込んだ。正面から鬼一たちが、裏からは魅杏たちが突入する。今回は全員窓から侵入する。

　零士は建物側面の壁にはりつくエアコンの室外機を見つけた。ちょうどいい踏み台になりそうだ。二人いるので、さらにどちらかを踏み台にして、二階の窓から侵入できるだろう。零士は時間を確認する。窓には防犯装置がついていることが多いし、大きな音が出ることもあるので、突入はタイミングを合わせないといけない。あと一分。

　そのときだった。詩舞が奇妙なことを始めた。彼女は武器を一度地面に置いて、わざわざ背負ってきた大きなリュックサック（そういえば、邪じや魔まになりそうな荷物なのにどうしてドライバーの車に預けなかったのか、零士は不ふ思し議ぎだった）の口を開けたのだ。そしてなかから取り出したのは新たな大型武器──ではなく、信じられないことにぬいぐるみだった。年季の入ったキリンの可か愛わいいぬいぐるみだ。詩舞は恥ずかしそうに顔を真っ赤にして、「本当にすみません……！　これは精神科医の先生に言われたんです。噓うそじゃないです」と言い訳した。零士は呆然とその光景を見つめていた。

「……あまり見ないでください」

　と、詩舞は潤うるんだ目でぬいぐるみを強く抱きしめる。

　異常な行為だが、それが彼女に必要なことはなんとなく零士にも伝わってきた。闇やみに怯おびえる少女が、ぬいぐるみを通して一度解体され、再構築されていくのがわかる。ぬいぐるみは、記憶が混乱していた時期を「すっ飛ばし」、過去の一番強かった時期の詩舞と現在の詩舞を「つなぐ」役目を果たしている。

「よし、大丈夫です」

　と、詩舞はぬいぐるみをリュックサックに片付けた。かわりに両手でしっかりとライフルを構える。古い映画には棺かん桶おけを引きずっているガンマンがいたし、巨大な十字架を背負うガンマンが出てくる漫画もあったが、ぬいぐるみを背負って戦うガンマンは零士も聞いたことがない。

「でかすぎるよ。その荷物」

「じゃあ……ここに置いていって、帰りに回収します」

「次からは、事前にそういうことが必要だって言っておいてくれ。そうしたら、ちゃんと時間をとるから」

「すみません」

　回収する余裕はあるだろうか。仮に回収できなくても、暗殺部の活動は秘密裏に政府によって保護されているので、現場に痕こん跡せきを残していってもどうにか警察が上手く処理してくれることが多い。とにかく、零士が戸と惑まどっていても時間は正確に進んでいく。突入時刻まであと一〇秒。

「私が踏み台やりますね」と、それが当然のことのように詩舞。たしかに、身長は詩舞のほうがだいぶ高い。昔に比べてコンプレックスはずいぶん和らいだ零士だが、こういう態度をとられると引っかかる。

「僕が踏み台でいい」

「でも」

「確かにそっちのほうが背は高いけど、僕がどれだけ鍛きたえてると思ってるんだ。体重七〇キロまでくらいならどうにかなる。早くしてくれ」

　零士は有無を言わさず室外機の上に立ち、足を踏ん張った。まず両手をしっかりと組んで足場を作った。詩舞は遠えん慮りよがちに手の足場に右足をかけ、零士の肩に左足をのせる。そこからぐっと体重がかかってくる。零士は「やっぱりちょっときついな……」と思いつつ、しかし絶対にこうするべきだったという気持ち自体は揺るがず、一七〇センチをオーバーしている詩舞をしっかりと支える。空手をやるという詩舞は、下着の心配をせずハイキックを打つためだろう、ミニスカートの下に水着のような赤いレーシングショーツをはいていた。そのせいもあって、雰ふん囲い気きが海外の陸上選手っぽい。

　時間になって、無線で最後の突入指示を確認。零士の上で詩舞はカービンライフルを構え、窓ガラスの錠じよう前まえのあたりに狙ねらいをつけた。詩舞が発砲する。三発撃って錠前の金具を吹き飛ばし、弾だん痕こんを穿うがつ。素早く詩舞はカービンをスリングで肩にかけて脇に回し、フルオートのグロックに持ち替える。詩舞は右手で拳銃を持ち、左手で窓を開ける。

「よっ、と……」

　詩舞は零士の肩を踏んで、窓枠を乗り越えた。センター二階の通路に降り立って、銃口を左右に動かして周囲の安全を確保。この建物に入った以上どこにも「安全」はないのだろうが、少なくとも数十秒の余裕はありそうだ。詩舞は拳銃をホルスターに戻し、窓から身を乗り出して手を伸ばす。その手をつかんで、零士も屋内に入る。二人ともそれぞれの武器を構えて、違う方向を警けい戒かいする。零士はカービン、詩舞は拳銃。

　詩舞の構えは、接近戦に特化したもの。極端に肘ひじを曲げ、銃を顔に近づけている。

　短い通路だ。トイレと給湯室があり、すぐ先に曲がり角がある。零士が男子トイレを、詩舞が女子トイレを捜そう索さくする。クリア。誰もいない。給湯室を零士がチェック。この部屋もクリア。詩舞が曲がり角の先に敵がいないか確認する。

　──と、そこで敵と遭そう遇ぐう。鉢合わせだ。

「──ッ！」

　アサルトライフルを構えた〈いるか人間〉の若い男が忍び寄ってきていた。零士は肝きもを冷やした。距離が近い。詩舞と敵との間合いは、一メートルほどもない。普通ならどうやっても相討ちにしかならないタイミングだ。

　次の瞬間、詩舞は目にも留まらぬ速さで敵に向かって踏みこんだ。左手の手刀でアサルトライフルの銃口を払いのけ──きびきびとした空手の受け技の動きだ──、拳銃のマズルスパイクを敵の顔面に叩きこんで鼻び骨こつを粉ふん砕さいする。さらに前まえ蹴げりで敵を突き飛ばしたあと、両手で拳銃を構え直し、引き金を絞しぼる。五発の連射で、〈いるか人間〉の喉のどから頭部にかけてを確実に破壊する。

「…………」

　零士は感かん嘆たんのため息をつきそうになった。エクストリームなＣＱＣ。言葉で聞いただけだとピンとこなかったが、今なら彼女の凄すごさがわかる。あの距離で、あのタイミングで、出合い頭の戦闘を無傷で切り抜けるなんて、とてつもない戦闘技術だ。

「すごい」

「まだ、本調子ではないです。でも、体は動く」

　この前の、戦闘中に硬直してしまった詩舞とは違う。トラウマが完治したのかどうかはわからないが、少なくとも彼女は再び戦えるようになった。
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　正面玄関に近い場所の窓ガラスを破壊して侵入した鬼一と晃生。玄関には大勢の〈いるか人間〉──八人はいる──が集まりつつあり、今回は正攻法を使わなくてよかった、と鬼一は思う。鬼一は愛用のデーウー社製ＵＳ・ＡＳ12オートマチック・コンバット・ショットガンを、晃生はウルティマックス１００ライトマシンガンを構える。正面玄関の敵を横から突くことができる。

　鬼一のコンバット・ショットガンは、フルオートで一二ゲージの装そう弾だんをばらまく。散らばる粒りゆう弾だん。一発の装弾に、直径八・三八ミリの粒弾が九発──虐ぎやく殺さつの豪雨だ。

　大量の散弾を脇腹に食らった〈いるか人間〉の男が、トラックにはねられたかのように「グルンッ」とひっくり返りながら吹き飛んだ。折れ曲がった骨と内ない臓ぞうが露ろ出しゆつする。肉眼で確認できた心しん臓ぞうにとどめの一発。拳銃弾と違って完全に破壊できる。胴体に大穴が開いてほとんど千切れそうだ。

　また別の敵の頭部に散弾を当てる。大量の弾丸は凄すさまじいハイパワーのミキサーとして働き、〈いるか人間〉の頭部をズタズタに引き裂く。頭ず蓋がい骨こつ、脳にまで鋭い「切れ目」が入る。

　晃生は一〇〇連発のドラムマガジンを撃ちまくる。七、八発撃ったら、反動で銃口がぶれているので照しよう準じゆんを修正。なにしろ弾の数が多いので、主に晃生が鬼一の弾倉交換をフォローする。二人の連れん携けいは完かん璧ぺきだ。たとえ敵が遮しや蔽へい物ぶつ──柱や飲み物の自動販売機や正面玄関の受付カウンター──に身を隠しても、晃生が何発も撃ちこんでいくと向こうは我慢できなくなって必ず飛び出してくる。そこに「待ってました」と鬼一がショットガンの散弾を放つのだ。

「今日の晩飯はタイのカレーがいいな」唐突に、鬼一が言った。

「え!?　なに!?」思わず訊き返す晃生。

「晩飯だよ。聞こえただろ。リロード！」言いながら、鬼一はショットガンの弾倉交換作業に入った。その隙すきを晃生がライトマシンガンを腰だめに構えた牽けん制せい射撃でフォロー。鬼一は空からになった弾倉を大きなポウチに突っ込んで、新しいものをかわりにさしこむ。ショットガンの射撃を再開。

「グリーンカレーとトムヤムクンが食いたい」

「俺は焼肉とかの気分だったんだけど、まあ鬼一がそう言うなら」

「こんな話してたらもう腹が減ってきたな」

「お前がメシの話を始めたんじゃないか、まったく」

　二人が口を閉じると、死の静せい寂じやくが訪れた。血にまみれた肉のかたまりが正面玄関ホールに散乱している。その上を歩くと、グチュグチュと生理的な嫌けん悪お感かんを催もよおす音が出る。ほとんど原形を留めていない死体が多いので、断言することはできないが、最初に見つけた八人は全員殺したはずだ。その静寂は、二階からの銃声で破られた。建物の裏手からも銃声が聞こえてくる。他の四人も戦っている。

　もしかしたらこのまま楽勝で終わってくれるのではないか──そんな鬼一の甘い期待に冷水を浴びせるかのように、近くで凄まじい銃声がした。鬼一と晃生は慌てて伏せて、ホールに設置された背もたれ付の長なが椅い子すの陰に転がりこむ。

　カマキリのような異相にメガネをかけた黒い高級スーツの男と、髪かみが短い初老の外国人男性。外国人は白いワニ革のトレンチコートを着込んで、なんとなく俳優のリーアム・ニーソンに似ている。カマキリ男の武器がアサルトライフル、リーアム・ニーソン似の武器は機関銃だ。彼らをちらりと見て、鬼一は「他の連中とは違う！」と感じた。噂うわさに聞いた「戦闘エリート」だという可能性もある。




　天てん井じようが高く、教室程度には広い正面玄関ホールで、鬼一たちがやってきたのとは別の通路からカマキリ男とトレンチコートの外国人が近づいてくる。鬼一と晃生も物陰から撃ち返すが、その直前に敵はどちらも、受付カウンターに飛びこんで身を守る。一五メートルほどの距離で激しい銃撃戦に。

「厄やつ介かいそうなのが来たな！」鬼一は叫んだ。

「俺にはちょうどいい相手だ！」と晃生。

　外国人の男が機関銃の弾丸をばらまいた。箱型弾倉を見れば、晃生よりもさらに多くの弾丸を用意していることがわかる。

　鬼一たちが長椅子の陰に釘付けにされていると、その隙をつくようにしてカマキリ男が突っ込んできた。

「！」晃生は、仰向けに寝転がったままライトマシンガンを構えた。機関銃の外国人から見ると物陰で、しかしカマキリ男への射線は通るという、絶妙な位置取り、射撃姿勢だ。晃生はライトマシンガンの引き金を絞った。カマキリ男の大だい胆たんさが仇あだになって、その体に次々とライフル弾が突き刺さる。

　──しかし。

「な!?」晃生はうめいた。カマキリ男は倒れなかった。頭部には当たらなかったとはいえ、胴体に一〇発近く着弾したはずなのに、平然としている。変身──魚顔化──しなくとも、人間状態のまま潜在能力を限界まで解放できるタイプだ！　しかも弾痕の様子から察するに、カマキリ男は服の下に防弾装備を着込んでいるらしい。とんでもない防御力だ。

　すぐに晃生は狙ねらいを切り替えた。とにかく自分が撃たれないようにカマキリ男が持っているアサルトライフルを弾丸で破壊し、それから敵の頭部を狙う。カマキリ男は銃を捨てて両手で自分の頭部を守った。火花が散り、金属音が鳴る。男が着ているスーツの前腕部には、特殊合金の防弾プレートが仕込まれているのだ。

　間合いが詰まった。

　カマキリ男に、ライトマシンガンの銃身をつかまれる。晃生は銃から手を離し、すかさずバットを折るようなローキックでカマキリ男の動きを止める。晃生は学生離れした格かく闘とう技ぎを使う。今までやってきたのは、総合格闘技とキックボクシングがメインだ。

　カマキリ男も銃身から手を離して、ライトマシンガンが床に落ちた。次の瞬間、カマキリ男はベルトにぶらさげていたナックルダスターを左右の手に一つずつ装そう着ちやくする。晃生は「やべぇ」と言いかけた。接近戦用の武器は何も持ってきていない。あまりにも不利すぎる。




　鬼一は晃生を援えん護ごしようとしたが、すでに二人の格闘戦が始まっている。高速の打撃が飛び交っている。敵だけを狙い撃てる感じではない。しかも、鬼一にはトレンチコートを着た外国人のほうが襲いかかってくる。外国人が機関銃を撃ち続けながら、大股、早足で近づいてくる。鬼一は頭を低くして苦しい表情でなんとかショットガンを撃ち返すが、外国人には通じない。こいつもカマキリ男と同じだ。普通の〈いるか人間〉よりも高性能な上に、コートや服の下は防弾仕様。鬼一は内心毒づく──顔がちょっとばかりリーアム・ニーソンに似ているからって、調子に乗りやがって！
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　敵は防弾ヘルメットまで被かぶっているわけではない。頭部を吹き飛ばせば殺せる。思い切って鬼一は物陰から飛び出して、至近距離でショットガンの銃口を外国人の眼前に突きつける。

「──ッ！」

　リーアム・ニーソン似は、体をひねって銃口を避よけつつ、機関銃を撃った。鬼一もショットガンを撃った。散弾が、外国人の右耳をごっそり吹き飛ばし、右肩にいくつもの弾痕を穿つ。鬼一は体のあちこちに弾丸を食らって倒れる。敵の大口径ライフル弾は、防弾ベストでは防げなかった。腹部貫通銃じゆう創そう。着弾の衝撃によって、鬼一は内臓を外に引きずり出された。
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　──格闘戦。

　カマキリ男がナックルダスターで攻撃力が上昇したパンチを繰くり出だした。晃生は、敵の手首をつかんで、引っ張って、敵の体のバランスを崩くずしにいく。ナックルダスターを下へ手たにブロックしたら骨がやられてしまうので、敵の手首や肘を打ち弾いて、鋭い連打をギリギリのところでやり過ごす。
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　晃生は一瞬の隙をついて、カマキリ男の顔面に裏うら拳けんを打ちこんだ。彼はメガネをかけていたので、レンズが割れて顔に突き刺さる（ちなみに、割れたレンズは晃生の手の甲にも少し刺さっていたが、気にしていられない）。カマキリ男の右目が切り傷で潰つぶれていた。見えているのは左目だけだ。

　晃生には勝機が見えた。すかさず、全身のバネを利きかせた左のハイキックを放つ。頭部に炸裂。乾いた打撃音が響いて、カマキリ男はよろめく。よろめいたところに、晃生はタックルを仕掛ける。一気に押し倒して、マウントポジション（馬乗り）をとる。上から殴なぐりつける。ゴス、ゴスと顔面に二発。途中で、カマキリ男はナックルダスターつきの拳で自分の顔面を守った。晃生はすぐに殴るのをやめる。たとえマウントをとっていても、ナックルダスターは脅きよう威いだ。

　晃生は打撃だけでなく寝技も得意だ。晃生は「強い自分」が大好きなので、そのための努力は惜しまなかった。敵の服の襟えりをつかんで、絞めにいく。カマキリ男が晃生の腕をつかんで抵抗してくる。

　普通の人間なら上から絞めればあっという間に落ちるが、さすがに〈いるか人間〉の戦闘エリートはタフだ。おまけに、力も強い。完全なマウントポジションなのに、ブリッジだけでひっくり返されそうになる。

　──このままじゃまずいか。

　晃生は敵の体の上で半回転。サイドマウントに移行してから両手で敵の左手首を固定。硬いゴムのような肉をねじり、途中で「これ以上やるな」という声が聞こえてきそうな関節の抵抗にあう。この抵抗をねじ伏せるのが、関節技の醍だい醐ご味みだ──ためらわずに、リストロックで手首の関節を破壊する。

　いくら〈いるか人間〉といえども、人間に寄生している以上、体の構造、関節の可動域に変化はない。極きめれば、折れる。晃生は、タコやイカのように柔らかく相手の体にまとわりつき、やや崩れた袈け裟さ固がためで押さえこみ、今度は敵の右腕を左脇に抱え、敵の頭を足で挟はさむ。がっちり固定してから、カマキリ男の右肘も折る。

　ここで、ようやく晃生は立ち上がった。カマキリ男の左手首と右肘を破壊したのだ。あとは、サッカーボールキックでもさっき落とした銃を拾ってでもなんでもいいから、頭部を破壊してとどめをさせばそれでいい──。

　そのとき、鬼一が相撃ちで傷ついて倒れる光景が晃生の視界の端に入ってきた。腸が飛び出して、どう見ても軽傷には見えない。晃生は狼ろう狽ばいし、返事があるはずもないのに「鬼一！」と大声で呼びかける。

　カマキリ男が立ち上がった。晃生の「とどめ」が遅れた結果だ。〈いるか人間〉は痛みに強い。しかも戦闘エリートだ。カマキリ男は手首が壊れているにもかかわらず、左のパンチを打った。そんな状態では、打ったカマキリ男のほうにもダメージが出るはずだった。それでも、敵は晃生を殴りたくて殴りたくて仕方なかったのだろう。パンチの威力はだいぶ落ちていたが、それでもナックルダスターの効果は絶大で、晃生は腹にパンチを食らい、肋ろつ骨こつを一本か二本折られる。さらにもう一発。顔を殴られる。殴られた場所の骨が陥かん没ぼつする。口の中に血が溢あふれて、割れた歯が舌に突き刺さる。痛いなんてもんじゃない。

「くあっ……！」晃生は慌てて飛び退いてカマキリ男から間合いをとる──意識があるのが不思議なくらいだ。




　鬼一は奇妙な気分だ。一気に失血したし、自分の腸を肉眼で確認したのもこれが初めてだった。なんだか生ゴミみたいにぐちゃぐちゃしているし、ひどいニオイがしてがっかりだ。やはり、これは本来腹の肉と皮で隠されているべきものなのだ。

　とにかく、内臓が露出しているのは問題だろう。ここで死ななければ、あとで振り返って「いい経験だった」と思えるようになるのかもしれない。もちろん鬼一は、ここで死ぬつもりはない。認識票を兼ねたペンダントから、〈生命躍動剤エラン・ヴイタール〉を取り出して口に放り込む。敵の弾丸は防弾ベストを抜けたが、勢いが弱まって即死しなくてすんだ。薬をのむだけの力が残っていて本当に助かった、と鬼一は思う。

〈生命躍動剤〉の効果は、口のなかで錠じよう剤ざいが溶け始めた瞬間から始まる。頭の中に直接炭酸飲料を注そそぎこんだような「弾ける感覚」。血液が沸ふつ騰とう。自分自身の存在が鮮やかになり、自分自身の体のことがたまらなく愛おしくなる瞬間。筋肉が膨ふくらんでいって傷口をふさぎ、傷ついた内臓の再生が始まる。

　オオッと吠えて、鬼一は立ち上がった。

「例の変な薬か」と、外国人の男。

「命がけの跳ちよう躍やくを果たした」

「俺はバルケロ、お前は？」

「悪いが、〈いるか人間〉に教える名前はない」

「なるほど。殺してやる」

　リーアム・ニーソン似の外国人──バルケロは、鬼一に向けて機関銃を連射した。

「──ッ！」

　鬼一の体に大量の弾丸が当たる。しかし、高威力の弾丸であるにもかかわらず、たった一発も皮ひ膚ふを破ることができない。

〈生命躍動剤〉の効果だ。傷が治癒した直後、副作用が発生する。その内容には人によって違いがある。それは「戦闘に役立つ」ものであることが多い。ごくたまに、一時的な記憶喪失や強烈な眠気を喚かん起きする副作用もあるが、深刻な障害はまだ報告されたことがない。

　鬼一の場合は〈超硬化〉だ。〈生命躍動剤エラン・ヴイタール〉使用後、しばらく皮膚や筋肉が弾丸を跳ね返すようになる。

　いつの間にか鬼一はショットガンを落としていた。拾いにいこうとすると、バルケロに邪魔された。バルケロは機関銃を捨て、右手の指に特異な形状の小型ナイフ──カランビットを装着していた。

　鬼一は、戦闘に関することはたいていこなせる器用なタイプだが、格闘戦は「すごく得意」というわけではない。晃生や詩舞とは違う。仕方なく予備の拳銃を抜くと、肉迫してきたバルケロの左の掌しよう底てい打だで叩き落とされた。バルケロのカランビットが鬼一の喉を突く。頸けい動どう脈みやくを切り裂こうとしてくる。皮膚が硬化しているので、カランビットの刃もはね返す。

「ふぅむ」

　鬼一の特殊能力を理解したバルケロは、明らかに狙いを変えてきた。普通の急所ではなく、目や耳、口や肛門といった体の「穴」を狙ってカランビットで突いてくる。賢い敵だ、と鬼一は思った。──その通り。硬くなっているのは主に外気に触れている表面で、体の内側はそのままだ。口のなかにカランビットを突っ込まれて脳までかき回されたら無事ではすまない。

　そうはいくか、と鬼一は左のジャブ、そして右のフック。硬化した拳で敵を殴りつけるが、逆に手首をつかまれる。複雑に腕と腕が絡みあう。バルケロに、上半身の動きをコントロールされてしまう。バルケロは左手だけで鬼一の両手の動きを封じて、カランビットを一瞬で逆手に持ち替えて鬼一の耳の穴に突き刺そうとする。

「くぅ！」

　鬼一はなんとか強ごう引いんに左手をバルケロの肘の下から抜いて、手の甲で自分の耳を守った。バルケロは素早くカランビットを戻し、鬼一の目にもう一突き。鬼一はそれをあえて額ひたいで受ける。バルケロはカランビットの刃を下に向かって滑らせる。ガチッ、と乾いた音。鬼一のメガネがちょうど真ん中で切断されて、下に落ちる。

　鬼一は右足でバルケロの足の甲を踏んだ。踏み抜くくらいのつもりで強くやった。そうやってバルケロの足を固定してから、鬼一は肩で体当たり。バルケロはバランスを崩し、よろめく。

　鬼一の両手が自由になった──しかし、何をするか思いつかず、とりあえず鬼一は両手でバルケロを突き飛ばす。間合いをとって、どう勝つか考える。すぐ近くで、晃生がカマキリ男にやられかけている。




　一度は追い詰めたものの、わずかな油ゆ断だんから晃生はカマキリ男に逆転を許してしまった。カマキリ男は、左手首が破壊された状態なのに、それでも強いパンチを繰り出してくる。晃生は身を守るのがやっとだ。反撃できない。格闘戦は、〈生命躍動剤エラン・ヴイタール〉を使うタイミングが難むずかしい──。殴られたダメージで膝ひざが笑う。目の前が霞かすんで見える。それでも晃生は必死に頭を働かせて勝つ方法を考えていたが、幕切れはあっけなかった。

　裏手から侵入した輝佳と魅杏が、途中の敵を片付けてこのホールまでやってきたのだ。

「……っ！」

　一一代目兼かね定さだ、会あい津づ拵ごしらえ。日本刀を構えて、すでに〈いるか人間〉の返り血に染まっている美しい少女。カマキリ男は手強い相手だったが、すでに晃生との戦いで目と両腕を負傷していたので、輝佳にすればいい獲え物ものだった。これがゲームだったなら、輝佳の行為は「横取り」として非難されていただろう。だが、これは実戦だ。仲間同士で得点を競きそい合あっているわけではない。晃生は命拾いしたと思って感謝する。

　カマキリ男は、右目が傷ついているので死角が拡大している。輝佳は、その死角に回りこんで旋せん風ぷうのように激しく斬りつけていく。肘や膝の筋肉が薄い場所を狙って、確実に腱けんを切断していく。

　いよいよ両手両足が言うことを聞かなくなったカマキリ男は、それでも尺取虫の動きで床の上を跳ねて、歯をがちがちと鳴らして輝佳に嚙かみ付つこうとした。輝佳はその口に日本刀を突き刺す。刺して、ひねって、抉えぐる。抜いてから、首を完全に切り落とす。

「…………」

　輝佳は、日本刀を振って〈いるか人間〉の血を落とした。激しく動いた名残なごりで、彼女の長い髪が強い風を浴びたかのように翻ひるがえる。その姿は、戦うために生まれた天使を描いた宗教画を思わせた。




　カマキリ男が死んだのを見て、バルケロは逃走に転じる。彼がいくら強くても、たしかに今は人数差がありすぎる。魅杏がそれを追いかけて銃を撃ったが、彼の頑がん強きような肉体と防弾装備の複合装そう甲こうに防がれてしまった。バルケロはでかいタイヤがついた４ＷＤのように力強く疾走し、窓をぶち破って外に飛び出す。魅杏と輝佳がさらに追いかけようとするが──。

「深追いはやめておこうか」鬼一は言った。〈生命躍動剤〉を使ったら、一定時間経過後にとてつもない疲労に襲われる。つまり、鬼一はそろそろ限界。〈生命躍動剤〉は使わずにすんだものの、晃生はどう見ても病院に直行すべきだ。それに、あの〈いるか人間〉──バルケロは強い。晃生と戦っていたカマキリ男もかなりのものだったが、バルケロはその上をいく。

　二階から零士と詩舞も降りてきた。

「北島は見つかりませんでした……」と零士。「っていうか、ひどい傷じゃないですか！」

　その後、晃生に応急処置をしてから、女子部員たちが中心になって地下も捜索した。見取り図には載っていなかった地下二階には、〈いるか人間〉たちの武器庫があり、つかまえてきた人間をいたぶってから殺すための拷ごう問もん部べ屋やがあり、死体を切り刻んだり強きよう酸さんで溶かしてから捨てるための処理場があった。だが、〈かげもず〉はどこにもいなかった。その正体につながりそうな手がかりさえなかった。
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　詩しい舞まのぬいぐるみを回収してから「ドライバー」の車に乗り込んで、まずは病院へ。銃じゆう創そうには警けい察さつへの報告義務があるが、暗殺部のスポンサーの息がかかっている病院ならば問題はない。晃こう生せいは手術室へ。鬼き一いちは、昏こん睡すい状態のような眠りについた。担当医によると、命に別条はないそうだ。二人とも入院は必要だが、後こう遺い症しようもない、と。

　困ったのは零れい士じだ。部長に征そ矢や芽め未み海みのことを相談し損ねた。

　芽未海が言っていた「北きた島じまさん」と、今回始末することができなかった「北島佐さ斗と司し」が果たして同一人物なのかどうか、確認しておかねばならない。零士は芽未海にメールを送ったり電話をかけたりしたが、まったく返事がない。嫌な予感が、しないほうがおかしい。

　病院の待合室で、零士は他の三人──詩舞、魅み杏あん、輝てる佳か──に相談した。細かい経けい緯いは省はぶいて「調べたいことがある」と。どうでもいいことだけれど、女の子三人に囲まれて男子一人だとハーレム系の萌えマンガみたいだ、と零士は思った。──でもまあ、こんなに血なまぐさいとハーレムどころじゃないか。輝佳は可か愛わいいが、敵の返り血で汚れた制服を車のなかで着替えるような女の子だ。

「作戦ですか」と詩舞。

「いや」零士はかぶりを振った。

「戦いがありそう？」

「かもしれない」うなずく。

「暗殺部の正式な活動ではないけれど、戦いはあるかもしれない」

「そうなる」

「どうして行くんですか？」

「たぶん、個人的な事情だと思う」

　なにしろ同じ学校なので、芽未海の家の住所を調べるのは簡単だった。そもそも暗殺部には、個人情報を手に入れることに関しては警察並みの権限が許されている。警視庁のデータベースにもアクセス権が認められているほどだ。車が必要な距きよ離りではなかったので歩いて行くことにする。とりあえず、零士が一人で会う。他の三人には、近くで待たい機きしていてもらう。スマートフォンの電子地図で確認したら、芽未海の家の近くにはファミレスと喫きつ茶さ店てんが一軒ずつあった。待機場所にちょうどいいだろう。

　色々あった末に、もう夜だ。芽未海の家は駅から遠い、築数十年はたっていそうなアパートだった。芽未海の話を思い出す──母親と二人暮らし、それほど豊かな生活ではないという。嫌な予感が止まらないので、念の為に零士は耳栓をはめた。戦闘用の、特殊なノイズカット耳栓だ。騒そう音おん、射しや撃げき音おん、爆発音といった大きな音は大幅にカットするが、日常会話のような普通の音はほぼそのまま通すという高性能なもの。これがあれば、銃じゆう撃げき戦せんによる難なん聴ちようのリスクを減らせる。

　芽未海の部屋は一〇三号室。道路に面していて、昼も夜もうるさそうな場所だ。零士は、〈いるか人間〉を殺すことによって報ほう酬しゆうを得て、高級マンションまで与えてもらっている自分の境きよう遇ぐうが恥ずかしくなった。呼び鈴を鳴らそうと指を伸ばした刹せつ那な、びっくり箱のように向こうからドアが開いた。

「あら」芽未海だった。「こりゃまた、どうしてふかれいが？」

「驚おどろいたのはこっちだよ」

「ごめんね。今からちょうど出かけるところなんだ」

「大事な用事？」

「ううん。ちょっと買い物」

「一緒に行っていい？」

「いいよ。でも、どうして？」

「歩きながら、話したいことがあるから」




　雑然とした古い住宅密集地を抜けて、幅広い幹線道路に出た。交通量の多い通りを、駅方向に向かって並んで歩いて行く。暖冬の夜、明日はクリスマス・イヴ。幹線道路沿いの歩道では、微かな地鳴りをともなう大型トラックの走行音が不吉な予兆のように聞こえる。車のテールランプが綾あやなす夜道。零士は「何も起きなければいいのにな」と願う。しかし同時に、「今日はきっと何かが起きる」という相反した予感も胸のうちにある。零士はさりげなく携けい帯たいを使って、近くで待機している仲間たちに自分が移動中だという内容のメールを送った。

「そういえば、携帯が通じなかった」零士は言った。

「あ。電源切ってあるんだ」

「なんで？」

「北島さんにそう言われたんだ。『切っておけ』って」

　零士は眉み間けんに微かにしわを寄せた──また「北島さん」か。

「その北島さんってさ、下の名前はわかる？」

「さあ……いつも『北島さん』だから」

「何をやってる人？」

「色々やってる。一番大きいのは塾じゆくみたいなやつ。すごいお金持ち」

「青少年グローバル・マインド育成センター」

「そう、それ。なんで知ってるの？」

　決まりだった。下の名前を聞くまでもない。

「どういう関係なの？　親しん戚せきのおじさんだっけ？」

「うん。死んだお父さんの従い兄と弟ことか……わかりにくいんだけど」

「それで？」

「裕ゆ佳か梨りちゃんが死んじゃったでしょ」

　零士は、その話は正直したくない。聞きたくもない。裕佳梨のいない世界について語り合うことほど不毛なことはない、と思う。本当は、これ以上裕佳梨のいない世界に関わっていたくもない。

「すごく孤独だった。あたしはなんとなくクラスメイトに意い地じ悪わるされてて、裕佳梨ちゃんはそれとなくあたしを守ってくれていたのに」

　芽未海は前に言っていた。『あたしは昔から、ほら、こんな感じで……裕佳梨ちゃんと一緒にいるのがすごく楽だった』『裕佳梨ちゃんがいなくなって、何かがおかしくなり始めたんだ』『本当は、もっと前からおかしくなってたのかもしれない。それをどうにかするチャンスはあったのかもしれない。でも、裕佳梨ちゃんが死んでそのチャンスは失われてしまった』

　チャンスは失われてしまった。

「裕佳梨ちゃんは、無口で無ぶ愛あい想そうなのに成績もよくて運動神経抜群でしかも美人で……周囲からはわりと妬ねたまれてた。彼女がいなくなって、でもうちのクラスではそれを歓かん迎げいするような空気が流れていた……あたしはそれがすごく悲しかった」

　零士のてのひらに汗が滲にじむ。誰か、今すぐ彼女の口をふさいでくれ。

　精神科医を寄越してくれ。

　今すぐ抗こう鬱うつ剤ざいをくれ。

「どうしようってすごく困り果ててる時期に、北島さんが声をかけてくれたんだ。で、センターに招待してくれた。そこにいたひと、みんなすごくあたしに優しかった」

　そこにいたひと、はみんな〈いるか人間〉だったかもしれない。

　そこにいたひと、は正せい袈げ裟さ高校の暗殺部がほとんど殺してしまったかもしれない。

「あのセンターはあたしの本当の居場所みたいだった」

　それはたぶんまやかしだ。君は騙だまされていたんだ──色々な言葉がわいてくるが、零士はすべて飲み込んでしまう。




　芽未海の目的地に到着した。四階建てのビルに入った立派な総合ホビーショップだ。一階はプラモデルやアニメのキャラクターグッズ、二階はトレーディングカードやカプセルトイ、三階は鉄道模型やサバイバルゲーム関連、四階はテーブルトークＲＰＧや輸入もののボードゲームを扱っている。芽未海の目当ては四階だった。二人でエレベーターに乗り込んでボタンを押す。

「あたし、ファンタジーが好きなんだ。両親が離り婚こんした日は、ずっと『指輪物語』のＤＶＤを観て泣きたくなるのを我が慢まんしてた。『フロドとサムみたいに頑がん張ばるんだ』なんて。そのＤＶＤはねえ、生まれて初めてアルバイトをして買った宝物なんだ……」

「……ゲームとかやるの？」

「テレビゲームじゃなくて、テーブルトークＲＰＧとかボードゲームとかなら。ファンタジーの小説も書くよ。いつかプロになりたいなあ、って」

「どんな小説？」

「ヒーローと、彼を守るお化けみたいなやつの冒険もの。それ読んで、北島さんが褒ほめてくれたの。あたしが考えた〈かげもず〉が特に面白いんだって」

　零士の顔から血の気が引いた。




「……〈かげもず〉？　今そう言ったのか？」

　冠かん葉ば原はら高校暗殺部を壊かい滅めつさせた謎なぞの存在──〈かげもず〉。

「そいつは、人の影のなかに住んでる大きい百舌鳥もずなの。だからかげもず。本当はいいやつなんだけど、色々なものを吸収しているうちに不ぶ気き味みな形に……」

　零士は芽未海の言葉を遮さえぎって、

「その北島って人にはどこで会える？」

　芽未海はきょとんとした表情で、

「こことか」

「──え？」

「北島さんもファンタジーが大好きなんだ。っていうか、このビルは北島さんの所有なんだよ。電話があって。夜にここで会おう、って。で、そのときに『この通話のあとは、もう電源は切っておけ』」

　ポーン、と間延びした音のあと、エレベーターのドアが開いた。

　ホビーショップの四階。ファンタジー系商品のフロア。ゲーム用のフィギュアやミニチュアが、ブロックのように積み重なったガラスケースのなかに陳ちん列れつされている。その他にも大きな商品棚が四列並んでいて、繁はん華か街がいの大型コンビニを思わせる。レジカウンターの前にビリヤード台に似たテーブルが設置され、その上には中世風の城と騎士たちの戦場が再現されていた。

　四階には五人がいた。そのうちの一人は、標的を確認するための資料写真で見た顔──北島だ。食用ではなく、愛あい玩がんのために育てられた豚のような男だ。

　髪かみが短い初老の外国人がいた。こちらは筋肉質なボクサー体型。映画俳優のリーアム・ニーソン似。白いワニ革のトレンチコート。帰りの車のなかで鬼一が言っていた「バルケロ」に違いなかった。

　他には男が二人、女が一人。気が短そうな老人と、中国語で何やらぶつぶつつぶやいている長髪の目付きの悪い男。服と化け粧しようは立派だが、致命的なほど知性に欠ける顔つきをした女。

「安心したまえ、もう無関係な客は追い払ってある」

　北島はミニチュアの戦場で、騎士とモンスターのフィギュアを戦わせていた。

「近代の軍人たちの多くが、剣と弓の時代の戦争に憧あこがれていた……ヘーゲルはナポレオン戦争を歴史の転てん換かん点てんとした。現代の戦士たちは何に憧れ、何を目指すべきなのか……」と、北島は指でつついて騎士を倒す。「……君は、芽未海の友達かな？」
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　北島と顔を合わせた途と端たん、芽未海は棒立ちになった。立ったまま、目を開けたまま夢を見ているかのような表情だ。唇くちびるにはどこか虚うつろな笑み。彼女が現実感を失い、理性が急速に麻ま痺ひしていくのが伝わってくる。零士は必死に頭を働かせる──彼女に何が起きている？　芽未海は何をされている？　今すぐ銃を抜くべきか？　いや、人数差がありすぎる──。

「このビルには、主に侵入者対策であちこちにマイクが仕掛けてある。なぜ〈かげもず〉のことを知りたがる？　愚ぐ問もんだったな。今日襲おそってきたどこかの高校の暗殺部の一員だろう。君は、芽未海のことが好きなのかな？」

「どうしてそういう話になるんだ」

「もし君が芽未海のことが好きなら、面白いことになるからだよね。彼女の妄想はすごく強力なんだ。あるとき僕は、〈いるか人間〉の技術で彼女の妄想を現実化できないかと考えた。〈いるかの子ども〉を見ればわかるように、我々には思念をある程度の制限内で物体化することが可能なんだ。……なぜ、さっさと君を殺さずに、こんな話をしているのかわかるかな？」

「いや……」

「〈かげもず〉を強くするためだよね。君の感情が栄養になる。面倒くさいことに〈いるか人間〉だけでは芽未海の〈かげもず〉を強くすることはできないんだ。あれは、ある意味きみたちの仕し業わざだ。

　植物で、最も大事なのは種だ。僕は芽未海のなかにそれを見つけた。一部の優れた〈いるか人間〉には千里眼的な能力が備わっていてね……そっちが使う〈精神波探信音メンタル・ビンガー〉に似てるのかな？　動物園の飼育係が糞ふんを見るだけで動物の健康状態がわかるみたいに、人間の精神状態を理解することができるんだ。その種にはすでに〈かげもず〉という名前がついていた。僕たちはその種に力を与えた。育てるための栄養は、人間の感情の過か剰じような部分だ。

　……唯一の欠点は、〈かげもず〉は芽未海に寄生しているような状態なのでコントロールが難しいことだが、それもやがて克こく服ふくされるだろう。芽未海のような人間を量産することによって、〈かげもず〉もまた理論的には量産可能ということになる」

　量産、という言葉に零士は強い嫌けん悪お感かんを覚えた。人間を工場で作っていると勘違いしている人間特有の言い回しだ。

「芽未海」北島が突然強い口調で言った。「脱ぎなさい」

「……はい」

　零士は目を丸くして、声を出さずに驚いた。芽未海が北島の異常な命令に逆らわなかったからだ。芽未海は言われるがままに、するすると学校の制服を脱いでいった。彼女は見た目とは裏腹に、薄紫の華きや奢しやでアダルトな下着をつけていた（これも、北島の指示で選んだのだろう）。芽未海は地じ味みな顔立ちなのに、体形は完全に成熟した女のそれだった。膨ふくらんだ乳房の尖せん端たんで、すでに乳首が硬く尖とがっているのがわかる。お尻に小さな下着がきつく食い込んでいる。
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「なんなんだ」零士は怒声をあげた。理解できない事態が進行しつつあった。「なんだ、それ、やめろ！」

「彼のペニスをしゃぶってあげなさい。喜ぶよ」

「はい。しゃぶらせてください、零士様」

　欲情した表情で、舌をちろちろと動かしながら、芽未海は零士の前にひざまずいてズボンのチャックをさげようとした。

「どういうことだ！」

　混乱の末に、零士は懐ふところからＳＩＧのＰ２２６拳けん銃じゆうを抜いた。エンハンスドエリートモデル。ほとんど反射的にスライドを引いて、薬室に初弾を装そう塡てん。その銃口を零士はなぜか、北島ではなく芽未海に突きつけてしまった。銃口の効果で、ようやく彼女の動きが止まる。北島たち（バルケロ以外）は、うっすらと笑って高みの見物だ。

「〈かげもず〉をコントロールするために、私が最初に考えたのは征矢芽未海を〈いるか人間〉にすることだった。しかし、これは上う手まくいかなかった。彼女の脳や意志は〈いるかの子ども〉と相性が悪かった。

　──で、暗示洗脳による精神誘ゆう導どうを使うことになった」

「暗示……？」

「人間が使うような催さい眠みん術じゆつや暗示とはわけが違うんだな。〈いるか人間〉の暗示は、概がい念ねん圧あつ縮しゆく言げん語ごとでも言うべき無意識に直接語りかける強力なものだ。条件がととのえば、彼女はたちまち私の操り人形になる。対象の人格を分裂させるほどの効果を発はつ揮きする。『仕込み』に時間がかかるが、薬物や拷ごう問もん、セックスを併用することで短たん縮しゆくできる」

　零士は思い出す。教材。

　概念圧縮言語──芽未海がｉＰｏｄで聞いていた奇妙な音楽。

「今、芽未海を動かしているのは暗示による副人格のようなもので、ここで君のペニスをしゃぶっても、数時間後に元に戻った芽未海は覚えてない。君はいいのか？　何もしなくて。無理はしないほうがいいよ。高校生の男子なんて、頭の中はセックスのことばっかりだろう。内側は性欲でドロドロのはずなんだ。自分がいつセックスできるのか、将来もセックスしまくることはできるのか……そういうことで頭はいっぱいのはずなんだ。なんだい、それなのに無理しちゃってさ……。じゃあ、いい。芽未海。私のをしゃぶりなさい」

「はい。北島様」

　ここで北島は、戦場のジオラマを展示しているテーブルの端に「よっこらしょ」と腰かけた。そして、ズボンのチャックをおろして自分のペニスを取り出す。それはすでに、強壮に勃ぼつ起きしていた。成人向けの漫画で誇こ張ちようされて描かれたペニスのように長く、大きく、グロテスクに青黒い血管が浮かび上がっていた。

「こういうときは、『様』づけで呼ぶように仕込んである。〈いるか人間〉同士のセックスには遠く及ばないが、芽未海に次々と変態行為を強要し、調教していくのは実に楽しい作業だった。時間があれば、その内容をじっくり君に説明したいところだ」

　芽未海は立ち上がって、零士に背を向けた。そして北島に向かっていく。

「行くな、芽未海！」

　零士は銃口を芽未海から北島に移した。そのときになってようやく、零士は北島以外の〈いるか人間〉たちが全員銃を抜いていることに気づいた。敵の構えた、四つの銃口。二つが零士に、二つが芽未海に照しよう準じゆんされている。撃てば、確実に零士は死ぬ。敵が撃たないのは──すぐに零士を殺さないのは、北島の言葉通り、零士の感情を揺さぶるためだ。向こうは、はっきりとこっちを「苦しめる」ために芽未海を使っている。

　自分が撃たれることはそれほど怖くない。死ねば──多少空想的ではあるが、死後の世界が存在するとすれば──また裕佳梨に会えるかもしれない。不利な状況を引っくり返したいのなら〈生命躍動剤エラン・ヴイタール〉もある。しかし、この状況ではどんなことをやっても芽未海は助けられない。芽未海は〈いるか人間〉ではない、被害者だ。本当の彼女は、見知らぬ猫の死体をちゃんと供く養ようするような（ちょっと変わっているが）優しい女の子なのだ。クラスメイトにバカにされながら、貧しい家で母親と二人暮らしで、いつかファンタジー小説を出版するのが夢なのだ。

　芽未海は北島が大きく広げた足の間にひざまずいて、充血したペニスを吸った。彼女はゆっくりと、舌を柔らかく使う。北島が芽未海の頭を乱暴につかんで一度喉のどの奥まで押しこむ。それでも彼女は嫌がる素振りさえ見せない。

　北島はうっとりと目を閉じた。芽未海は北島のペニスの根本や睾こう丸がんまでなめる。亀頭をくわえて、くすぐるようにしゃぶる。やがて彼女は「ジュポッ……ジュポッ……」とわざと大きな音を立てて激しく顔を前後させる。

　悪夢だ、と零士は思った。

　悪夢よりたちが悪いのは、これが現実だということだった。あんなものを見て、理性とは関係なく勝手に勃起している自分のペニスが恥ずかしくて仕方なかった。

　そして──。

「ッ！」突然、非常口のドアノブが銃弾によって破壊され、そのあと蹴け破やぶられた。

　混乱の果てに、零士の騎兵隊がやってきた。いいタイミングなのか悪いタイミングなのかよくわからないが、とにかく援軍だった。詩舞、魅杏、輝佳──暗殺部の女子部員たち。エレベーターではなく、非常階段を使って四階に乗り込んできたのだ。

　零士が移動中にメールを送っておいたおかげだった。場所を特定するために、輝佳が〈精神波探信音メンタル・ビンガー〉を使った可能性もある。

「動くな」

　鋭するどくそう言って、詩舞は両手で構えた拳銃でバルケロを狙ねらった。

　魅杏は二丁拳銃だ。マイクロ・ウジという小さなサブマシンガンを左右の手に一丁ずつ。ふざけているわけではなく、敵の人数が多いとき弾数で牽けん制せいするためだろう。輝佳は腰のベルトにいつもの日本刀。刃はまだ鞘さやに収まっているが、彼女は居合のような斬り方が得意なのであまり関係ない。

　三人は、その光景に言葉を失った。それはそうだ。零士だって泣きたい気分だ。男たちが銃口を向け合う中、下着姿の少女が醜みにくい男のペニスをしゃぶっているというのは、高校生の女の子が目にする光景としては世界で最も相応ふさわしくないものの一つだと言っても過言ではない。

「どうなってんの、これ……？」

　魅杏は驚くというより、むしろ異様な状況に怯おびえていた。

「上う手まく説明できない！」と零士。──他にどう言えと？

　輝佳は戸惑っている。詩舞は比較的落ち着いているように見える。

「芽未海、そいつのよりは僕のをやってくれ！」

　零士は銃をホルスターに戻した。

「なにを言ってるの!?　零士！」魅杏が叫ぶ。

「いいから、好きにやらせろ！」零士は自じ暴ぼう自じ棄きを装よそおっていた。

「やっぱり面白くなってきた」北島は芽未海の頭をつかんでペニスから離し、足の裏で軽く蹴った。ペニスをパンツのなかに戻して、チャックをあげながら言う。「いいね……いいぞ。やってあげなさい。芽未海。丹念にフェラチオしてあげなさい。少年よ、仲間の少女たちにたくましいイチモツを見せつけてやれ。メスどもを飼かい馴ならせ」

　芽未海が近づいてきた。口の端からよだれが垂れていた。芽未海は恍こう惚こつとした涙目で、頰ほおはすっかりピンク色に染まっていた。頰に、汗で髪の毛がはりついていた。何かが欠落した虚ろな美がそこにあった。

「零士様……」

「芽未海」零士は、彼女の肩をつかんで引き寄せて、背後をとって彼女の首に腕を回した。「僕のことはふかれいでいい」柔道の絞め技の要領で、気絶させる。後頭部やこめかみを殴なぐるより、はるかに安全に意識を奪うばうことができる。とにかく、これ以上芽未海があの男のペニスをしゃぶっている光景を見たくなかった。

「それだよ」と北島。

「なに？」

「それが鍵かぎなんだよね、残念だね」北島はチェスプレイヤーが勝利を確信したときみたいにニタリと笑った。「敵がいる状態で芽未海が意識を失うと、〈かげもず〉が起動する。君たちは終わりだ」

　気絶した芽未海の影が、別の生き物として動き出した。

「こちらも、〈かげもず〉をコントロールするコツがつかめてきたのはつい先日の話でね。それを直接確認するいい機会になりそうだ。一石二鳥だね」
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　影が立ち上がる。影が広がる。影は弾丸でも跳ね返すべく硬化していく。その表面は石油のようにぬるりとした光沢がある。

　それは最初は、芽未海のなかに生まれた架か空くうの大きな百舌鳥だった。しかしそれは歪いびつに成長し、異い形ぎようとしか言いようのない何かになっていた。──〈かげもず〉だ。巨大な黒い翼には、びっしりと蛆うじ虫むしがわいている。動くたびに、ぽとぽとと蛆虫が落ちる。翼が押したせいで、商品棚の一つが倒れて大きな音を立てた。

〈かげもず〉の頭部は、両目にあたる部分から一人ずつ赤ん坊が生えていた。その皮ひ膚ふは死体に似た緑が混ざった灰色。人間の赤ん坊ではなく、顔の全面が目か口になっているという、やはりグロテスクな化物だ。目の隣に口、口の隣に目……。二〇個の目とおよそ一五個の口が、複雑に入り組んでいる。口には、魚類のような尖とがった歯が並んでいる。それを、ガチガチと鳴らしている。

〈かげもず〉は全長三メートルほど。翼のサイズはその倍はある。くちばしが長く、一メートルはあり、先端はカミソリ状の刃になっている。そのくちばしにもびっしりと魚類の歯が並んでいるので、鳥のくちばしではなくいるかの口に見える。

〈かげもず〉の両目から生えた赤ん坊の口が一斉に激しく動いた。ただのノイズのようだが、本物の赤ん坊の泣き声にも聞こえる。大量の言語を、恐ろしいほどの早口でまくしたてているのでそう聞こえるのだ。




　──あの声を聞いてはいけない、と詩舞は思う。思い出した。あの声を聞いていると動けなくなる。どんどん記憶がよみがえってくる。仲間たちが殺されたときのこと。

〈かげもず〉の赤ん坊が早口をやめて、詩舞に向かって甲かん高だかい声で言った。

『きみだけは、ころさないね』

『これからのいっしょう、くるしみながらずっといきてね』

『ほかのなかまはみんなころすけど、ひとりだけいきのこるよ。とてもはずかしいよね』

『でもじさつしないで、ずっとずっといきてね』

　詩舞の罪の意識と生きる気力を「喰くう」つもりなのだ。この生き物は。

　恐怖なのか、一種の暗示なのか──とにかく、全員が金かな縛しばりにあったように動けなくなって、詩舞以外の部員は一人ずつ殺されていった。

　思い出す、よみがえる、冠葉原高校暗殺部の壊滅──まず、部長の宗そう谷やがくちばしでつままれた。生きたまま腹を引き裂かれた。腹の皮は内ない臓ぞうを包む袋にすぎず、破ると中身が勢い良くこぼれ出す。腸のほとんどが露ろ出しゆつしても、宗谷の体は固まったままで、倒れることすら許されず彼は「ぎぃいいいい……いいぃひぎぃいいい！」とこの世のものとは思えない悲鳴をあげ続けていた。生肉と糞便が混ざった生々しい死の臭い。

　次はエディットだった。美しいフランスからの留学生。〈かげもず〉は、くちばしで彼女の指を一本ずつ切断していく。腕を切り落とし、耳を切り落とし、目を突く。

「たすけて詩舞！　たすけて詩舞！　たすけて詩舞！　たすけていやいやこんな痛い痛いもうやめて痛い苦しいたすけて詩舞たすけて詩舞たすけて──」

〈かげもず〉はエディットの指を飲み込んで言う。

『おいちい』

　恋人を殺された軍ぐん平ぺいの頭がおかしくなった。彼は壊れた音量で笑っていた。

　繭まゆ良らは大量の涙を流しつつ、詩舞にすがるような視線を向けた。

「ねえ、これどういうこと……？　詩舞、やっつけてよ、あんなの。詩舞ぁ……」

　でも、詩舞にはどうすることもできない。動けない。

「本当に、あなただけ生き残るの？」

　繭良は言った。その通りになった。

　千葉詩舞だけが生き残った。だいぶ記憶はよみがえってきたが、あのときの繭良の表情を思い出そうとすると頭痛に邪じや魔まされる。彼女の顔にモザイクがかかったようになる。きっと、詩舞の心が壊れないようにそうなっている。




　──そして今、正袈裟高校も壊滅しようとしている。〈かげもず〉が最初に目をつけたのは、魅杏だった。〈かげもず〉の大きな体が、彼女にずるずると近づいていく。魅杏の顔がこわばる。

〈かげもず〉は翼で魅杏を撫なでた。大量の蛆虫が服の隙間から入り込んでいく。〈かげもず〉の羽毛は硬く、軽く触れただけで魅杏の頰や胸に切り傷が走った。血が滴したたる。くちばしが、魅杏の二の腕に切れ目を入れて、器用にぱっくりと開く。むき出しになった肉を抉えぐって食べる。

「くぅう……！」魅杏は苦痛のあまり悲鳴をあげた。

〈かげもず〉は詩舞を見てこう告げる。

『こんかいも、きみだけはたすけてあげるね』

『にどめなんて、すごいね』

　──そう、二度目だ。それがお前の失敗だ、と詩舞は胸のうちでつぶやく。
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　式しき子こ先生のカウンセリングを受けたときの話だ。

「あなたは撃てる。あなたは戦える。そのために、アドバイスとおまじないがあるんだけど……」と式子先生は言った。アドバイスのほうはもう役に立った。例のぬいぐるみだ。戦闘前に抱きしめたおかげで、だいぶリラックスできた。これから先は、あんなに大きなものをいちいち持ち歩かなくとも、あの感触を思い出すだけでいける気がする。

　もう一つ、おまじないの話だ。

「あなたに、ちょっとした保険としての『暗示』をかけておきたいんです」

「暗示……ですか？」

「恐怖への対抗措そ置ちです。簡単ですよ。あなたが、サイコドラマにおいて代理に選んだこのフィギュアを……」そう言って式子先生は、詩舞が選んだ剣を構えた女の子のフィギュアを金庫のような鉄の箱のなかに入れて、大げさなほど厳げん重じゆうに鍵をかけた。「箱のなかに入れておくだけです。このフィギュアは、あなたの心の一部だと考えてください。心の一部をここに隠しておけば、何があっても大丈夫……そういう暗示です。このあと、深めの催眠術をかけて、しっかりと暗示を作っておきます。あなたの協力が必要です」

「……効きくんでしょうか、それは」

「歴史資料にこんな話があります。熱心な宗教家による自己暗示の一例。権力者の怒りに触れて、ある聖人が斬首刑に処されました。その聖人は、切り落とされた自分の首を両手で抱えて数十メートル歩き、見物人に神の奇跡をアピールしたそうです。──すべての暗示がそういうふうに働くわけではありませんが、効果は確かなものです」




〈かげもず〉との戦い。

　すぐ近くで、腕に骨まで見える穴を開けられた魅杏が悲鳴をあげている。

　──私の心の一部は、メンタルクリニックに隠してある。式子先生が守ってくれている。だから、大丈夫。心をすべて〈かげもず〉に支配されることはない──そんなロジックが詩舞の頭に浮かんできて、まったく違い和わ感かんを覚えることがない。歯を食いしばって、まずは指先を強く意識する。念じる──私は大丈夫、私の心は守られている、私の心の一部はここにはない、〈かげもず〉の支配はおよばない──。

　ぴくり、と詩舞の人差し指が動いた。両手にはグロックが握られている。まだ体は重いが、必死になって力を込める。拳銃を撃つのには指一本動けばいい。その一発が大事なのだ。動け、動け、動け、動け──！

「ああああッ！」詩舞の腹の底から声が出てきた。自分にこんな声が出せるのか、と驚くほど野太い声だった。重量挙げのような難なん易い度どだったが、詩舞はとうとう拳銃の引き金を絞しぼる。そのグロックはフルオートなので、一瞬絞っただけでも大量の弾丸が放たれる。そのほとんどが〈かげもず〉に命中して、火花を生む。

　──私は千ち葉ば詩舞。世界レベルの戦闘能力を誇ほこる女子高校生。冠葉原高校暗殺部の点取り屋。最後の生き残り。

　この銃声が合図のようになって、完全に身体の自由を取り戻した。〈いるか人間〉たちはもちろん、〈かげもず〉さえも驚いているように見える。詩舞は〈かげもず〉の頭部に狙いを定めてさらに連射。すると両目から生えていた赤ん坊型の化物が内側に引っ込んで、ぐるりとひっくり返って「〈かげもず〉の本物の目」に変わる。その目は、瞳どう孔こうが開いたまま、黒目が中心に固定されている魚類の目だ。表面にはコンタクトレンズみたいに、硬い真っ赤な膜がはってある。赤い膜が弾丸さえも跳ね返す。

　弾倉が空になってホールドオープン。

　詩舞は、撃ちながら隣の輝佳を蹴った。さらに体当たりで魅杏を突き飛ばし、空弾倉を銃から抜いて零士に投げつけた。すべて、みなを正気に戻すためだ。狙い通り、他の三人の金縛りも解けていく（解けると同時に、腕を抉られていた魅杏はマイクロ・ウジを取り落とした）。乱暴なやり方だったが、とにかく生きるか死ぬかの修しゆ羅ら場ばだ。急がねばならない。すぐに〈いるか人間〉どもも撃ってくるはずだ。

「──ッ！」

　詩舞は、次に自分が何をやりたいか意思をこめて目配せした。さすが、正袈裟高校の暗殺部も戦い慣れている。瞬時に意図が通じた感覚が走る。

　拳銃を構えたまま、詩舞はスタングレネードのピンを抜いて、投げた。青少年グローバル・マインド育成センターでの戦いの前にポウチに突っ込んで、ここまで持ってきていたのだ。スタングレネードには普通の手しゆ榴りゆう弾だんのような殺傷力はないが（むしろ人を殺さないように威力が調整されている）、爆発すると人間を行動不能にするほどの閃光と音量を発する。

　零士が「戦いがあるかもしれない」と言ったので、暗殺部は全員耳栓をつけていた。ノイズカット耳栓。〈かげもず〉の圧縮された呪文のような声に対しては効果がなかったが、スタングレネードの大音量は防いでくれた。零士は、気絶している芽未海の耳を両手でふさぐ。

「あッ！」

　スタングレネードの爆発後、芽未海が苦しげにうめいた。大音量に叩き起こされて、しかし音が強すぎたので耳が一時的におかしくなっているのだ。芽未海の耳は零士がふさいでいたが、それでもスタングレネードの爆発は心しん臓ぞうの弱い人間だとショック死する危険性もあるほど強力なものだ。零士の手によって、芽未海の聴覚に障害が残るような事態は防げたかもしれないが、音自体のうるささはどうにもならない。

　それでいい、と詩舞は思う。

『それが鍵なんだよね、残念だね』さっき、北島は余計なことを言った。『敵がいる状態で芽未海が意識を失うと、〈かげもず〉が起動する。君たちは終わりだ』

　詩舞は思いついた──ということは、芽未海が意識を取り戻すと〈かげもず〉の力は弱まるのではないか。

　もう一つ。〈かげもず〉は影から生まれた。だから、コロンブスの卵的に単純な話だ。やつは強烈な光に弱いのではないか。

　詩舞の考えは正解だった。スタングレネードの爆発後〈かげもず〉が一回りは縮んだ。〈かげもず〉は翼を畳たたんで、負担がかかりすぎたパソコンのようにガリガリと耳みみ障ざわりな音を鳴らしている。確実に効いている。

　輝佳が飛び上がった。鞘から刀を抜いて、〈かげもず〉の目に突き刺した。ただ単純に中心に突き立てるのではなく、隙すき間まから刺し込んでいく。缶切りでフタを開けるように、輝佳は見た目からは想像もつかない力でギリギリと〈かげもず〉の目に突破口をくり抜く。その傷口から真っ黒い鮮血が噴出する。

　さらに輝佳は、刀を〈かげもず〉のくちばしの間に滑り込ませた。鞘も使って簡単なてこを作って、くちばしをこじ開ける。

「……ィ……ッ……レィジ！」

「よくやった、テル」

　零士が、魅杏が落としたマイクロ・ウジを拾い上げた。輝佳がこじ開けた〈かげもず〉の喉の奥まで銃口を突っ込んで、引き金を絞る。鳴り響く銃声。飛び散る空から薬やつ莢きよう。〈かげもず〉の内部で立て続けに小さな爆発が起きて、その頭部が半壊する。頭部の大半が消失し、〈かげもず〉の崩ほう壊かいが始まった。黒い体が液状化していく。ドロドロになって床一面に広がって、やがて完全に蒸じよう発はつしていく。
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「…………」これで、〈かげもず〉が完全に消滅したとは詩舞にも思えない。しかし、一段落したのは間違いない。あとは、〈いるか人間〉どもだ。




　　　５




　スタングレネードの影響で、〈いるか人間〉たちの動きは鈍にぶくなっていた。戦闘エリートであるバルケロは素早く遮しや蔽へい物ぶつに身を隠していたが、他の四人はほぼ棒立ちで、無防備な姿をさらしていた。

　魅杏は、右腕の穴に応急処置を始める。詩舞はグロックの弾倉を交換。

　暗殺部はそれぞれ遮蔽物をとりながら発砲。日本刀しか持ってきていない輝佳は、射撃の邪魔にならないように待機。魅杏が落としたサブマシンガンを撃ち尽くしたので、零士はそれを放り捨てて、ホルスターから自分の拳銃を抜いた。北島の股こ間かんを撃った。ペニスを弾丸で切り落とすつもりで。

　北島は「ひぎぃいいい」と豚のような悲鳴をあげた。

　そして、北島の変身──魚顔化が始まった。

「やらせるかっての」

　零士は頭部に何発も撃ちこんでとどめを刺す。北島が芽未海にやったことを考えるとまだまだ殺し足りないくらいだが、生き返らせて拷問してまた殺すというわけにもいかない。一度殺すだけで我慢する。

　詩舞が、フルオートの連射で三人の〈いるか人間〉を蜂はちの巣すにしていた。

　──全員片付けた？　いや、バルケロがまだだ。




　スタングレネードのダメージから立ち直ったバルケロは、テーブルの陰から拳銃を撃ちまくったが、五連発のマグナムリボルバーだったのですぐに弾が切れる。暗殺部にとっては決着をつけるチャンス。しかしバルケロは弾丸の再装塡はせず、銃を捨てて、かわりに右手にカランビットを構えて飛び出した。

　バルケロは颯さつとした動きで、商品棚に飛び乗ってその上を転がり、たちまち暗殺部との間合いを詰めた。バルケロ──〈いるか人間〉が大好きな接近戦。

　咄とつ嗟さに、輝佳が迎え撃つ。

　武器のリーチでは、圧倒的に輝佳のほうが上だ。日本刀を振ってバルケロの首筋を狙う。バルケロは身を低くして、紙一重でそれをかわす。

　輝佳は刃を反転させ、斜めに斬り下ろした。しかしバルケロは人間離れした反射神経で、小さなカランビットをレールのように使い、刀の刃を後方に受け流す。

　バルケロは、輝佳に向かって踏み込んだ。

「！」

　輝佳は接近戦を得意としているが──それにしても近すぎる！　今、輝佳とバルケロはほとんど密着している。日本刀の「根本」で敵を斬るのは難しい。しかしこれは、バルケロにとっては「ちょうどいい」距離だ。

　バルケロは左手で輝佳の動きを制しつつ、右手のカランビットで肩口を斬った。それから彼女の鎖さ骨こつのあたりを突き刺し、さらに頸けい動どう脈みやくを切り裂こうとするが──それは詩舞が阻止した。間に割り込んで、バルケロに体当たりをかけた。

　バルケロはわずかに後退した。ほんの一メートルほどだが、それだけの距離があれば詩舞なら同士討ちの心配をせずに発砲することができる。むしろこういうときのために、肘ひじを曲げて拳銃をコンパクトに構えているのだ。

　至近距離で、バルケロの頭を狙って撃つ。バルケロはボクサーのように高速で上半身を振って、銃口を避よけながら詩舞に迫る。

　カランビットがトップギアの速度で閃ひらめく。詩舞の手首、肘の内側、太ふと腿ももを切り裂こうとする。詩舞はその刃をかわし、あるいは拳銃のマズルスパイクで受ける。バルケロはカランビットを指一本で回転させて逆手に持ち替えて、手刀の連打のように突きまくる。その勢いがあまりに激しかったので、詩舞は前蹴りで敵を突き飛ばして再び銃撃が可能な距離を作る。

　発砲する。連射だ。

　バルケロはさっきと同じボクサーの動きで銃口をかわしつつ、両腕でがっちりと自分の頭部を守った。着弾と同時に大量の火花、不自然な金属音。彼のトレンチコートには、各所に防弾プレートが仕込まれていた。大量の弾丸が命中しても、防がれてしまう。

　ここで、グロックが弾丸切れ。ホールドオープン。

　バルケロは、詩舞に腕をからめていった。詩舞の両腕が、同時に軽く関節を極きめられる。次の瞬間、ずっと手を出す機会をうかがっていた零士がバルケロの頭に銃口を突きつけた。

「──ッ！」

　バルケロは腕を極めたまま詩舞の体を振り回して、零士に向けて肉の盾たてにした。ＳＩＧの射線が詩舞によってふさがれる。しかし、このとき立ち関節技の「かかり」が甘くなったので、詩舞は自分の腕と銃を引き抜いた。

　直後、詩舞はバルケロのみぞおちに膝蹴りを打ち込み、マズルスパイクを顔面に叩き込む。バルケロの顔面が血まみれになる。

　それでもバルケロは反撃のためにカランビットを振り下ろした。

　詩舞は、カランビットの刃に気をつけながら、バルケロの右手首に左の肘打ちを当てて押し返す。そのまま詩舞はマズルスパイクでの顔面打ちをもう一発。これだけ殴ったのに、バルケロはまだ戦意を失っていないし朦もう朧ろうとすることもない。さすがに〈いるか人間〉の戦闘エリートは頑がん丈じようだ。

　詩舞は足の指に力を込めて横に回転した。

　その勢いを利用して、渾こん身しんの後ろ回し蹴りを繰くり出だす。

　旋せん風ぷうのような蹴りが、バルケロのこめかみに炸さく裂れつした。普通の人間が食らったらショック死してもおかしくないような蹴りだったが、バルケロは軽くよろめいただけだった。──しかし、その「よろめき」が命取りになる。

　すかさず、零士が横から銃を撃った。残弾すべて撃ち尽くして、そのうちの一発が耳の穴からバルケロの脳に食い込んだ。詩舞はほんの一瞬で──一秒もかけずに──弾倉を交換。必死に顔を守ろうとするバルケロのガードの間に銃口をねじ込んで、口や目を狙ってフルオートで連射。

　弾丸で頑丈な顔面を削けずっていく。折れた歯が飛び散る。肉が弾け飛んで、むき出しになった眼球が転がり落ちていく。脳が豆とう腐ふを落としたように砕け散る。

「…………」

　頭部がグシャグシャになったバルケロ。その体だけが、何か忘れ物をしたかのように立ち尽くしていた。立たれたままだと気持ち悪いので、零士はバルケロの膝に下段蹴りを当てる。バルケロの体がぐるんとひっくり返って、それきり二度と動かなくなった。

「……勝ちましたね」詩舞が言った。

「……よくわからない」芽未海を見ながら、零士が答えた。















　今年の〈世界いるか学会〉の開かい催さい地ちは日本だった。開催国の〈いるか人間〉は、世界各国から集まる大物たちを接せつ待たいしなければいけない。基本的に、〈いるか人間〉に義務などというものは存在しないが、所属する派は閥ばつによっては守らねばならない面メン子ツがある。「日本の〈いるか人間〉ね。あれは大したことないね」という話になっては困る者もいるのだ。特に重要なのは料理である。どうせ〈いるか人間〉のやることは話し合ったりしなくてもある程度決まっているので、学会の成否は「料理」にかかっていると言っても過言ではない。

　学会のパーティで総料理長を務めることになっている〈いるか人間〉の引ひき崎ざき龍りよう馬まは、素材の選定に頭を悩ませていた。右腕である女性──山やま美み夜や魅みに相談にのってもらっている。

「やはり愚おろかな人間の脳は美う味まいですね」

「フォアグラと同じだ。そのためには育てる必要がある」

「たっぷりとくだらないテレビ番組を見せて、なるべく本を読ませずに」

「そう。酷こく使しされた脳はだめだ。若い脳もだめだ。長い間熟じゆく成せいされた愚かさこそが最も美味だ……そういう意味では、ここに並べた脳はどれも出来損ないだ。究極のメニューにはほど遠い。とてもパーティには出せないな」

「こんなに美お味いしいのに？」

「かわいそうに、本物の脳料理を食べたことがないんだな」

「す、すみません……」

「君が〈いるか人間〉として若いせいもあるだろう。年をとればとるほど、舌が肥えてくる。そして来月接待しなきゃいけないのは、この業界では名が通った美食家ばかりだ。化学調味料に頼ったまがい物は出せない」

「引崎さんは、若いのに料理が抜群ですよね」

「俺の舌は特別だからね」

　拠きよ点てんの一つである高級ホテルの地下で、引崎と夜魅は試食を繰くり返かえしている。シャワールームを改かい装そうした殺風景な広い部屋には、拘こう束そくされた人間が並べてある。夜中の公園でバカみたいに騒いでいた若い男女、パチンコ店に並んでいた中年の男女、〈いるか人間〉の息がかかった老人ホームから破格の安値で購入した老人数人──。数は二〇人。

　素材である彼らは、もちろん全裸にしてある。拘束には特殊な椅い子すを使う。肘ひじ掛かけに手首を固定し、椅子の脚に足首を固定。椅子の座面には丸く穴が開いていて、男性ならばそこから性器が垂れ下がるようになっている。性器を切り取るための穴でもあるし、料理の最中に素材が失禁したり脱糞したりすることが多いのでそれを処理するための穴でもある。

　二〇人のうちの三人は、すでに脳を食べるためのテーブルに移してあった。中心にバスケットボールほどの大きさの穴が開いた中華料理店風の円卓だ。食材となる人間は両手両足を厳げん重じゆうに拘束された状態で、ちょうど頭の上半分だけが円卓の穴から出てくるように配置される。

　食材は生きたまま、しかし脳が露ろ出しゆつしていた。専用のカッター（ピザを切るときに使うものと似ている）で頭皮と頭ず蓋がい骨こつを一周するように切り、取り外してある。引崎のような熟じゆく練れん者しやがやれば、脳にはまったく傷がつかない。脳は料理となり、頭の下半分は皿のかわりとなる。

　引崎は三人に三つの料理法を試していた。一人は、生きている脳に醬しよう油ゆだけをかけて刺身風に食べる。もう一人は、煮えたぎった油をジュウジュウとかけて揚げる。この方法を使うと、表面はカリッとしているのに内部は柔らかく、旨みの肉汁も多い。もう一人は、一番難易度が高い脳のステーキだ。切り取った脳は冷凍庫に入れて固めて、形を整えてから一気に焼き上げる。たいていはガーリックソースを合わせる。

　生きたまま脳を食べられる人間たちは、最初は自分が何をされているかまったく理解できずに泣きわめいているが、やがて左右の目がそれぞれ別のほうを向き、舌を長く伸ばしてピクピクと痙けい攣れんし始める。意識が朦もう朧ろうとして、最後は壊れたラジオのようにずっと「あ──う──」と低くうなる。

　その光景を見せつけられた他の一七人は、絶叫しつつ拘束から逃れようとするが鋼鉄の椅子はびくともしない。「たすけて」「殺さないで」「食べないで」──バカな人間が多いので、命乞いの語ご彙いも貧困だ。








　エピローグ




　色々あったが、無事にクリスマス・イヴを迎えることができた。しかし〈生命躍動剤エラン・ヴイタール〉を節約するために、正せい袈げ裟さ高校の暗殺部は部員六人のうちの三人──魅み杏あん、輝てる佳か、晃こう生せい──が入院している。疲労から回復した鬼き一いちは退院して、さっそく終業式に顔を出した。終業式後に話し合い、結局今年のクリスマス・パーティはみなが入院している病院で行うことになった。

「病院側の許可をとったんだ。娯楽室を使わせてもらう」と、鬼一が言った。

　暗殺部の卓球場でパーティについて話している。部屋には他に、零れい士じがいる。

「いくら娯楽室でも、大きな音を出すとマズイですよね。病院だと」

「一応、部屋の位置とか確認した。入院棟からは離れてたから、そこまで気にする必要ないだろ。ケガ人だらけだから、こっちだって大騒ぎなんてできないかも、だ」

「他に決めておくことありますかね、部長」

「場所も時間も決まった。プレゼントは各自の問題だし」

「そういえば、部長」パーティの話題が一段落したところで、零士はずっと気になっていたことを訊ねた。「作戦が片付いたら、って話が」

「ああ。『通貨の本質』」即座に鬼一が言った。さすがに物覚えがいい。

「それです」

『お金──通貨の本質を理解しようとしない人間が多すぎるのは、ちょっとどうかと思うんだ』──零士なりにその「本質」について色々と考えてみたが、答えらしきものに行き着くことはなかった。

「零士くんはやっぱり真ま面じ目めだな。これが晃生なら『お前の退屈で衒げん学がく的てきな話なんてどうでもいい』とか言い出す」

「まあ、晃生さんならそうでしょうね」

「クラ交こう易えきって知ってる？」と、相変わらず、鬼一の話の進め方は唐突だ。

「いや……」零士は首を横に振った。「本で読んだことあるような気もするんですが、詳しくは説明できないです」

「クラ交易は、パプアニューギニアやその周辺の島々で行われている風習だ。貝かい殻がらで作った品物を、ただ『交換』していく。カヌーで遠洋航海してまで交換していく。面白いのは、物々交換じゃないってことだ。クラ交易の品物は誰かの個人的な財産にはならない。そこには一般的な意味での『対価』が発生しない。

　それは純粋な『贈り物』なんだ。貝殻そのものに価値はなくていい。『物質』はただの象しよう徴ちようでしかない。貝殻には、いかに苦労して運んできたか、運んできたのはどんな人間か、そういう『武勇伝』や『伝説』が付ふ随ずいしている。重要なのはそういった物語であり、いかに島々をつなぎたいか、という意志だ。

　受け取るのは品物ではなく『意味』だ。ボードリヤール風にいえば『象徴交換』となる。取引によるメリットやデメリットの計算なんてのはどうでもいい。交換させること、そのものに意味がある。──昔の人はいいことを言うもんだ。『金は天下の回りもの』」

「…………」零士は、一連の言葉をしばらく咀そ嚼しやくしていた。

「文明社会の発展は、クラ交易のような社会的意味の交換がスタート地点だった。つまり、通貨の本質とは……人と人との『つながり』なんだ」

　鬼一はそう言い切った。

　零士は小さくうなずく。

「……わかる気がします」

　──それから少しして、部室に来客があった。華族出身の令れい嬢じよう部長、「六本木の龍りゆう」こと三み池いけ紗しや龍ろんだ。零士は、こんなに近くで蓬ほう栄えい女子高校の制服を見たのは初めてだった。チェックのプリーツスカートと紺色のオーバーニーソックスがとても可か愛わいい。零士と紗龍は初対面の挨あい拶さつを交わした。自己紹介が終わると、

「よろしいかしら？」

　紗龍は椅い子すに座って優雅に足を組んだ。彼女の視線がなんとなく鬼一にいきがちなことに気づいて、零士は気を利きかせようと考えた。ちょうど、パーティが始まる前に行きたい場所もあった。「じゃあ、僕はお先に。失礼します」




　鬼一と紗龍は二人きりになった。

「〈かげもず〉の件は大変でしたわね……」

「大変だったけど、零士くんや詩しい舞まさんが頑がん張ばってくれた。俺はその前の戦闘でへばっててね……大事な戦いに参加できないんじゃ、部長失格だよ。まったく」

「あなたはあと一歩で致命傷という大ケガをして、それでも〈生命躍動剤エラン・ヴイタール〉を使って修しゆ羅ら場ばを切り抜けた」紗龍は感かん極きわまったように言った。「立りつ派ぱですわ」

「何度も言うけど、立派なのはうちの部員たち。俺じゃない」

「……わたくしは、あなたのそういうところ、好きですよ」

「そういうものかなあ」鬼一はあえてとぼけた。すぐに話題を変える。「ねぇ、俺たちが戦ったり入院したりしてる間に、何かスポンサーや大人たちに動きは？」

「まだ戦いは続いていますが……」紗龍はそこはかとなく気が抜けたようになって、しかし表面的にはいつも通りの調子で言う。「対〈いるか〉ヨーロッパ戦線がやや落ち着きつつあるそうです。ドイツから二人、東京に留学生を回してもらえることになりました。荒川区に暗殺部員候補が三人いる高校があるので、そこに新しい暗殺部を設立します」

「珍めずらしい。とてもいいニュースだ」

「これからはいいニュースばかりが続けばいいのですけれど……そういうわけにもいかないんでしょうね」

「悪いニュースもあれば、いいニュースもある。苦しいことも楽しいことも」

「楽しいことは少ないですね」

「あるさ。なにしろ今日はクリスマス・イヴだ。パーティ、来るかい？」

「パーティ？」

「そう。正袈裟と蓬栄女子で。たまには暗殺部のことも忘れて」

「……いってあげても、よろしくてよ」

　紗龍は明らかな空から威い張ばりで、胸を強調するように体を反そり返かえらせた。

「ありがたき幸せ」鬼一は紗龍に合わせて、大おお袈げ裟さにうやうやしい態度をとった。




　　　　　＊




　パーティまで時間に余裕があったので、零士は上野のメンタルクリニックに足を運んだ。ここでは、精神科医の小お野の寺でら式しき子こが、芽め未み海みの治ち療りようを担当している。

　芽未海は、ホビーショップでの出来事を何も覚えていなかった。式子の仕事は集中的な精神分析と心理療法で、〈かげもず〉のメカニズムを解明、そして二度と出てこないようにすることだ。芽未海に対する治療は、武装した警備員による厳げん重じゆうな監かん視し下かにある。もちろん彼女に余計なプレッシャーを与えないように、警備員たちは目立たないように配置されている。式子によれば、北島が死んだことで「〈かげもず〉が敵として出現する危険は大幅に軽減された」という。

　カウンセリング・ルームで、零士は芽未海と面会した。

「それほど深刻じゃない記憶障害なんだって、怖いねえ……」

　そう言った芽未海が、なぜか照れたような笑みを浮かべた。一時的な記憶障害の治療──表向きの理由はそうなっている。

「早くよくなるといい」

「先生も親切だし、だいじょうぶだよぉ」

　知らない、ということは幸福なことだ。零士はそう思った。知るべきことと、そうではないこと。その二つを天てん秤びんにかけて、バランスをとりながら生きていく。

「ふかれいも来てくれたしね」

　芽未海の目の奥に、温かい灯ともし火びが点った。その目を見ていると、零士はなんだか安心できた。──彼女は大丈夫だ。

　どうか二度と、〈かげもず〉がその姿を現しませんように。

「しかし変てこな気分だね……へんきぶだよ」と、芽未海は首を傾かしげる。「ホビーショップに向かう途中で、ファンタジーの話をしてたとこまでは覚えてるのに」

「何もなかったよ」

　零士は言った。芽未海ではなく、自分自身に言い聞かせるように。

「何もなかった。ただ、君が倒れた」

　それは芽未海の空白だ。零士が埋うめる必要はない。世の中には、思春期の少女にとって必要な空白というものが存在するのだ。

「ふうん、そうなのかあ……」

「そのうち読ませてよ」と零士。前向きな話をしたい。

「へ？」

「君が書いた小説」

　零士の言葉を聞いて、芽未海は裸を見られたかのように頰ほおを赤くした。しばらく彼女は「ええ、そんな……むふぅ……」と奇妙な声をあげながら体をよじり、それから曇くもりのない笑顔になった。

「友だちになろう、芽未海」

「えへへ、いいよぅ。改めてよろしくね。ふかれい」

　いつか、芽未海とは裕ゆ佳か梨りについて話し合うのだろう。裕佳梨について、少しでも多くの情報を覚えておくために。彼女の死を重荷として受け止めるのではなく、体の一部にするために。




　　　　　＊




　終業式のあと、なんとなく時間を持て余して、詩舞は部室に寄った。パーティの前なので、そこには誰もいなかった。広い部屋に一人でいるうちに、詩舞は生々しい幻まぼろしを見る。死んだ四人の記憶が再現される。

「マイケル・ジャクソンって映画のエンディングテーマ歌ってなかったっけ」

　部長の桂かつら木ぎ宗そう谷やは、もう高校生なのに『コロコロコミック』を愛読している。ときどき近所の小学生とポケモンやベイブレードで遊んでいるような男だ。そんな子供っぽい彼なのに、〈いるか人間〉の腹をナイフで引き裂き、その臓ぞう物もつを素す手でで引きずりだすのだから、人間というものは難むずかしい。

「たくさん歌ってるんじゃない？　八〇年代のやつとか特に」

「いや、そういうんじゃなくて……ほんのちょっと前にテレビでやってたような映画。予告編でもガンガン使われててさ。隕いん石せきが落ちてくるやつ」

「それ、エアロスミスじゃない？」

「マイケル・ジャクソンだったような気がする。主演はブルース・ウィリスとベン・アフレックで」

「それやっぱりエアロスミスだよ」

　部員の一人、若わか羽ば繭まゆ良らはちっちゃくてかわいい女の子だ。自分の幼さを強調するためか、茶色に染めた髪かみをツインテールにしている。あだ名は「まゆん」。顔だけでなくあだ名までかわいい。

「監かん督とくのマイケル・ベイとごっちゃになったんじゃない？」

「マイケル、しか合ってないのに」

「詩舞ならわかるだろ」

「なんで？」

「詩舞はマイケル・ジャクソン好きだよな」

「別に、好きじゃない。どうしてそう思ったの？」

「マイケル・ジャクソンは空手をやってた」

「私が好きなのは空手であって、『空手のことが好きな人が好き』なわけではない」

「じゃあ、人格と空手は関係ない？」

「そう、空手は関係ない」

　この暗殺部には、フランスからの留学生もいる。エディット・ポンポニャック。メガネをかけた一六歳の女子。驚おどろくほど肌が白く、驚くほど目が青い。文武両道の頼れるお姉さん、という雰ふん囲い気き。

「いいよね、ポンポニャックって名前。ちょうかわいい」

「そう？　私は日本人の名前のほうが好きよ。『まゆら』に『しーま』。どっちも素す敵てき」

「ポンポニャックって、マイナーな銃器とか車のメーカーっぽくないか？」

「あー、ちょっとわかる」

　最後に、條じよう島じま軍ぐん平ぺい。暗殺部だけでなく、かけもちで柔道部にも入っている。見た目は怖いが、犬を三匹も飼っていて、とてもよく世せ話わをしているという。意外なことに、彼はエディット・ポンポニャックと付き合っている。二人がプライベートでどんな会話をしているのか、他の部員には上う手まく想像できない。

「私はなぜかスタローンを連想する」と詩舞。「ポンポニャック」

「わかるよ」と宗谷。「ポンポニャックとシルベスター・スタローンには関係がある」

「ないわよ」エディットは即座に否定した。

「いや、あるって。説明する。つまり、さっき軍平がポンポニャックは『マイナーな銃器とか車のメーカーっぽい』って言ったじゃないか。車は実在のブランドで『ポンティアック』があるから、それとイメージが重なったんだ」

「で、なんでスタローン？」

「スタローンの昔の映画『コブラ』。それに『ヤティマティック』ってサブマシンガンが出てくる。日本人としては、一度聞いたら忘れられない変な語感だろ？　その印象が強くて『ポンポニャック』とごっちゃに」

「なんだそれ」

「強ごう引いん！」

　みんなが笑った。忘れられない楽しい時間。冠かん葉ば原はら高校暗殺部、最後の楽しい時間。あのときは誰も、まさか五人のうちの四人が一日もたたないうちに無む惨ざんに殺されるなんて夢にも思ってみなかった。みんなで青春を送るはずだった。一緒にいるときは永遠を感じていたのに、それが突然終わってしまった。

　詩舞は思う──私は記憶していよう。生き残ってしまったものの責務として。できる限り細かくみんなのことを覚えておこう。たわいない会話でも、どんなにくだらないことでも思いだしていこう。毎日思い出して記録をつけよう。そのときはくだらないと思ったことでも、本当は違った。くだらないことなんて一つもなかった。彼らはもう二度と戻ってこない。
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　心の声で幻の死者たちに語りかける。──みんなが納なつ得とくしてくれるかどうかわからないけれど、私は色々と頑がん張ばってみるよ。転校先の暗殺部もいいところなんだ。

　思い出すんだ。それは二度と訪れることのない瞬間だ。思い出せ。それは日常の些さ細さいな一場面かもしれないが、どんな大金でも宝石でも買い戻すことはできない。思い出せ。世界一の権力者でも、時間を逆行させることはできない。

　いつの間にか、幻が消えていた。

　ぼんやりしているうちに、ずいぶん時間がたっていた。「あれ？」と一人で首をひねって、それから時計を確認した詩舞は、自分がパーティの待ち合わせに遅れそうになっていることに気づく。「──しまった、まだ間に合うかな」








──了　　　










　あとがき




　書いているうちに変なスイッチが入って大変でした。いいスイッチだったのか悪いスイッチだったのかはさておき、そんな本です。『僕の学校の暗殺部２』、読んでくださってありがとうございます。




　作者があとがきで自作について必要以上に語るのはあんまりよくないと思うので、あえてちょっとぼかしつつ進めますが、この『たぶん個人的な事情』の重要なポイントとして「性欲」があります。

　僕は男だし、とりあえず「女性の方はどうなのかわからないんですが……」というスタンスで話をスタートしますね。……思い出すと、自分の中高生のころ最大の問題は性欲だったという気がします。みっともない話だけど事実だから仕方がない。それにこれは僕だけでなく、ネガティブ系の作家さんやミュージシャンがよく口にすることでもあります。滝たき本もと竜たつ彦ひこの自じ虐ぎやく的てきな告白とか、筋肉少女帯の大おお槻つきケンヂとか。

「もうとにかく異性にモテたくてバンドを始めた」的なやつです。

　僕の場合はそこまではっきりと意識して「モテたくて小説を書き始めた」わけではないと思うのですが（他にも喫きつ緊きんの問題が色々あった）、大きな理由の一つであったことは確かです。モテないのに性欲だけは健康な一〇代男子らしく旺おう盛せいですから……。こじれていくんですよ。しかも、ひねくれる。そのうちに、「自分みたいなどうでもいい人間が女性と仲良くなる」には一発逆転しかない！　と考えるようになる。

　中高生時の有り余る性欲も問題なら、そこに将来への不安も重なってくる。「俺は一生このままではないか。一生女性に相手にされないのではないか。信じられないほど孤独な日々を過ごすのではないか……」という不安です。こういう不安を「一いつ切さい覚えない」という人もいるかもしれないけれど、少なくとも僕は違った。

　自分の将来について考えているうちに、たまらなくなって木刀を持って庭に出て木に向かって打ちこんだりしてました。うーん……木刀ねえ。薩さつ摩ま示じ現げん流りゆうの練習かよ！　っていう。今思い返すと、昔の自分に「八つ当たりで滅めつ多た打うちにされた庭の木に謝あやまれ！」と言いたいです。

　溢あふれる性欲、将来への不安、賑にぎやかなクラスにいるからこそ感じる孤独・寂しさ。こういったものを「やり過ごす」ために、僕には絶対に小説・漫画・ゲームが必要だったんだなあとしみじみ思います。

　やりたいことがたくさんあっても、自分の能力が低すぎて時間ばっかり余る状況ってあると思うんですよ。そういう時間をとことん「勉強・トレーニング」に使うのが理想的なんですが、人間は機械ではないのでそこまで完かん璧ぺきに機能するのは難しいです。じゃあどうするのか？　余った時間を「楽しく、そして少しでも自分を高めそうなもの」に投資していくという第二案が出てきます。「勉強」というほどかっちりしていなくても、よりよく「生きていく力」につながりそうな「物語」が存在します。

『僕の学校の暗殺部』の一巻でもその著作からちょっと引用したりしたんですが、僕が「色々と言いたいことはあるけれどたぶん好き」な作家さんの一人としてミシェル・ウエルベックがいます。いつも劣れつ等とう感かんとセックスと人類のこれからについて書いているフランスの作家さんです。ウエルベックの『プラットフォーム』という作品に、こんな文章があります。





　　読書のない生活は危険だ。人生だけで満足しなくてはならなくなる。それは危険を冒さざるをえぬ状況をもたらすかもしれない。






　初めてこれを読んだ時「おおッ！」と一人で歓声をあげました。僕も学生時代を思い返して、読書（漫画やゲームも）がなかったらと考えるとゾッとします。たしかにその生活は「危険」としか言いようがない。




　　　　　＊




　性欲の話に戻します。読書で「思春期の時じ間かん稼かせぎ」をしている間に、もう一つ僕にとって重要だったのが恋愛シミュレーション（あるいは恋愛アドベンチャー）ゲームの存在です。『ときめきメモリアル』や『サクラ大戦』といったど定番から、『メルティランサー』や『エターナルメロディ』といった変化球まで。恋愛ゲームと脱だつ衣い麻マー雀ジヤン抜きで僕の青春を語ることはできないほどです（これ全然本題と関係ないのでカッコのなかですませますが、脱衣麻雀は僕のなかでとても大きなテーマです。『スーチーパイ』と『スーパーリアル麻雀』、そして『ホットギミック』『ファイナルロマンス』……素す晴ばらしい思い出のゲームたち。死ぬまでに一度、脱衣麻雀がテーマのライトノベルか漫画原作をやってみたい……）。

　この手の恋愛ゲームにハマる心しん理り傾けい向こうを、「実際に恋愛ができない弱者の現げん実じつ逃とう避ひ」と一刀両断したがる人間は多いんですが……違うんですよ、と僕は言いたい。たとえば、モデルガンを人を殺すつもりで買う人間なんていないじゃないですか。そういうことです。つまり、プレイするほうだってバカじゃないんですからわかってるんです。

　現実逃避じゃないなら、じゃあなんなのか？

　今、このあとがきを書いている時期、ちょうどスタローン他アクションスター勢ぞろいの『エクスペンダブルズ２』が公開されているんですが……まあこれがたまらない傑けつ作さくでした。暴力と血ち飛沫しぶき全開、いかにも欧米マッチョ的なユーモア、そしてチャック・ノリスという隙のない映画で。この映画のことを、作家の杉すぎ作さくＪ太た郎ろうが「精神安定剤だ！」と評していて、まさに「それだ！」と。

　いい表現ですよね。精神安定剤。これは恋愛ゲームにも使えます。現実逃避という言葉よりも、ずっとフィクションの本質に迫った言葉だと思います。




　　　　　＊




　それにしても……性欲がギリギリまで高まった時期に、「迂う闊かつに充実」しなくて本当に良かった。学生時代モテモテだったりしたら、僕は絶対に今のペースで仕事できてないはずです。やっぱりこう、力はためなきゃダメなんです。学生の頃にためこんだ性欲が、大人になってから仕事として大爆発することもある。




　僕が今までやってきたなかで、特に「上う手まくいっていない時期」というのは、だいたい色々なものを「小出し」にしている時期。多くの場合は、時間をかけて一つのものに力を集中したほうがいい結果が出るような気がします。今、すごく自分に言い聞かせるつもりで書いてます。戦術の基本です。「戦力の逐ちく次じ投とう入にゆうは避さける」。

　力の集中だけじゃありません。自じ己こ顕けん示じ欲よくも小出しにしないほうがいい。人間にはある程度目立ちたい欲望があって、それを頭から否定するのは（特に若いうちは）難しい。じゃあその欲望とも上手く付き合っていくしかない。こまめに目立とうとするよりは、そういう欲望をためておいて、「ドカンと吐き出してすっきりする瞬間」を待った方が結果的にはプラスになることが多いはず。

　自己顕示欲を小出しにすると、鬱うつ陶とうしいやつ、と思われる危険が跳ね上がる可能性があります。それに相応ふさわしい機会に一気に解放することによって、その危険を回かい避ひすることができるんじゃないかなー、とか……。

　性欲、自己顕示欲……あと一つ、「怒り」もそうでしょうか。

　僕はブログとツイッターをやってるんですが、始めるときに一つ自分自身に条件を課かしました。それは「できる限り否定・悪口は書かない」ということ。つまり、公おおやけの場ではあんまり怒らないということ。怒りもため込む。細かく怒らない。

　たとえば、めちゃくちゃつまんない映画を観たとします。演出が野や暮ぼったい、脚本の辻つじ褄つまが合っていない、アクションに驚おどろきがない、プロットの段階で大きなミスがある、観客の快感・興こう奮ふんを無視している……理由は色々です。で、こっちは昼間の一般チケットだと一八〇〇円払ってるわけですから、腹も立ちます。でも、そういうのはブログやツイッターには書かない。小出しにしない。「いつか、この映画を作ったやつに直接文句を言ってやる！」と目標にします。別に怒りの対象と同じ仕事につかなくても、自分自身のレベルみたいなものを上げていけばそのチャンスはきっとやってくるはず……。そういう考え方をすると、怒りもだいぶ前向きな力に変化している……と思うんですが、いかがでしょうか？




　　　　　＊




　欲望と仕事の関係について色々と書きました。性欲から始まって、自分の欲望とどう上手く付き合っていくか、という話がしたかったわけですが……最終的には徐々にどうでもよくなっていくんですよね、欲望。仕事というものは尊とうといものなので、一いつ生しよう懸けん命めいやっていれば、いずれ欲望抜きでも楽しくなってくる瞬間がある。

「モテたい」という理由だけで仕事やお金を求めると、いざ実際に「モテた」ときに動機を失い、一気にスランプに陥おちいる可能性がある。それを避けるために、様々な方法で不安をやり過ごしつつ、「仕事そのもの」と結びつかないといけない。「結婚してても心は童どう貞てい」みたいな……いや、それはちょっと違うな……。




　　　　　＊




　このあとがき書いてるのが一〇月二八日。で、本の発売日が一一月三〇日の予定。二〇一二年もあっという間に終わりそうですね。今からまとめちゃうのも気が早いですが、本当に「大忙しで激動の年だった」ということになりそうです。テレビアニメ『PSYCHOサイコ‐PASSパス』への参加、来年に向けて新たな企画の始動……。二〇一三年はどうなっちゃうんでしょうね。これからも、よろしくお願いいたします。








深ふか見み　真まこと
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http://technofuyuno.net/
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